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ま えがき

ご 力小ﾡ今近鉄地方こ市だと したア2 み不足ﾡ私有?杯 

*経老に っいて ﾡ和 35肝に行った経老ﾡ施評番の相果をと り 

じめたモのである.

顔を対象は A.夕.. p. E.F. 今み7家であり、 8名老の 

経老面ﾡ氏x。の〜て220で多る。 ラち. A〜ク不経宅 

をほヒんど専式としていろﾡ管で、 三氏ﾡ林を診、製林経老 

*ﾡ督営を来替 しながら緊わﾡに主力色秒いてぐる経老、 

F 内ﾡ経診に主セ合い て素生産経常も行っ て o るな老. 

G=ﾡボ経当、 ※ﾡ生差優営. ﾡ砕委きを糸きし. 舞林経芝に 

も かなリ ク灯セ注いでへるそ老である

こ み小、浮るはさ し秒たリ これらのク ﾡﾡ営クﾡセ 報告するに 

とどめた。 このレポートクリ式ビにあたっては調査象ク 

各糸炉が 月着からﾡ=得た各ﾡ林経ﾡのる営5針考を方セさ 

にﾡ野る*うにした。 これらク ﾡ予京生 今会求からに じみ 

でた起見にはﾡﾡにﾡすべさも が少く なぐ.

それクみならずモ こに口わがﾡの烈有 林ﾡそぎ? 更ﾡっ さざ 

浮さ歌リにされてeリ、 だわが回み私ﾡ林さ首ク恐戻に向理 

肝ﾡクﾡセ暗示して(るぶ ラは言里公ﾡ所がぐ くっか見られる

さ ( ごに こ ク 調ﾡにﾡ協力 いただぐ たる林相着なら びに各 

同 係着ク各位じ調狂にあたり ﾡ切なﾡ助者 をハたださ、さらに 

こゅレポート ク街校ﾡのﾡをわずらわした 日本ホ業同ﾡ会ク馬 

同延ﾡﾡ生にじからなるﾡﾡを たさ げる.

西和z4 再 ノ月

甲相•三健
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才I部 経営経済篇

経営A

I 登当面 費 <s2 町ﾡ

所月ﾡ宅ク近くにラ〜グﾡ地にとめてもってぐる・ (/団地 

だ広少しなれたぷ地にも ってぐろ

* ﾡ 登

スギ4s®. ヒノ*45制、 /制

s 林 不 り 耳 令

7。タは40年 上. 系ﾡ3。年

42 年生上のものクラち

4 〜5。生のもク4割

s。 ～42圧庄クもの5ﾡ
<o～ぷ0圧占みものノ割

4 s
竊域,遅療

s. ﾡ科示な

朋治. 大正時代口 se22 ャ/m
ﾡ左ならびに将采は 4s 2 o /

な し (山杯る巻からク収入だけに文っ て生をこて ており、 そ 

人外には田/反、 ・/名もってぐるだ)

a) •盛 則 じし てほ甘ク変動と ―比気 的悪 用原 に 役石 くバ類令区平 

■ ナタ〜 4ー 毎). 時ﾡは4。ﾡでそれ上のぐわゅるTﾡ 
ﾡ敗産」 y し ての系林の保ﾡ は合えて"な い。



b 年早係続ﾡに孫ろ くそクがそ奇茶べ上戸刊であろう>・

C 称岳がるがっそﾡにとくにら る.

4 浜信管の #不 ﾡ ¥

/ 王長が卓上した杯分くZ0〜7。年>

ズ 風きはどに工るﾡき不

3 勝ﾡ所項客がﾡしだ西に

i> 林分が双直する ニ ヒにエ 石板告(風曽)を.千防 ナ；5 ため 

に及る

ii) 不黒道公 ビク軍故ﾡ利 用 可能性2 ﾡ名考煙 してべﾡす 

る

e) ズﾡをク沢史は

/ラ 賢堂孫ﾡ力 に工っ てﾡ京ずる (刑考物右2ﾡ所し てﾡ 

森るので /年に 多西〜火町がﾡ票になるゝ

み ﾡ全常ﾡ く家計冬支) にﾡﾡずmる.

お)け ﾡﾡ税みﾡ係からぞ令杯のヨ並っところはﾡ先的にべﾡし 

て ・ ろ,

み 得税の頁係かﾡ坪予均的に伏係るおが有利である.

メ ニﾡ通ﾡ(テ)式う受で意*てへなかったよW主) しかし 

う依は考極に \れる.

% 主ば面不べニニ 数年示 ラ～4 町本 で務る.

普は主べが少なく、ﾡべがﾡかっをく称ﾡみクﾡ試南べ版で 

るっ 左 ).

s 所肩着み歴史 .

/ この 地行 日 す ごセ順ﾡムﾡ◆ら逢 (エナ広ﾡ用杯と して河 

&> してちり・ 頭治ﾡから渡桜体茶が行われて。を.

x) 当 飲 の租比 H 貫旭 世主で 町岩可べ口は小«*が アク o «おさ 

められていた。 そク田望セ西治頃から山杯にﾡしており、 し

(誰) 当区ク合F=ズ40町 レ=42年としてテ=町ﾡ

である. これば当家のさいさんの夕探行福戒セーﾡしていろ.
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そがって 画地改ﾡク将番は少かった。田ﾡ肩セ山杯 

ﾡに探えた理由は. 当時、 池主対小水ク対立がうろさく、小ケ 

人ク不平がタく、 小ﾡみ交なビの円ﾡがわずら わしかった 

から、 そラハラ向ﾡクルハ山ﾡに かえた。 (当方は山向部 

で田ﾡの 委が少く . それだでは なべ て ( rか ぐ・ 地方ﾡに 

ﾡ地5ほ下のﾡふがﾡく、 生活が吉しぐので昔通めなはノ野 

のうち、 平均して/人は左みﾡ市へ勤めに符プてぐろ。た 

○の地方の大部分環家は別ﾡしして山をもってへるか、 あろ 

"は也への山へﾡﾡ替として竹ざに行ってぐる)..

2 内杯費地り豊林

去の度林ﾡにはスぐが多(が、 採終口占ﾡ 生ﾡをみて 

ヒ , キやマツみﾡ地りみられるど 二ろにヒノ やをﾡえて 

ハる くヒくr ﾡﾡにはて ッ セ 入れる..

o ふ杯求家に対する起ﾡ

の) ﾡ木ﾡは成上菩めがﾡぐ 割には効がいぐ。

p) いま*ではじくに流素条のじﾡは惑じなか→そぐが、 しかレ= 

クっビヌ〜ろ 早定ク ﾡ算用 は し てﾡ事さ行っ てさてぐろ,

o) 笠*ﾡセるすれば、そﾡ現ﾡ9交ﾡ(町走令記などによ 

ろラの、炎者くﾡ査)、敵時ヤにﾡわれたﾡ制べ孫、政起長、 

悟裕税を納付るためクベ保. なピの矢発甲系によって会きク 

基ﾡがﾡ家 されるたびこ そ クフどﾡ米ﾡ を修正・ 変受 せカ ドな 

らぬ.

バ 商べﾡﾡ

4j 言もも ﾡ表 り 変っ ていない

b> s 年生から ォ/ 国ﾡべセはじめろ

○) ﾡ不からべる。 Kﾡを有利にするために上戦ﾡ覇るく(強 

く>代名

か s 与年向ﾡに行 ラ く肥天地はヌ年岡ﾡ

-1-



e> 芝令杯になぶンてもﾡ区セ行な ラ (山にふ ってに 72 午ぐら

"になって ま 三長学ﾡ えなぐじ二ろ がぁ る)

属ズ入の用金

② 孫迫之ﾡ老でっける く目下ﾡﾡﾡ軍道み総支長が ppat 
わる>

P) 今代式をﾡﾡ委べるとていい、(uく承地価督) が普より指く 

なっ たから )

○) ﾡべ浜浜や預金をなリ. ﾡ走ク分記を行う

イ 永家ろﾡク資会じして与える.

. ﾡ業政師に対才る意足

②) 税ﾡにはも っとラ ﾡ心がち る.

ジ 第 基 利当 所ク 評届 は 当 時4 そせ費をッずご面福が下所歴 

ご?たので声預でさなぐﾡであり. 二の当氏の部名ﾡを拓 

にしてもらっては迷忠だ。

it 所管税霉出 のご(、 ク圣賞率 は 現. 起«丽和 ヨタ 岬/月> ョ/ 

夕に してあるが占ﾡにはもつ じ冬ﾡがかかる

り)本野オク不岡ﾡﾡとして杯野行式ね ノ本火して質ﾡして欲し

くたビえば近所のク寺のﾡ内林みるﾡが乱ﾡざる。 しかお 

今には得税がか今ら 2. ﾡ内ホクﾡは暴 み ﾡ育な長会や霊 

売大火ぶ係談委緊会がゃっ てぐるがこれには杯ﾡぶが入 って ハ 

なの とたがって系へ*か北=なり、刻印を打たアにがして 

ﾡ之ﾡ林しなかったり し. し今もﾡばな山でヌ。町歩もさし 

めてきべしたリ すろみで山がﾡれるゝ

/ 材方法

«う 小、出しは明治う。評ﾡには修逐払しが主ししてペ用さて 

・ 修産式しは木がいたな- 町治引。年Kﾡは不思によって

おり、 長をも不思が主ビして傾われており、 恐らく今後も当今 

木意がﾡ用されると思われる. 現を、ﾡ当ﾡなところでも太意 

こっている。 「土」 迫がハたなクで行われてぐない。 

宗は少し行われてハろ. 地ク方では沢山用ぐれて号リ、 

と に&ぬなﾡに行わ れている. 一今ら 引係当は担当 クがる 

でるろう。

り) キ氏はﾡたも相当用ぐられてぐろ. .

c) トラックカ玉杯は西ﾡ4年か用いれてぐろ. 道に 

るﾡ材はこの他方2K垣林ではほとんど行われていなぐ。 ペ 

<リもトラッワク方が▼く、来い. 送の 混合には冬着べ?士 

ﾡでﾡみ※えをわねばならないが、 トラw7みﾡ合に口ボみ 

交え クど要 がは く. 山えからﾡ接市混く暴材所) で星べ る-

の したがって似ボさた不材ははず木ﾡで小レさ、 っざに 

牛最學で姫ばれて床当たは緑堂端まで=れ、 さぐごにト ラ 

w 7 でﾡれ る.

e) ﾡが商顔でるし. べ不地における単筋が/后やたり 

5クノ20円ﾡく なる。

タ 税ス 応 ・

・ロ宣王ヲ3永からだがとれるクで、 宗ロ5T今う下の林 

ク方が中言 く=夕分～ ノ天 のもの リも 万あ た り /ク2〜&22 
円高い。 不ロﾡ&/ベム上の業林ば・た起(。

晃左み山え価相はスギが百やたりえ522 円で、 ヒノベロスベさ 

リも百ちたリ xク2 円ぐらい高ぐ.く昭和3$年/月理在)

% 尚ﾡﾡ部

の) 帝戸ﾡ合?人でおもC複徴、地書、下川を行ラ,硬我した 

へが同 じ水セ下 るぶっにるし作ﾡ とﾡ 利で山 ラ くなる 

り ﾡ時送ﾡ右は地えクへﾡを優用する。 そ9時は智人ﾡ人に森 

ﾡ右から 交ﾡするが毎年系て 〜 れるﾡべれは 概例ﾡにﾡっ 

て(ろ. ﾡ時尚 他若セﾡ用る時には幣用 汚位有がノへでヌ〜 

カセ区けもって監督する. .

○) 調ﾡﾡにづるし手が雑になるクセ、 ﾡ負会潔軍定玉準も不



かなクで仕季手 (砕沢杯) 主として各への日帯裕ﾡによっ 

ていろ。 日ﾡ区系ﾡじは爆ﾡ魚に支ラ.

ぬ時同区京は午少時へ午然5時ギ、冬はみ〜2呼ギで、 

こク回にﾡ名とも午ﾡノタ分. 午象ノ=夕. 猛/部商みほ題セ

行 っ。

4 べ・ ﾡ打ちク作米は常用労めﾡによろ。 地えク人証でも 

子リーマこべえるクでとくにつナ? ク特円☆こム天ろっ® 

円ﾡしかハうエラなへはい なo,
e ズ 不

りズ不ク野二は※マ京ﾡがr不をわのてく九。」 と交坂にくる 

R :伕 引主グも茶-、池家林茶石) が下へ (地エッ似不老

竹査、 三太ﾡが常用していろべ不ウ仲者で、ﾡ人系括 

"受ピ3て ハるこビが多い, を池そクヘが不労仲省にな 

3" る受合 こ守そ クヨーﾡ仲着が我ﾡペに下" ﾡめ有に な 

うことがるる-----  ﾡ下刈、きﾡド木) セっれ て系て 山 

.材検べでだ買成用 を行る, モク方は、 みらかじめ后るた

ﾡを米ﾡと表ﾡﾡ省クﾡで※めてお=、ﾡ科になった 

野にボ言と系ﾡ巻 と こ クネに笑字 しをﾡゅ者し ラ者立 

ち合いで積ﾡし 日と則ってﾡ頁る. こク時点示労着

※ ﾡ 夫 市 に年々にることそュな 為考とﾡめ化ろ二こ乙お 

?・ そ2時はえった力が以木労働者に父会を夫*う.

ヨ ﾡ型で小ﾡ回に/れた六木などはぼ林有着が人 (ベ木 

他含う 2悪んで素林にして山ﾡ土尾で豪枚東を行っ- こ

の エラツヒ と、 K創不クラ=、六る不はﾡ人域系市ﾡでべ示 

の有 を とくに年 って 休ささ。 くこの時み活みをり ※価は

受ﾡ «hろ ス 学孫告べの書 /e。 F/s (ヒ ペばﾡべク 

ﾡに 22 円> とればR例不では =。 P右で多るう え 

た. X側木クラ方小そ木ﾡ戸務のﾡ=文って整理する。 こ 

ク既合には日当が/百=22 円ぐら。でる_

ズ モク分

の) 右ﾡ番ﾡ内じくにっては(なぐが、 用売竹右之収用して 

市手周に、与生ク苗とハ 入て /坪斉て て ラ年み 苗 を山太 

しして(る (今肝はノ不不程ﾡ)。

ゆ 土地改灵. 遂※. ﾡ水、称地更ﾡ公いさなってへなぐ.

c) 砂時工ﾡ、 地宝リエﾡなピも官営でとんどやる公ﾡがな 

ハ-

の 西音手入 (倒れだ太セﾡすこビなど> ﾡ»らない年ク方が致 

ハ,ﾡ町ズみ年み電昼み呼し今戻のダあ湾台ﾡみじさには少い 

やった。

e> 「しハた」ﾡ家用にうﾡして(ろﾡ戻である (〒しろヴ 

て年にズﾡ耳 ぐら ヘ>。 し(た差セ 不樽町にや ら は2は 

不に ァ ろ唯示が台 ( から e ある

わ) 示京地ク 市ボは所有ﾡ自年がﾡっ たりﾡク人ヤ震用くく 

ﾡ用労竹ﾡ> こ理ﾡ夫ﾡる. ( 二影は坪岡ク自京消受理ﾡ 

で. と くに そ ノ だり ? ス•傲 日曜ざして点«、)。 ば京地クスギク 

素は林地にﾡェ ラにしてくる。

み ﾡ林ﾡ係工涯え(ズ、ヒノ/ぶあ左リ

ﾡ 列 数型 ﾡﾡ 金 ﾡ

/ 語 不 べ

込

2222
円

S
円

え 222
「請不 /4 円 . ﾡT終

/不円 ,ハ製では/ 
町あだり ヌ 200六ﾡ がダ 
かったが 今 は 女522

、求ぐハだとろ,

地 再 <
円 

ダPP /2 202 男寺気効考が主

保 喜 * 422 み20
当石 池ないで上 がA 
(はﾡくから土を 
しんで植える:

・

位

"" 
付 ズ5

• ・ ,<22 /Q 222 ・「/く/ ズ承(土 
がを含>

下 *U 32 422 /ス・ 222 「坪ズ百 下 * と行ラ-
し/ﾡ /5ヘョ



受 速 列 単田 j 全 あ ﾡ 毛
1

く に o rTに田ク 

やる合、現地で労位を 

(E= が/人4e○円>をﾡ 

峯っるよ り ち下 から日炊ﾡ

ﾡ ﾡ /5o 7夕2 ﾡセも三てEれて4< 
方 が利 で 形る, ・モク栗ク 

&べば/ヨ/へわたリ.
42o r ル。 = =5o 百 
にっく)

え ﾡ老当不 み22 円
.こ /20

・ ﾡ 何 人 円 22 xo20
下 x小 み 20 え22 耳/面

雑 天 3 5o ラク

ラ ﾡﾡ吉不 式 
ヲ s てタe

◇ 宿付 バ 420 2P
下 ノ身 422 =パク 下 *塩/8ごルカ を含 む

メ 今 ふ 20 ス*PP ・ • .

ラ 4 /み ¥20 7xク2.
ん 222 7*22

ア ふ 2o 7xクe
夕 ク / 42o <.29 2 ﾡ不がﾡ太べらいになる

? ク /夕 <oe <.222
/2 ク = 22 <、222

/ / ルク 4.222
ズ グ 20 6.222

/0 武 桜 ラ ダ22 て 22P て切リ ・ で 

tprって/W <

/4 ﾡ 打 タタ 20 ズ・ 22 2 守 ク通〜 ﾡ田に4 ラ-

/ヘ/日 キ

(注) x2 与キ目にヤ/回ﾡ点セ行ラ。

耳賃 雙 ﾡ型 全 当 ﾡ 意

7 ?e ど2 422
「下からx可さで"ﾡ

受用、/ヘノ戸 ヲク不

, ?o "〇
「下からス5向よで、プツ

(ペ月(力投4でラ>

今 ル入計軍 く両和み4)
〔収 入〕

の> 主 我 : ﾡﾡラ町歩

戸 (利用材科) スギxクク石

ヒノ キ 520 E
b アゲ:・

出白く利ﾡ林徴) スベ ズ52三

ヒ ノ キ ミテ o G

〔※ 〕

査 目 早 頼

②下 にﾡ
百 WS

p q d ヶ 総

1 :*5222 「ラヘで/る月 ﾡエク日当引

teム- ^

○夕追 冷 ﾡ っく 222 ﾡ刈リり、 土座リ ヲくで/ク月

り手 求 x420 京ク 新ﾡを倍りたラク

○砕ﾡ低様表 45. 222
「防火象、ﾡ票旅モ ・t> 寺、 

1*m、 野に4ヘで/* 月半

'吉 不べ 5～4万、 下 刈 う五(但 

し底時労ﾡ若にぶろ あククみ

◇喧 杯 ﾡ / 2. 220 連桜ﾡ用数位着 (理告ゝ 

クみに工 る,

-8- -9-



賞 巨 L 2. 空________________レ_________

レたがってこの ﾡ杯ﾡ に区渡 

笑は合表ない.

e 理 黄 1 ﾡ用内着 (7ヘ)ク ﾡ全 (

の孫ﾡ 母 給
1 / /44222

戻. 尊の+当を含む). ﾡ者 

(当圭 とそク公) 9報岡は合 

系だい。

る災保除 /24 220
「ﾡ仲才究老補償条ﾡクため ク 

しﾡ万

と承系ﾡ合受J /S. 222
1

ベﾡ月ﾡ、春異 (ﾡ用数々着

火分麴獎

○# 会

ズ2 220 ?代用丁る カマ.ナタ. トウ 

ゲワ> り修理、 補え c= 有 

着民 浴)

・ ・ 。 ・* : ・s "*.* ・ 可 莉 シ ラ20 ﾡ T和うズ年

り 忻 得 税 文522. 222 ヌ5ク 万. ﾡ和 みろ /s2 五、 ﾡ 

和 34年 ラ62 ﾡ、 予なして ズ52 
河 ぐら い。

内西史発定樹 52 229
ﾡ 家べ ﾡみ 時 は 本林が 有右 負 

. 素ﾡがべ孫する求着

5ホﾡ収ﾡ ﾡ — 202 貝瘩、 石あたリスざラ。円、 

ヒノ ラタ 円、 マツ ズケ 円. 

ザン ズタ 円

Q 氣 氏 税

財式奥.挙1
<2o. 222 派ﾡ税のク ズタ %

ご係R税 a 200

"%) a ふ,r号-/3os (4%)

下 百 耳更出演 4 ﾡ
み)部か り

ﾡ称ﾡ合だ1 
"杯千*型 3a 200 百あだり /2円

*)系杯価合町会 Seee 台面承 で京ﾡされる.

み 耐 金

ん、火#ﾡﾡの マ2 222

,PTA.が(有和よ
"どな、S 耐 /22 220

兵林ﾡ合林ﾡC承クため2 
益ﾡ的時

ヌ 42 222

/2 耳 に/回ぐら C 42 万 ぐ

/ そ ク他ク特系 42a 2 2e らい部府さざられる こど があ 

る。

eロ ﾡ 4o 202
「起ﾡりでほから掌収にく る 

しも o
ん経自式合計 5423.222 i a) 〜み の 合計

-II-



経営B

信 へ再ラ «2町 (台張面ﾡ '

共 石 xo商 」ﾡ測ﾡ起ヌズ。町ﾡ

え &巻ク沿草

朝冶ヌノ専獎に口 台ま面覆で ワ/ヰであっそ。 さ»4 ー わ 

すかバハ—技 した. 次とち 衣いLがゃれざよ-て日 

頁ラ予支・

ミ そ老み守欲

団党が京をしていろが.ハブもヶ項着の自生ム。ゅ。< 

円"のビ三ろに秒ろ-/団地の面不で系大のもクはと町歩.

し"し..手旨こ会ヨ"こ地に系▼っること六るえてへな(。施 

立 ﾡデが一意定覇なクは/〜<町歩2田池である。当家々

に※本単位と してク環能を 三たせている.

< ・ う

公ﾡ5日、 ﾡ深点/〜»万后

5 ほかみ野執

な し

4 6•は林中丕営 く為林す務)闫力を專車的匸行っ てハM。 ee
°、 小凝模クぶ業 (田ろ反・ 点火戻)も行っておリ、公浜(区長 

につハている.

山石、ら落系を袱汞ゴ有こヒな•ない。山から探るもりb「本」た 

ﾡに している.

包京用病炭は自夢2山から 現関 供給す方(同我 布 り 劇ったち ク 

や点庄 していろ天祭生礎不セ /ク本ももってくればノ年商ﾡに合 

ラ,

※ そ、地の 質として主ばﾡだ へボ人ク証が入っ て 千不 ( 

自京用ﾡ料> こﾡってざても衣ぐ ことになってへるろ。 し左がって 

そみ代使はﾡギしない。

当ぷはﾡ拠ﾡなら びにそみ製ﾡクﾡﾡは してな(.

ス高 種

スギ7割、 ヒ ノホラ劇

ここて～ヲ耳の塩林地はスギ今劇、 ヒノさ«ﾡ、 マシ/剳ぐらハ 

の 率に なって(ろ。

箱考 : 普は地味のクぐ派にだけスをﾡえて(た傾句が見 

られろ.

? ドポやさ常の方針

ﾡボにはﾡ制伏ﾡでベった。現左なるべく桜らずに不不寄 

換力充英を面行方針であ吟

千向書令セめげろと経きが糸になる. くﾡ動子ﾡ林セってる 

自のﾡをはかり、ﾡ考ごの他の安動があってもﾡなでさるエラ 

A冬老にし だ ハ-

ﾡAになると項庄浜にてル入上、 月刊になる。 したがっ

一I2-



て ﾡ正ﾡ令氏 4ク でるみ へバ、/ 西ﾡやた リ ? 収入を有利にす 

るために55〜る2 野でもっていろﾡ針であろ.

ﾡべ期ﾡについては. べ期で高どﾡと百じ反人くﾡ) c* 
デる こじガで=ればﾡク方が*い が浜示こはﾡべﾡ 方がル 

入ぶ哲 ( かめ 者成 ﾡ ク が よ(ヒ 考えて c る。

ラ5〜42野出上の不及勢テﾡ林2 だﾡをも だせて全司ﾡ 

の ノセ5効ほ ど係A し ておさ たい。 こ れは銀行 ク ﾡ金 みエラな 

生残のちみであろ 三下クビころ、 不時み用たほ立とせろ=ゃ 

この 手 編 ﾡみたゅクﾡ不え夫セゴかってハろ. ニノ方ケ3きとコ 

こ こ 当永は両ぶる子ﾡである

このク目的が空成れた終は予そ済に税を左し とて祭

?ビ内受ない。と しろ ころハ ラ歳が当成されたら二芝団ぞみ 
ﾡ沢セ行ラ方針べあろ
え任の速広法工的 

Sﾡそﾡってしかラ水 

割・ﾡ吉. ﾡﾡっ 

どが一部に 座じて

も 年ﾡそ営首が当め 

るよ ラな条した

ポ 今9年
40

そををろことでぁる.
予ﾡ杯 ク人にっぐ て は、こ ク ユの年ﾡ リのハラ接ルして 「/ 

歩のダ表と行おラど丁れば/ 町ヌ 反造えx- とハわれていろ= と 

からもそクそ当佐が象づrられる.

まだ. ダ2でらデに ss ～40年でべろこと にっへ ては至 

ﾡ上 「ﾡぐ木みダﾡ池 り も老や 尉り我成地 ク 石 か、後 .威 旅木 

?生浜がよかった」とハラ塚もあヴられろ. aた、 ﾡ用 クク年さ 

でﾡてた 休不ざから /4でラ pウざ畜衣がて れだ消える ニレロ 

承 に入れて(ろ 

区称個所ク 迷状にみた ? て は.

&) ﾡが意くなリ、 しかもるるﾡ戻畜ﾡのあろしころ人らなﾡ

る。 く主ﾡク次い思(は前冠ク形、 ホク勢、ﾡクﾡはピから 

判済する. 4 0評生工□るし今後生浜を従けろ味かと 生保 

み止っと 杯今ど は エ く 識別 で 竺乃。) yく にﾡ長ク思ぐ地は 

々経前種 セ かえ ていろ (例:ズ ギ林をヒ ギ に改植す る >・

b) 亡令孫今ク長クエいところはﾡす・

こクのとりクﾡ景じして 「衣o」がﾡされてぐ<。

紙系に6とっ てべ歌ﾡ画に沢山べる、うなこヒ成とず、ごいた 

いま虫 く計と山杯る堂長—— べ示R入2 g 劇 ぼ河我二 賞、 下刈、 

苗木. そク他 みﾡで山 ヘ 置え し てハろ こ っごで ラ王さ ? 訳入を 

基来しして べ系セさ め て 経 一こ電 ク 幸がうる方が宅 

理工A モ や ・現 ハ。

ﾡ統ﾡ関品ゴごクど業 が起 っを可に気に起ずるﾡﾡにてゃ下 

セ べ杯する方針であるがﾡ統が起ぐちめに、 三北三ってごだ 

が ほ劇されはしS ハ か ue 配 で おる, ・かしヒく=ﾡ ﾡ充ゲかか 

る前にﾡ求*等と してたぐ茶&mり風ぐミラ公二とヴ考とて" 

6い。 ヨ下ところで「yぐﾡろ全 "支のの巻がないと 

u ク孫にキがっ= く い,

ﾡ丁るこ当京のﾡ合、 「子-常ホを学っ た法定•し •そ•装ボニ色堂」〃 

.取が不ﾡ的目杯で現り、 さク号浜とと て「じ手は受#こシ圭 

家以上にバ系しない」と ・ ラ評。が上らてぐ る.

ざセ主宿置しし.スドリェニノク生もク"ところさ 

ヒ/«セ種将し、 と,工りもてツク生長クさぐと 三ろ=ベマ" 

セ 植想すろ.

スざは ご令 になるほビ石あたりﾡﾡ か 建を 乃 み で 柯耳 お(\て = 

x o。

マ w は坪令が道 えても石あたりﾡﾡが増え 谷く・ ・まざ って マ 

ッCは※ し みがか い.

スギは査る/ 以上 に公るしﾡ不 (単ﾡ督し>がたるがマツ



そ ラ い ラ部、ホク 売がれな ぐe
*系、 ごく わずか (どい どい 5及ぐらへゝ は直る ノィぐら( a

ス ギ ク努木セ仕立て ろ針で多る。

. 当京の業で『長と してあられる点

の) きﾡク〒二、 根みふ"秒(係ﾡ木) /町るたりxへ 

ラ本ﾡしている. これは売ﾡからみな訓で残して(る. 完ﾡも 

こラい う池業を レていたからﾡ在もそれを守っている. 和は 

恐らく ・ 予前林絶ペ能を果をナ回ﾡで二うい うね業方針をっ 

たと為えられろ。 ﾡだへ行ってみるし幼、令亦のヤに之令示 

が点して双っている。 この年ﾡ木を努木に仕立てる方針であ 

る。

/ 水分り ま/ク際に「生長ク良い木」 2示海木しして*プは 

巨下のビころでは、 ﾡ土に当したスマみ良(岳理がなへが、 L 
かい将沢さそれらの保ﾡ木みなかからとくに形ﾡクxぐも クセ 

エリート に 受ん で神木苗セ ﾡ立て てﾡ土に固した 話種セる 

質セもって(る。

b 戸伏汚法

円よ式及め て弱皮に行G . 「類理セすれば示母 と 向底 で、 = る 

程ﾡに直ばする。 こク地方は地位もよく、 上長生浜が田ﾡな 

の で ・ ﾡ票田に は合の 割に定段的かる不の さく伴びた不がﾡ 

つ ている惑じセ受 ける.

向べの祭坂 し数はッ〜5に/ 炭でﾡ令が起 くなる Eフれ 

て ﾡば ど商べクﾡみ年数セ着すx ラにする.

商ベ木み災定さ. て2 評生以下ク林分については Tと<にxo 
不くアバレ木)」 ヒ「ﾡ物木コ」 セゲって林分全体じ して平均的 

おもクセ受ヶラにレ、 ス0年 と以エク 称分は劣等木から伏る。

c) ﾡ税本数内ﾡ塩で現だみﾡ求では /町あだリ タケ20、&202

(注) しかしきﾡ的にみるしいわける Tアバレホ」 ど Tﾡ種き的 

エリート クエラな木」が係森不 ク公かに見ら れ る。

ずこ直ギ してハそ.

ベ を宮目的ﾡ在

前は電左材、 、阪校?産が主でスギク4。坪生ぐらい 

うもクご目的しして"た。 更をは大る不のﾡ林之主目ﾡじして 

・ ろ, ( ﾡ村ではて太セ庄生走 してラ。 生ぐらいでイ杯 して 

いろが、 こク村では正ﾡ丸太ク生差は行わ九ていざハ. 当家さ 

主と して大る木と産差する方でおる. 大る不ほ本に してち類だ 

ク 柱にし ても 直がﾡい し. 式た苦からﾡてて ぐ るヒ ﾡべﾡでベ 

る刃が港 しく. r山に浜くごさたい」 ごハラ感ﾡがおる.

= 会午と レ て. スギは奈本が主でマ"さパ ルマ事こ保わ 

て ( る。

ペ 艳萦県uっハて刀善む

②) ﾡ方務評みﾡやﾡはあまり遮礎、オオザッパ ざてて北 

にﾡれない。 :

り ﾡ人で池業東こ作る為姿わろが穴って公ぐ.

○) ﾡ業ﾡはどﾡなも クでさるるがぞれに二だわ り 龜 ごて なら 

ず. 老干のﾡ通こさかせろぶラこした才がよぐ.

4) ﾡ業束は整袋るﾡるﾡ戻のもクで、 S替工には素ﾡみそきク 

が基卓になる.

ル おび最材方

の) •伐 示

スギﾡ のでざる 時期 にダ孫る クが地 約引者 である・ 

、同はグ月ヌク 百〜5月 /。 日 ・ 主べ はメ月〜?戸、 ただ し

主 不は立木 ク 表 ・ ﾡ却>

スギﾡの帝受は5り、 ズギ氏は市場へだ。 ・地えでねれ 

な(。 元 で K小 座でも トタンﾡﾡでふぐ て ぐろ.

マ はﾡ度が刊用でさなぐ ② でべ探時期に ﾡﾡがな く ・ ﾡ戸期 

に採される。

— 17—



ラ 平校方法

/ 大正示ﾡから祭がﾡ当用ぐ られて "る.

る 不意は全ﾡ木用 してなぐ。

ナ 午軍はﾡっを。

4 ﾡﾡが地支ﾡにﾡ備さ れてお ッ. ﾡﾡから N ラッ フが入っ 

て ( る.

5 自ﾡ林数はな",

4う ち狂ク 山杯は ・師預電から / Kt、・ 産離でる り.g 
恐セ授たたり少し当っていたりして"ても 天4で 主点対をﾡ 

ボする。 "ﾡんは=/ ぐら"の発動ポのつ(た術が用 

。 られて(ろ。

でエホﾡに5番奈 ラ〜ネダった系ボが馬へ ら れこいた」 

7、同ばダはへのﾡで休墜さでかっざす二 ともゃろ, ceク 

"小 果景、 りミ"ﾡがっる。  (注) これ「 か ご、 

近(、足 誕 二 小面 我ヶ山 根が总を して(、万 J こ (う当なみそ音 

ボ塩から有史でさろ。)

S "さ孫炎がﾡ産した9でかそ冷がふくなった。 sろ 

甲安ク是推金セとられてもﾡ々 休ホク型位が感mし、 aた 

»ラン ワ霊でﾡや方法のヤ でっと。安毎なので ト ラ〜 

7ク入ろと 二ろ*不が部く 売れる こン =な り、 «当こには、 

(\。

将来のみ布望

« 自分2山 で、我る衽变の我覆 を 製材する エラ な铁切沂を府旅 L 
た(。

そレて・ 光えのク※声ﾡにおける営在失素*こﾡってと▼セして 

ﾡに立てた o,
しが し..サヘ山セ頁ってAで悪げセさき しxラしさスわ 

ダ"9 山ず会首セ主にして山至考から歌*なで一系したそ誉 

名してみた(。 しかし百下のでは山林そ修クﾡﾡみえﾡが向

-I8-

ﾡな2で暴材に手てしてない。表だ今ﾡ林セホっても原ﾡ 

ボの不対セ他人ク山 からﾡうよっなこしにな り、こラするし型 

ボがが系業 に お ってしラから モラ ハ ラことはしない。

p> それ外にはほかの宇求に全受手セさず. 称業一本裕くい 

かも山林る送セ字じに したも ②> で今べじもﾡぶ方針である.

— ^* - 〜・

.そク他

②) 港理ば所有者自罰 が/耳向 に / ～ズ・全部ク派有林と足まり 

る。

p ﾡ用労ﾡ着はノ母ヤ、 /2へいる。

労め登のヌ5ﾡは塩時労め倉にる。 こみク作米クシち、請貝 

制にするか、 日当問にするかはﾡ所に*って戻める.

ﾡﾡ2 45割はﾡ用務ﾡによる. ﾡ用労為は日当云"で 

弥めﾡ官ﾡ 9都合みわる ・ 日は知理に呼んで出事をざせるぶラ 

なこしはしなぐ。 、ﾡ合 ク意ぐ日は し で次ぐニヒにしてぐる 

常用 労物省は山城啓付者 を 主兼にし ており、ﾡ業に百をセやっ 

ている。 ﾡ物ﾡみ月ﾡ地は /戻当り田がう〜5ﾡ、ヨがて、 

4戻でこク地の 平ﾡである。

用労倉はノクっち、 /ヘが20ヨらぐ当京ク山 

ク仕事に怪われている。 そクヨ当は千海してうみ2円でみる. 

当家の許用務ﾡ着の勢続ﾡ現ﾡ ズ2〜7である-

の) ﾡ桜 はﾡ用数ﾡ倉 が行 ラ。

市ペは桜木もべ飛も 格用ﾡ竹若= xってハる。 下刈改ﾡ戸部 

竹音が/坪クちﾡ5ク2巨、ﾡﾡ労やﾡがこ5。。日ﾡし 

ている。(塩時労ﾡ着め顕数は/テへ前像である. 株可は全 

部幣用物着が対る.

更還 り、幽株は坪ズ ﾡべらい不起期に全山林セﾡまわる (ﾡ 

用労め着。 こみクなかにはもちろん 「ある山で仕考セろ時に 

その 所 ク山を児てくる→ と-ハっx ラなﾡ夏の ものクま さな。 

竹杯(5 町歩) からみ マゲケ採項 (ﾡべ期3、全面表をう等

-Ig-



しだ区ﾡ野ば法) ビスギﾡﾡ求は帯用ﾡめ舎が行う.

4 ﾡ同ﾡ竹替に現ﾡ絶号を行ラよラなこしさな。が、 家セ1て 

ﾡす ラな時にﾡと気ﾡで与とる二しはxる。

e 当京で山林業ﾡにﾡ番してハる人は当主/人でおる。

メ ﾡぶﾡをは考の着冬老ボﾡ係武には入って。な。.

8 本〜く女甲砕は慢ﾡ補ﾡ金から差引かれる。

イ 月考応巻ク不業用具は他きがき各自令でししのたる。 そ 

れこ対して当永くそき倉> が代後を払 うこと さな。。

( 系係ぼ不ﾡ太首がラってくるので徐林所督ﾡししてはもって 

"ぐe ・主材ま立ホﾡ分し. 商べ林はﾡくのﾡ合、似劇な 

こちに (森材とずデに 山で払、恋分する。

み 苗ﾡはﾡをはもつていなぐ。

更和え5年え年ばかり •氏程自菜苗/「『って/耳生苗を 

ﾡ入してごの語画でヨてて山払、ししたことは るるが現をは場 め 

て ・ろ。

台ほ吉河セやめた理由はっざの しおりでャろ.

〇 山クと幸の尽がしい呼じ苗知りほがしいﾡと 請期部に聖ﾡ

• する。

ズ) 千ﾡし左ﾡのﾡがよくなかった,

ジ 前ホﾡ倉からﾡ山し苦が入り影くなっ た.

& 六地政次・ 運ﾡ ﾡ水. 林地造ﾡないこつ(て

バ ﾡﾡはやってなぐ.

ス 洋*は山向み成領«の思"土地く 面系4氏 に塩気 しを戒、 

ﾡ水工季を行っただウ (昭和 z/さ).

ラ ﾡ、池ﾡ形は部ﾡヌ7年頃/契だウず衆ﾡに/町ざなりやっ

たこ とが步力が、そク般さ全系やって"ない。

e 氏ﾡ芝手入 ・ 不起 し、林当ﾡ修などはタ〜4年に / 契ぐ。ハ 

ﾡ用送ﾡ右セﾡってヤるこど があるが、と く にビリヴる話い 

ク ラクはペってはい。

) Bﾡ工考、 光ﾡりﾡ止、がウエ季などは個人じしては»って

-20-

な(ゥ 

名 林素政索にすろ意想題

の> 登会につぐ て は所得税卓止の ﾡ合のるﾡ卒がさす ざる さラに 

思っ。

り 休道長金につ"て

活ﾡﾡ根でどにし てﾡ会社や騎払ﾡ岳会が貝で会をねわ 

な( みに系有著が豊に貴担全之払うのは不合置だ。 森称 

所有舎の 杯ﾡ負ﾡ会は モ っ し少a く し て欲 しハ.

o) ﾡﾡみ補動会にっハて

公共 座の営いも ﾡ堂み名 目で工予セし て神財金セﾡぐ だ村 

がるる。 た とえざ付ﾡセ 称費だヒ ぐ っ て工学セる エラな同で 

るる. みさり 板览っ 公夫性ばﾡしな"方がよ。とヨう.

4 さいジん. ﾡﾡームで舌ﾡがﾡ乱して(る. 週百系の生 

長のxいホセごﾡﾡで ﾡ伝 してもイ従ざするかどっか司覆があ 

ろ, 表た反画. 当地ク吉生ﾡみでかにゴ舌ﾡで之が咲いたりす 

るもクもある,

スギみ 受ﾡで話ﾡに上る採励乱硬が客ざろ. = っビるﾡ 

り 之 花的皆紙 を 明度 に して土地に宝したふへ巨ﾡセ汚ﾡﾡが逆 

び易いxラにして励して欲しぐア与

e 話ﾡ問ﾡにﾡしてズギに重塚セ這くク はﾡに ぐ ことざが 

霊幣 「スダみ不虫地にはヒノギセﾡえろ」 のが報ﾡであリ、 現

でおる2で、 ヒノキク衣ぐﾡ理もみってﾡ励して欲しい。

P 条 休組合に つ いて

/) 現ボはまるで緊方ク払応桜ﾡの*ラである。呆方少玄先裱 

河してク仕季 (深甲ﾡ. 補動金中請など> がすすざるが 

これでﾡいク合ろうか. もしそれで*れば「モっだ」 とも

・注) 「土地にわった戻いﾡﾡ・は方記老令保(へずれも土 

セ スギ> ク うちからしてでをど ってこ"地に室 
したをノる台分でるXラにアドバイ ズ した、それに対し 
て オ.湾 営非ﾡに共気で や っ た,

-2l-



? ビ明歴にﾡ杯組合の 性ﾡセや て欲しい.

る 孫所ﾡ為にﾡ合ﾡへがス ラズにおる と思わせるエラな" 

xッチフレーズるﾡして欲し o.
e 森不ﾡ合は系ﾡﾡにﾡ合ﾡみﾡ太るﾡに夕っ べさラク 

なクにﾡ浜 ﾡ方ク与所末寄下アﾡさでおる.

の 系デゃ 求 予 に ナろ 彝林超 合。 ﾡ吉 力を ﾡ化 し<欲 

・ しい。

5 当地は奈杯祖合ぶﾡきの浦納が多くて面るがを合»る活絡 

強化 セ動って欲しい。

4> ﾡ合素めぎだで至き=れる名色であリヤテくして本し(. 

包合要み超放をﾡめをぐ- 受を保貝とﾡ合Kめな甚な難ね 

シジて(ろ. 女た叙浜さﾡ浜で-な容める。が条 しみマで 

く今 ラな人が多い。

の ﾡ央征合の良そは上おをﾡなへにしてききラしなん ム 

2意ﾡで ﾡ合受2で ラズ になら さ ウネ ばな ら, そみる味マ 

赤株恒合の茨無要にﾡク苦るﾡやる巻替き浜クェ ラな仕零 も 

ジとたぐ・ 之ろ(、 ラ思で不端姐合の式布マノ 甯牋/ 向上•:3 
名ためにポ何ﾡっ本対. 研ﾡ、詳吾会なじをﾡﾡに行ってﾡ 

し い.

/ 厂冰業新督散」ヒヘラ版ﾡにっくて

" 秣紫第害訳はたとオ ゴ る不在秫兹業を招介 したりかじたり 

す万 廃合 にき力利启 つみ •を書く エ 自を、. ラっとそク 欠支も書 

Cこその長狂と比黙したりたがしたりして欲しい". と森林 

所有台がたﾡでさろ工うにして欲しへ.

や 託右方窓セ 小添林所ﾡﾡﾡ系林ﾡに ホなリ も ラす 

こし大犯ﾡ私ﾡ林の三営クニともさ"てﾡしハ. 林業を司業 

C上てﾡ業を主業どしていろ小系林所月着もるるK.※素 

と割業 にして 林※セ主 にして( るﾡな引 おろ.

イ わが国ク林業の研ﾡは一ﾡではﾡ道に大王ビみ画列林町録か 

一方はﾡ端に小るﾡのﾡ京休ﾡかにﾡしてへろ. そク商る

-22- 

たリの、 たとえば当ﾡのエラな旅業浜ﾡの現ﾡにﾡした研ﾡ* 

善ズもはかって欲しぐ。 その階酒のもっていろ呑杯面事がわが 

国の 野面ﾡ のヤで大さぐ 誓分セ ﾡめろから、結局 こク 芦番 o 
称ボクx* セはかるこ がわが回全体のﾡﾡ登意に も益する 

こどになるエラ にﾡう

) ※塚. イ奈クタバコ救方地ﾡでは落素とﾡ料にして煮業を主 

以レたる老を行って "るが当せで 円一折潟起求のﾡぶ (三とた 

ﾡ地面ﾡ /2町ぐらい2 ヘ) さ林地を /2 可も っ て ヘばス 

ダ*ャ ヒノさ をﾡ救 していろ, そして求 戸ﾡに年々 ズ*をﾡ疲林し 

てぶ計ごﾡってハける. 当せで は どんな小受ﾡみ相名で 

もスギ ヒノベク 用ﾡ旅素を諾んでお リ. 浸ﾡ林素々杯高放せ 

考え られぬぐ. 当地では-微にTu」は示草地としてごは公 

く 用ﾡ林地と して測用してぐる。 髪する に米セ林素ビ し て方 

北ており、ﾡ業のﾡ業(下早. 寿素み採坂そ の他) と してﾡ* 

てハない。 レ分も 大系林所ﾡ倉はたﾡ的知哉も 系ぐが小系杯汗 

河着は林末知織がﾡい。

そういう意味でも「林業新者設」ゅぜま的ﾡ度セ孫し てべ し o.

/7 豊千工ﾡな (スダギ/町あた リ >

a) 当家でﾡ(たもの

* 数型 単¥価 全 頼

/ 普木べ 4勿辰 4"3タ x320
苗木小 亜 4.220 s* 220
苗不«ﾡ 4200 ss 20

受予弥使右、 予☆z 
ベ (湯派に xリ xe〜

地格え ッ 420 /422o zsく> 速株やおﾡは 

土地り人がﾡの代り 

にもって行く (郷償

-23-



x」 S三 里知 e 頭

塩 付 ﾡ x 429 22e 2
「/ヘ/曰 320 〜 

しsso本ﾡﾡ
下 (x/ ヨ) 20 スx20

一

ダ 月

「日 が ﾡ ぐか ら 小 人 数

下 *」(*ス目) ラ 422 文ク2 でxい。 オ/ 回巨

り も 茶惑易

ス 補書音不 so8 ¥o x20

爾盛百木朝 322
(、垂救、仮を区新座 

(由不し一緒にヤる.

下A (*/回) "人 42o /ル4
・ (ヤス回 /於 422 与x 20 1

-
:・
前昇よりラﾡ車、進

ホ の こ カバっ て

下 ・! (オ ・ a> x 420 3 202
*

の びが早い. し た が

ってゲ 函 師一 ぞ 人

、よけいかかろ.

下 刈 (オズ ) な 420

1
4420

「xラ ﾡはﾡ宜さ行わ 

lな o。

4 下 刈(ネ/ 巨) ダ22 s oe0
タ (ヤズﾡ) 422 <.420

5年百から下幼は/

画おけになる- 確年

5 下 * 420 友/クク
が夕く ﾡ不はﾡく な 

り 複煮益不が大さ < 

なるの で依革が西難 

になる.

ﾡﾡﾡが大さくな

4 下 * 3 420 ええ22 ・部分筒に 下刈をす 

れ Fェ くなる.

愛 巨 数こ 会 雲 算 考

7 下 川 7 "ク か22 クる切リ5ﾡわる.

/0 打 夕 420 <.222

季み活く ﾡ田内まで

o 离 ごで 急忠執木り

// 除 ダ /ク 42o 4220

ラち、 ギ分ぐら ( 行 

ラ.

氏 打 テ 422 4 勿ク ・

ﾡ"ﾡ記馬う。

ﾡ人 xリも 不 入さ 

セ基準に し てﾡ行セ

1

するかし な( かめ :
る くﾡる ズ 寸高さ/2
ベ以ゥ うの

下 ズ5丘まで にﾡを 多耳ぐら( して、 高イク ﾡに全示を 

てちする。 政ちはズ毛(ズ4ス虫で行っ. スり紀用ぐ 

ずにﾡ子を用 ・ て 桜ち デろ. ﾡ打ちの用呉は問てのナアどﾡ 

・超 レは5〜 /ク に /回ぐらいしか行 わない. 六宮クﾡっモ

千にノ。野生y下の分に行う この時ク質用は/回/町多さ 

りﾡ4e ﾡ く /氏 52 円)、 ヘエx。人(ノヘ42ク戸

の ﾡ考みために

当ﾡみ公有杯につハ てﾡが示 しだ池素ﾡ ・公号 みミ営 

面書 一西和 ラ4年4戸〜ﾡ和 35坪 ラ 万 )みず一 による と. 

スギ. ヒ ノキ/ 町るた り ﾡ杯工ﾡ表つ ざの しお リである,

受 巨 内 ホ量 単価 全 .© 前 考

地 タク人 y 4イどい

11
な AAグ

再造反当 s人 

なﾡ尺台 ・ ヘ

み 422 スズ2P
4500予ﾡ

/ヘ/戸 文5の六ﾡ

-24- -25-
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ﾡ 目 m ﾡ」 改そ\,展 Iβ・ ﾡ岳 ■ 全 要

自 不 げ ヌて 5o2
複ﾡ、 太小ﾡみセ

含る. 吉不べ

相 ﾡ
1

420 <522
「/ヘノヨ テ2不ﾡ

し/ 割 5分475不ﾡ直

ﾡ査用 
南 示 1 2ヶ

1
・ 35

膵枢微、大小ﾡ殺を 
ep. ・不代

下 刈質 /〜ラ
* 5 200

「年/ 回刈う 回天当
^5人

4 4年 

i

レバ
イ20 /5422 年 / 刈計 ラﾡ及当

へ う く

3〜/o年 *o 20 3 220
「年 / ﾡズ回及当 

t。 人

險我及 
技打登 /の/み年 /2 422 4209

(/人/ 日ラ。 不 ﾡべ 
本数zクク本. っるロ

、リ犬反当/へ
同 戌 y
下 刈 ﾡ 小え年 422 s.420

「商ベﾡ適 商べ回 
枚え可反当27人

二 ・ 
22ク

. "<x . d, •• ,ム• 
え822

(商ペ ﾡ央速 両べ 目 
ﾡ ﾡ当 2.7人

ヌか、ラ2年 /ク oo 4222 「向前ﾡ. ・数/
～ ズ ・ 浜当 ・7人

同ばダ ノ5〜ズP年 本 /220 <.222 「本当 4 円. ﾡべ セ 
leぁ.

<ズ5年 タズ xF ス342 / 不当 x 円
う2年 ze F クx20 /承当/夕 円

ヌヌ5年 ・sバ x 225o / 不当タタ円

44 z4 年 へ 本 タクク 5ス52
べﾡえあ た り 

しスzベ

② 当塚の属ヌ計年

(K大ﾡ第は 家計 送にもしづくて行ってへる

(注) ﾡ 送ﾡな し

ﾡ業、ﾡ林小盛などなし

系林保詳受は し

条林火災ﾡﾡ は補動金か e 塗引かれる.

実 百 内 ﾡ 全 ﾡ

管型質 

計

/&. ダ22

円/5ス7ラ

・ﾡ費

系べ ・ ズく

両べ ・ /大人
下刈, ラく
主 ・ “人

苗畑な し

や者災きﾡ償係ﾡにはﾡを 入って"公ぐ。 く入ってぐ 

るとすれば 5万 円 く ノ人522o 円) ﾡ戻 ク気 がモ み 

とめに ・ る感で ある 

家計し林末系ﾡは型左みと二ろでさ示分離であり、 利肉 

と 行は合章 している. ( たざし将未はぶ紙と林挙ぶ老 

セ分ﾡさ る望セ もってハる>

(収 入］

の) 主べお救 野～222万 く示み時に株沢、承承意ﾡをする〕。。..え 

>>同べ 材稹 評 < eee百

c) 副収入

/> マダ 5町



ズ、 ﾡ ﾡ 戻.堀4※(負ﾡ)

3 区 ﾡ (ご戻としてクな原ﾡと灰ﾡﾡすると示き

〔 )( 昭和 3メ年 )

る >

「文額 _____ ペ____________ 巻______

の転理貲
み: 322222 常甲めﾡ着賃全

f / 効 着 /2人 仕日 い\
|日 三当問(/日 くzo
金もみ千当走干 ノ

置付 ビ 商べ く 先さ. 伐 伊.

ﾡ> 全部常再労 着 が
やる ・年にこ<22日ゝ 浜

も全師常用ﾡ内省がゃる ・
年に遥x2o ヨ> 見 り雑河
も 常用ﾡめ舎が行う

りﾡ杯ﾡ N"2 220 呼仲 者の質金 (塩時湖 
ぬ首をべっ休事は下刈だけ 

て 常 河考右に=22日
ﾡm告廷。。巨 (ﾡ時 
ﾡ の 累数は ダ人)

c)菱 ・

ス22 222
る承科氏 税 ノケ4 2o 2
ラ>画 氏保除 税 54 220
の 解 社 み52 2225ミ ナス 将 ス22 242 W差在贈与 したﾡ. ﾡ与す
_

るﾡがラ ー 公ク政ﾡを
点うに名承登きや えをﾡなど一

備 考
の諸神 リ

,,杯ﾡ (合林) 
"の新択・ 改.修
Q R 勺 山ﾡﾡ 修

み系が担合ぶ課会
◇本 ¥ ﾡ

7 222
5.42e

/5.ク。 2
242 2

/軒にフざズ〜グ日ク 

ﾡべを会倒的に課とられる.
それに ﾡ加 しなぐ ビ T払が 

」 と して金をとられる.

ﾡ意町会、 ゲリー>エ 
- ジ確話べ、 団考受、有る 

杯*地の ﾡ票ﾡ午
(注) 可全杯がちﾡいだでボ内にﾡﾡら (大山ﾡ派有 

巻) がふ人ちいるみで. 当ぷクごﾡ全式どはとﾡﾡ 
o,

e) 計 * 9夕2 22e まゼクめへめり合を
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経営○

/ 各当面長
ﾡ渕 /200 西

ラち スギ,ヒ' 75夕

ザ ッ x与%

え書 戻
スざ・ヒノ ケ2石. ザッン万 も ( ﾡ和 支=年頃)

小面項人上、 ノ西地のﾡﾡは2○町～ヌﾡ. ノク2もに亜だ 
を月し、 /E地52Hメ上クところが7ヵ所おろ。 合併前み ラカ 

にﾡ左 していろ.

5 u六所有ﾡ*がる巻みﾡ率
②)« 釣

日消事争供、先べじ定々ドのズべで直林した。 日済戦ﾡ当
T、森と山林に沢えを・ 当ﾡ東った山が現左み所有のほとん
と、会部をとめていた。ﾡ整前に山火琴がろり、現左はその京 

ク塩林名ﾡ了 したLニろ でるる.
p 点 川 時 代

-30-

巻ク会す役そしておリ、旧京で多る。
○ 羽治初年

地ﾡが高く. 田ﾡ手ﾡすへが多かった。現をク当主ク祖父か、 
それセ頁へ祭めた.

◇ 研治初ﾡ

山ﾡ祭が私鉄だった頃. 田セ記ってﾡに検えた.
e) 日済ボ年当ﾡ

「山は利回りが良(」 とハっ話をﾡ"た。 モこで当時み本ボ臣 
当多円クラち. ノ新再と生活に、 /万円を税全に、 /可円を

地ﾡ入にあてた。当時ﾡっを山林が現ﾡ山林のほとんい全 
部之占めている. 当時莪费联費 ﾡﾡク決池に ヒもなっ てぶ有林 
之覧る 不がタかった。ごれを細かいことをぐわずに当時 ノ町テ 

4e 円 (当時と し てはﾡいﾡ) で栗った。
メ 日S単争営時

ﾡ木山 セ 炭 にﾡ( て ラルにスざ・ヒノペ セ連 した・当時 
内ﾡ炭が盛んで、 ﾡ人は「もったいなぐこヒセうるもクざと 
著た.

P)経者剤
山称の客連は山番任かせで氷任 して"た。当時は山林夕入を 

あてにせずにそれ以9入 (爆地小作#、 称代配当など) こ 
よって家ﾡ計セまか公った。 ごク向. 昭和ノタ口山火琴がるり 
/u岡塚えﾡけてタクグ 町ク 山森多ﾡ示 レ左くﾡ西 は可ﾡ地の 

入れ>.
ﾡ戦垣ﾡには像問ばﾡが行われを ・本登る明)・

イ)経単後
更ﾡ、 駅計ク生活供クヌダタは山に依ﾡしこいろ. 経ﾡ線 

山林ﾡ揮号任の 育建率展ス 名、山番み名こ置いて林事至ﾡを営 
◇ でい る.

西和大/ に財産税が* 2 万円かかっ てさた。 そク両、u 
ホセ告レかたがズ〜ジ万百告べレただけで、西和スヌ歴に

-3-



ば青をゃめた。ﾡを税は山をた当に入れて行から商全を 
し て欲入した. そ クﾡ金は毎坪分柄して山林収入 (可夕入> 

で海しる。
五和ヌラ 昇当ﾡ、 「山X平京地セ全部ﾡ丁るさ で主べを 
わない方針」 セたてた。 そしてそみ霊り末行し. ここ汰耳同 

は主成せず商ダクみセ行って、 こに度林地2 遥れ地を 手入 
れしたりﾡ受しちりしてくる。 手長れﾡのとリもどしクだめ 
のキ入れは赤和ヲク毎 溟艺了 した>.

和フズ野み月に山火手がたり ノタ2町ﾡ浜したく京因区

西和 ララにそク山 火 手 池 に 植お- 函和ラ4年には山火 
跡地ク ﾡべをこT した。

旅ヨでは 両べK表に工 ってﾡ入とるげてぐ たが今年 (帝和シ 
) やた リからしっ主<年5202 百 /2 220 后>こ 
っ方であろ。 三下クころ、西和ズラさから記在くﾡ和ラ 
> までに可桜を全山 にわたってズ 回つ祀行 しをこと になる.

当家ク伐りﾡ計こ示すセ っギクしおりであろ。
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3■裁) 

面 ず

主 ______ 我
!

計
スギヒノ < ツ スギヒ て 、ソ グツ

画加右耳
万

/ズ /ラ0 百 万 万
/アラ ノスタスダ 所

x4 /Q34x 2考 22 •

スケ メ55ラ • 5ズ ペ2タタ

x 574 724 4纟
ヌア ス47 <<2 227
32 S4/? /o、クう

/ /2.2か /ラ ヌ52o ヌタ/ ア

気 /え夕? o 42o 7
が ヌクスノ “石 s82 4ノジ 23 /26

姫 林

( 叔)r 低 主 ボ

スギヒさ < ッ_ •-.... ズギヒパ て ツ ザツ

ﾡ和う火圧

*ダ

11
42

(信考) / ザ"ク主べにはﾡ林たみ中に天総生ザツが点とし 
ていろ 耐9 ﾡべを合お-

～ 和ラメ母クドﾡﾡは会だこめてなかった.・ (和 
ラ5年ノ 13査)

可和う5評には ノx〜 ノろ 町を主パ しモ くﾡ知 ラ= 

耳 / X 月調査>
s> この表ク なかに天されて い乏卓林面積は当ふの こ 
ﾡ林に工ろ も9だけでやる. ニッロかに地上灰理 
桜に工って地上本巻の x救し たﾡ林面ﾡが、 当ク 
が相山 林面画預ク なか に約x22町 一-

4 他ク平系
お し

s 山杯ﾡ入クペ途

②)そきﾡ
ﾡﾡ*ﾡ町べ系ﾡ地ク堂理. 直林. 入

レ)冢 針
o 際資なビ

京則と し て家計じはﾡ関保にぶﾡ し=林木とべ孫 し、 入か 
らの貨帯が余ったら、 当点はﾡ産が山杯に偏左している9で、 
それを修正す 万 急味で 貧 極 範会 を 受う

4. 産百ﾡ
スギ・ ヒノ クﾡ察校達 (経ﾡﾡか は. こノ2ﾡたな(
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スヲなへはて" をﾡとて い る,)

当地方はスざのﾡくﾡ*) ク走地である.

ス4 調

ス今ク年ﾡ・ ヒノは42 出でべすィ く当材、 部 

和ヌ4野ﾡに系示ク ﾡに談 しを。ﾡべ期さ 7。野にして 

金が受ろ時に 42にしたらぐとい われた.

浸左 ク方針で se 府生エク 不山に番かな ただし予備 

林的にﾡ千ﾡも ク式杉ろが しかし鈴ﾡﾡみﾡ割α予情林にる 

ビハうヨ承ない。 4o～ ノク2呼 ク芝令ﾡを沢山山ろ ラとは思わ 

お o.
42ヨ頃で澄くクが「」 だからと2出表で武<。 シe～z2 

年 で桜っ ては「ﾡ」e.(ﾡ主)

a回り計宜セするヒ 「勤こが合わない」 (保ﾡがしれなぐ か 

利団リ甘計算はしなぐ。 火2ち52年もる円には rﾡ- 価 

当が上リ、 「金」 ク貨が下がるから告高T将」 になる く利回リ 

計算上に低になる .

(ﾡ注) /町わたり入からポﾡを判済していろし思わる。 

ね(予ﾡ) はふく山林から Tラク～«。坪=ではらずに.

5/へ 4ク耳王までお くと欢朝に ラマ み. がで だ」 とか「——得 

になろ」 とかいラ話をﾡかされるクで、 モク 「Rみにラみ 

がで=ろ」 「得になろ」とぐっき素み意味をあ石水ﾡ枚業 

ﾡくﾡ地方>に町ハたとニろ、フざクエラな客がられた 

クで領告して号さたい-

(/) =2年生上になるヒ樹ﾡクﾡ面ﾡがくなる。 る工 

ﾡ下はH重リクマつビも細ぐ ところへちててはかるめ でモ 

れﾡ? 令 で 主べ るみxり お利になる-

(J 若ぐ不ば夜がでてぐるが=2坪以上になると下ﾡが自 

然柘死 レて容ちみ。そのﾡ果山がされいにみえ、 ﾡ齢ﾡに 

広 ラ 年生?山へ 入っ た時よりも 52坪生2山ヘ入った時

-34-

左 において 大期 こ様用するこど に系ﾡ成 でるぞ・ 小全木 

が り)たかったら商ルﾡに中心を番く.

R 号ﾡﾡﾡ

当京のる送み巨竹ﾡ理はスギビヒノヤでやる- マツは、はじめ 

ﾡえろﾡは 入れがか、らなぐと思 2左がﾡえ てみる とま孫に は 

スざゃヒノヤリも タく ◇ 入がじ緊であった.

クいでにほかﾡﾡについて惑想セのべろとユーカ リゃアカ シ 

ズボアラさ、宣伝されて いろほど将示性がないよラに恐ラ。そ 

ク理由は、 &ﾡ佐があり、 さた市あも不定であるから. ユーカ 

りはﾡえてろまくﾡててハろ人も ©合が、 ラ表くぐってない人も 

夕い。¥に タイ ワ ンギリ を山迎えて西っ ていろへがぐる. 

ユーカ リは土地の肥えをでなぐじでさなぐ. 外回へ行ったへク 

話を 町くしころでは、 バス ラは山へ植える Tﾡ林」ではかく Tミ 

カンやカと同じXラな起味での不ク救店」だ。 それをﾡうだ 

クル入があればよいが、そク市場がだ不ほだ。 ﾡﾡ向題とレ 

て当ぶの山にはポズラユーカ りにﾡるよっなﾡ浜な林地がな 

o。 ビうる ダイワ>ざリ、 アラざリ、=セアカ シ*、 ボス 

ラ g どはﾡ伝すろほし見込みがな (xラビ恵う。 それにべてス

の方が山にﾡ正慰があリ、山がぶくえ、つい起べ使をっヴ 

ることになる。

(ラ) 板城 を るには52 坪以工みuが好ﾡ合なので山が海く 

ﾡれ る。

ぐ) ﾡ木は52」上になるとク上の方にぢが入ってﾡﾡが 

鳩える (図z>

(ラ) 504 庄候 ごなるヒ ﾡ曲 リ が少 くなって目ﾡリ互 &が下

ろ(ﾡセ> -35-



ギ・ ー-ノ※、 マツなピごﾡで向握いがなぐからﾡい。

系体肩若のもどにﾡ氏ズるが専ﾡしてらリ、現地には山番が 

へいろ。 ス名ク軍ﾡクうちノへく番頭)は会計琴務、 販交浜 

などセポリ・ /人はモの ﾡ助 セしたり、山セ歩(たりすろ.

山 9 理はﾡ前には山書に表かせさ り で放任 し てい たが、 戦会 

はヌ名ク ﾡ具が統手 し て 合受ﾡか 山林そきセ してへる。 こク 名 

り承ﾡは零装計動都成、販ﾡ、ﾡ林路番、領金*ネへなを行う. 

承K 希液 した学*甘計面は、尿林道有省ノ決裁を 烫 け. る上で、発行

れ、 行は緑者に報告される. 山番は盗桜と予ﾡした 

リ次後 皆你者 を 祭め て 現陽” 受セしたりっる。山林ク奈主 

光元がﾡ然してハろクで、ﾡﾡ. 賃ﾡﾡ手ヒつ0て動-約公 

商連を行 って 公平2： 期 ・、それに該功して"る

登山書2ぎﾡ区政さ一してゃり、山番になっているみは 各部落 

でも相当のﾡ差をもち、 引用るるへく各がの区長ワラスク人>で 

ある

山舎み下には帯に仕等セする山林前め着が山番ノくめだり /o 
ヘぐら((ろ。 これら2労ぬﾡは半専&で、 当ぶみ仕等セると 

ともに受かの仕季引したり、 目分包字の田ﾡをﾡしたりして。る 

これらク ﾡ竹為は「ﾡセくれ」しハてくるクで、 さ家しして 

ば 下a、ﾡ代 公どっざからっざへン /年向セﾡじて不 ク人に仕事 

ここしらえてゃるよう 犬 ﾡでい る.

る ろ 地因 ク山番ク僕っている 物 ﾡセ移動させてほかみ地区の 

山番ク庄平に歩のざせるような二とは しなハ。 こくにある地区で 

不ﾡﾡ2新植はどセ行ラ時には二れら ノo人の 導ﾡﾡ物為外に 

山書のﾡﾡでﾡ当にそク地区ク村へをﾡ時協仲着に深用 して佐ﾡ 

として。 る.

ほ全ク※ﾡは、山番し着を告んで. 至啓杏が依等と語し 

合っ て める.

た と そ べホ 作 ﾡの ﾡ合に は つ ぎの ふラにすろ・

当 地方では、 業材を「*もの」 (/oベもク. 「ズ周もの」、 

「ノ岡太」 に分→るが、 そめさい r<ノ不」の任 (賃全 を 

※めて、 ズ高大は*引不. ノ周太は文と司じとﾡ者的に言か 

ら 相場 か米って ハ る.(さた、 地方ﾡぎ段と して 昔から ボロ 4寸 

上ク毛はズ向もクに し. それ以下み王大に ﾡべする こ と が行わ 

れて( る.)

「大ノ本」 ク単価 (質全) こ※めろ時、 言は心番が代表着と して 

でてざて、 Sﾡ着と話し合って質全をめて山えへﾡり、 一ﾡ 

竹右ク長全を ピンハネ し てぐを。 ﾡ左はビンハネはﾡ対にでさな 

o。現左は、買金を次め石溥、そ営着が山番じ同時にﾡ位若を者 

呼んで、 しかもﾡ等が台由に発きでさるよラなぼ町気ク字で、依 

ﾡと話し合って炭める。

モク※め方は. たとえざべ木ク規合には、 まず登ﾡ為がﾡﾡク 

ボﾡで行われている質金むどセ参考にして、 T/不(大ノ不>/s 
円で切ってもらいだい とﾡ条する. るど労ﾡ着が、 業ﾡ所 

のク立地兵件.(ペ斜、岩、率、 ※からの曲近. そのさか 労右 

ク生計 ク哲な どセ具係ﾡにﾡ明 して、 「そう(ラこと を方倉に入 

れて /本 ノタ 円にして鉄 し(.」 と。 ラ. るとる老倉が「では/ 

水<円ぐらぐではどラだ」 とハラ。 この工うな交坂をﾡ返しな 

がら、給后賃金が決支有。 したがってﾡ全は、り貨もしﾡ引 

ﾡ林ク日当も > そぎ着ク方から 一ﾡに rぐくらでゃれ」ビ群し 

つけるよラなこしはない. 一ﾡの賃金ﾡﾡがこクよラにして行わ 

れる。モちろん、 ごク交浜種にお。て、ﾡそ診ﾡが契案丁 

万度金 H 誉千安く ・上の例では ノ=円). 数竹巻が掲東ろ長金 

(上の例では 5 円> ﾡい。そ し てﾡﾡﾡに決表る 頼はそク十 

商に落ちっく。

質全 の女ねぐは、 優用辱さってそれにも ビへて計ﾡし、本 

へから 受販 リ ク や 名とってくろエラにしているクで、 そせ着と

書ク向に 山番が 入っ て 貸金 z ビンハネチる ことは行われな(
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を所系 2例

(枚 て)

不らは域示旨払(に し て 小るが、 下aし地ﾡえ は師貝ﾡに 

していろ・遊者は日ﾡ(制セ杯用していろが、 ほ金契烈へは山番 

に表ビめて浜す・ そみ馬合、山番み日当は普通クをよソ/割 

高くしていろ。 そみほか、山番には林分ダ採時にル入(Au)クる。 

を 「監守料」 といて来してハろ。

住彩の手ﾡら、企画として、 それた山番に交し. 山ﾡはそク 

住長名氣行する。 ﾡ行中にﾡ理政頁が/戻兄に行=、 ﾡが終っ 

たス見に行く, そク時にの次り方がﾡかっだらiちにやリ 

はお* る。

当なり在休式、福えっだけのﾡ質) みK雨っざのとおり 

であろ.

また. ﾡ製ク仲若/へあたリり目当はフざクラである。

F 環 高X5年 x4 ベ7 x xク 3e ラ/ x シヲ

ﾡがﾡG) タク <7 // /4ラ /タP <7 45 &x
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a
百 当

承佐景ﾡ

氏和 x7 年
夕

?
3 o
ヌ /

ヲズ

j み

グ

320 ～350円

352～ 332
20〜ダズ2

4ク 〜 520

<ノ52～=2o
4452〜 52 0
452 ～520
今22〜552

ﾡ煮木/不あた リ ク下ﾡみ 単価 (賃金) はっざのクラに至証して 

( る.

町和ス4年 下a/不あたり質金 4学

7 ・ タ/.

タ ・ タ=・

Nア ・ /日/ク"

4 営地林業 く地主側と し ての告地林業)

山Xギﾡ地に布望看に光上Xﾡﾡく倍地ボ セさせて(ろ. 

ﾡ約期向は立ホ/ベ属 り (sク年)ビ し. 分収新は7か引分 (植 

救着7部. 地主引分>でるる。 直えた木は*ﾡビして、向べ、下 

a.入なピはそのつビ地上叔ﾡが当ほとはﾡクシ行う二 と に 

していろ。 地上杯のま汝には地主(当ぶ)み系認セ受すろ。

ﾡ系は主ル入だを 7 : 3 口分けたが愛左は向ベル入も ク :

3 に分 けるこンにして(る。

昭和てう年ばバーに施林うるへがなかった。当京、が当ﾡ植本 

してからこの地-で植杯する人がでてさだ. その ご造林補助 

金がでるよラになった・ そク後. 北上水ﾡ杯の布控若がでてさた. 

現在 くﾡ和 ラ4点、 池上ﾡ設ﾡセ されて(る面ﾡは x。。 町歩

・ -39-



枚右 は65人ぐろ 

な. 杯弥に対するﾡえ

②) 系ぶﾡ合にっいて

/ 呉に立た公い.

< 緊系に米方ﾡ秀顔ク式ﾡげとヘラﾡでxる.

ラ S任合2分理会と 五扱って も野利導がへ.

Sパ包合り保業になって判み&押して"分型会セ乗めた瞬に 

不 足分 の 成 ぬぐ (\ をゃる合けである.

" ﾡ体補動全どﾡ資はふ林祖合をﾡじてわれる、ラにとﾡ 

ん である。

b 税会に っ0て

/A林所有着は更状でも=分5ボ法に工ってこ分根週よれ<

( る・

<) 秋列がク2全京の箱寄名止め=エラヒっ 九ざ<今産 

F2令旅には-切の役全く回室次差継、xﾡ秘. ﾡ与ﾡ) 

名顔さなCふラにすれ ば麻林忻将若 大 ぎれ ラ s。 年と以上の 

不とLにﾡくてみかずにべﾡして遭ﾡするふうになる. /油 

り有効利月 ca これがﾡﾡで あろ.

C) 岐求親助 金 と鉴抓歌賁匸っ い て

/> 林ﾡ資セて。年で坂する局合. こみろいだ=上杯み 

に更 ( 立不所有者 ク次者 )などに工っ て人が替った ﾡA< 
さ ( ことが起る.

② 里 浦助金 ク 賜合、吉不べはでろので植林ﾡが歴盛になった 

整林補功全は千従ﾡが両ﾡで*いく歌資とはﾡなり、 ノ年で 

炭ﾡさる)。 しかし補動金セ正確にﾡすためにずへぶん手 

門をかけているふう に感ずる く e と えば皇林地 o ﾡガ *盤な 

ど、平、全区酒頁、 会許計検ﾡﾡなビの検猛*測長はムのた 

に ノ町歩に/ 万円ク本助金セすために ノ万円の 賞用セ便 

って心る)。 .
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4) ﾡ道につ ハ て

称み永杯所ﾡﾡ員ﾡ全を税務上. その丘の公受る会に認め 

て欲し小・ 税務ﾡの(ラエラな「ス5年で負ﾡ全ﾡ知」 しハラ 

や り 方はﾡ盛には合って"ろかも知れなへが、実備 に 合 わ な 

o.
林当運浜は全ぷ回年クるﾡで行っだうえ、 そみ林送を利用する 

条林所料倉から咲用料ととればよ". 本ﾡNﾡにXってﾡﾡが 

エリ・ 本株所有ﾡク所得が砦加丁れば所得税償区ぶも増 してそ 

れどけ国訳の利をになる。

現左・林道の?ﾡは町村当であろ. この林蛍は動金し山ホ 

ふ、ク員総全でられており、 ﾡさぞれに対して支払してな(. 

e 未ﾡ紙池質灰につハて

匏职根、山セポﾡ地だ原去によって午に入れてﾡにした更が 

そこへた木を直えてﾡ会虫てぐろ, 不合理さ.

<) 系杯額合、 そ替指寒頁. 普烈ﾡなどにﾡ行政ﾡ野務星が夕す 

ごる 彼幸はべ採申ﾡっ学帝ばか り っ てハて山へ行く チャゝ 

くがな o みe o だ.

たとえ「ある私 月林 戸ﾡが おごらかにマック 童地 さと点 

われるところへスダをﾡえて この生がﾡ" : ラ*ラベ 商 

ﾡはも フヒﾡを命にﾡ力ﾡに指導して欲しい. ﾡなながらこう 

ハうこ とにﾡ心公音系ﾡ々者せ貢は少ぐのが見状でぶろ。 さを 

地モ氏もっ とみき者ﾡ氏や普スﾡに相談ナべさだこ思っ. ど 

シもこク点、 委営者専民やﾡ愛Kク本杯み平ﾡがふれられてへ 

るよう に感ずる

约 山本ﾡﾡ. 国有火などの動句につ"て .

これらにっいてど函してハる。 山赤ﾡﾡさしたﾡ合、 今去で 

尚使者 どっ た人が山 セ / 町歩も らってもて。耳岡(キノ回 ﾡ代 

※で) は午向がかかるだウでX入が入らない。ﾡ仲音のこ場な 

らはﾡ左は 大山林潟ﾡクu ヘ さ に行ウざﾡ金がも らえる. 

ﾡ対に小面積の山 ﾡが 台分み山に公ったら質金がもらえぬいこ
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ろか入れを りなウればなら ぬ,

わ 山に不をえをら 「得」に公ろぶ政束をとってべいい.
ーフのﾡ素と しては卓ﾡﾡ動金やﾡﾡﾡセーロめて、 知 

や麻くタタ下)のﾡ税2行わ公«太うにし、 そみぷ面、 

木を 成 っ そ言(主.今. 向> に相当の税全名とろエラにすざ 

太 い.

ぶ計と山るせの関祭

永許はほとしビ全部が山杯入にふってさかわれていろ. し 

か しダ系長こなす 9な宰に 合わ て着ﾡするこヒゴな"。 承計 

野永ず/騎べ新二わ二る主べ高べ灰委計ﾡセ主 < フざこそれ 

色ﾡ消と して5年 ごと 乡 示竜と直料計重 を作り これCモセ 

ず( て直ばすろ. このさぐおﾡ»条み どﾡに忠じて孫セ楽 

ペブ名ニラなことはしなぐ. ゲ動は主夕、向べどもﾡべこ 

数 と 車 呎平均 材欖にを と ず o て xﾡ*実 セ算払 るエラヒ«って 

ある.

A ﾡツぶグ甲当ﾡに素したみき方針. E救 ﾡヨ方針. あよが 

ﾡばﾡ計動の計年ﾡ状・求式そ2位くこれらのっち、 将に示した 

ものKまﾡ生もそのさ 行 してハるう.

の 裁期は アノ 耳.(当曲• 素*の佐素ﾡ生の動きに工って炭めた 

( ま : 現任 く昭和ラケ年>。 べ期 -ヒノキ 44 耳. スざ=ク年 

でめる。 しかしそれにな じてそれみみ数寺こﾡ正 し てハな 

()。

72午々の 日塚

4 午占以とのべ採能木 50五百 

ズS年生水下ク字小ネ s5ﾡ不 

年べ番 く主ダ と 商べ 9合計 & ズﾡ5イボ 
と ろ

笏角生■磐/付え ・注:当田ドスざ、ヒノさみほかにハぜ、 ア

アラざリ、 マツセ山火クﾡぶに振える方針であった。 こクラ 

ち・ 素行したのはハぞさ/422 ぶ (三ス) 確えただけであろ. 

そり総. スギ・ ヒ/ ク *価が言くな った みでハゼの複料セや 

めてス※ ・ ヒノさざけにした。 マツはヒノペのズ直に造えて 

( る程戻で武ﾡに ぼ少ぐ.)

め 復煮べ京針 - ；

/ 昭和ズろ坪をオ/戻として5 力評計画セﾡる

ろ 林地杯封. 入み手巡れセ昭和ズタ』さでに及りもどす 

(注:ﾡﾡに は卓林チ登れ池ク Kり※し が史了 したクは面町 

よふでやった)。

3> 経丘5 行 がづつ感嗷 する (注: 当時の新気しミき質から見 

て、当時は5マ不が*-恋だしるえられそ)

カ 手最に山手ク ﾡ跡セ整理る だめにてに定じ て内地上 

K ﾡ式 もゃめ也 る.

5> 黒理な位たセし公ぐ (スぐ、 ヒノさのせにはス、ヒ 

ノXを置え、 地ク感へと二ろにはて"を入れる

4 ぶ以山ﾡセ 源次ﾡ運する 、注 : -部行 しヨ

・ こノヤ塩地に スざセﾡたた 山 は 番 し てﾡとかえ る.

c) そ今ど

/ と米の山番手むかビょ己な全己にツ、さ生的 •主塔的 

にそ等する。

x) 山亦そ巻セ近じて 地ﾡKに仕事セ与えろ

う) 務ﾡ型さ虹正化すろ.

の 杯示/。力年はﾡべだけ名行い. 主を行公"・

め / ・区期め 計通 (. 消ﾡ .ﾡべム とク計画 e 式と計 

ﾡﾡﾡ
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式/> 求

鹹咤-新,弓二然XL根
く のへ 5工なブ S ぶぶ受• I

(注) 玄人ﾡ( 山番 ) の勘にさる料ﾡ

___ 性___さ2 32 2 2 22 72 se 2e /2o 名

* 長

1
2 ヌケ 52 /2 /ラ 々 /ク o 英 山

so 
I
22

/ク
1
ク

ノ3
1/

西訴 
(をべる)

くS～2ォ

/ﾡは 主 ﾡ不著る

ク2甲休表で ク'孝こ ﾡんで

5年岡席 \ろ

/こ5年生水下は不故 

、ョy石数

成
の
一
最

を
期
に
連
す
た

il) 示※からみた山林の現記ﾡ定

(イ) 30年生上 : /町あだリ< se ネとみて グ・5町 

ミ?生以下 : ・ gク2本 ・ ラズ5町
甘 ・742町

2.9でﾡるヒ ?50町

(ロ) ﾡﾡべﾡを台ﾡで</e町とし、以延ベ ゃイス5 楮 して 

74 ズ 町に なろ.

( 所有山杯〜ク00町歩からの、(セのく ヒ <今ふ町にか 

ろ.

i) 山番クﾡり 資料をﾡ測面本による宝ﾡのク社ﾡじ対生 し 

て 修王 した。 し たがっ て不数にﾡしては大さな見当宝へは 

なとぶうがﾡ人にﾡしてはﾡ当不産ﾡな点があり、今台 

代镁の概'令u贸査飭正を.要すぞ。

ii ミ全字(甚-= 誤差年)

4) 示数に対し /2〜ス2メ・ さたし大面積の田逆は ﾡ書 

下 ﾡク ため ラク〜z5%
(ロ) ﾡ令刷ﾡ双は 海林左地耐の女人ﾡの勘 口xるﾡ 

よリりも若千ルくし. こらに5年ぐらぐ下げてﾡ算したく 

例: 4～火0年はジ5じして計算し た.

用材承重深

—44

__ 野
木/本るだり 

利用枚意

ス2
万

灯

え5
52 ダ “夕 5 勿 55 42 _Ze イ 毛
3 4 55 4.5 ス5 /4c Ks 夕2 ﾡ用したﾡ程

上総合し て

スギ・ ヒノ

稚 ネ

とな ろ・

v)
(イ) ﾡ評5五求 連料 .

ア22可

52町

75 ク 町 

うpc町

7り坪尖に

毋成林 7今石、 デ小不ノノア万ぶ. 与バﾡ=元乏

(つ) ﾡ坪7与本栽. 72年供に

可伏ﾡノズ五戸、 ヤハ小ホ/7与本、 千点量与戸

石を グク% こみて <イ)で今ズ万石.2ヌ不野イﾡ支た

(Jでィみ万万 /ヌ2汚本野代量 ケお

ﾡ有 面歳 工 り みて耳宿者 クタ 天本で ァ2早堀でﾡべ全

じはろが ﾡも あるのでギ を ﾡ地 5万ぶ、 ク宗(イ)
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でよろ し G し思う

ク &巻 ク

②)桜 採

・/ 主べこ主べ辱所のﾡ

ﾡ地を問輩って ﾡそたために=ﾡの ﾡ。ﾡ分は 主俊 して苗

煙を変をる(スギを ヒノヨ ニ宣之装え、 ヒノキセて〜に独え 

かえる。

代ぶだばﾡむクだめに各ﾡを著冬預えろ. 芝令で通熟にな 

ソ・ 三舌が表した体令や災きや宣部を京すた杯令ﾡ協拓 

に主ばる.

えﾡ ダ

弱受 力 用核 を国城行く 行巨 不はﾡく長く仕こてる ・柱* 

生ﾡのためう。 =圧ﾡく永期計動) に劇べ予ﾡ林分セ指定 

同べ不の登定は山意し落理系ﾡが行ラ

P ﾡ方法

° 主ダもﾡばう・ 6浜公更地でべ孫不セ預ﾡして、 する 

でク穴ﾡだ互性で行ラ. ﾡﾡして丁検ク年っを素救を宣e 
にﾡる・ ﾡ (集核、山レ、 その悠)承則しして行わな 

い.

下の基式ベらずに走った ことが ノ。 ぐらいﾡに

・みっをが、 てれセ2と 当方が后数なのく更求る Aイが 

妙リ・ ダザ終、石数がﾡえるこしが多くので r」 でおる 

したがっ て々めた.

えにx っては べ科などをﾡ老で谷式で落したが料利 

なこビがある。 そラハラ時にはAに集ﾡすろ. これな行ラ 

かピっかは便地の点ﾡに工ってッが「チる。 素ﾡにはこの支 

法は希に し か行わな (.

会た ・ 殿ﾡの交浜を素若しすろ にﾡ質が ぐくらかゝるか 

¥らないこ以があリ. ﾡ右にﾡいても信用でさなかったリ 

話が会わなかったリうる時・ 曲やき営で気衆的に/タク石 

ぐらい出し て運質セ算する。 そレて それをﾡに v てﾡ者 

yﾡ合っ。 そのクざからは. そ9地域だっをら軍負がい 

くらかかるかだいた (判るからそれを用いて単短を算し 

*右ヒ 浜すろ.

レかレ. 京則どしてはﾡ述のラに、 条ﾡの山え東走を行っ 

ている。 その理由哲ら二の方ごはT山村ちがﾡ林で 

一舌るきしてﾡ功した例」がはいからである。山持ちはﾡ令 

で山セ持っ ておy、ダ採城茶着 o T全み苦労」 る知らなぐ. 

その特票、 資金とﾡﾡﾡ"したり、 そ営が嬢かしくなると台 

分の山セばり重ざて成産 したリする。= の 世方で ほ異.技果者 

が不ﾡ域をやって"るが、 ごみ、立本べ金を Tす- ヒ 

呼しでへる。■木 ヤ我出 方 労向者は無弑車着乂点 E誤港)か 

ら「山が高いから質金セﾡけろ」とハラ交あをされて次歩 

する。 しか し山ポちが問じこビ セ言っても 「山手がか ・らな 

(から」 しぎって質会とフさかけてくる。

r山持ちが桜払率想を行って町の袋枚工思ク土地でﾡろ」と 

(ラニはﾡ上で計算すろビ 「便」になろが、ﾡﾡに行って 

みると塗ヤでﾡ枚ヤに盗難に あって☆が波った リレて市卜 

シンタ /合ぐら ぐ下ろされたぐらいで はﾡ京が西難であるこ 

し、 そのエラなﾡ故名防べために盗難ﾡ止の人ﾡがかか 

ったり して却って 千将 にならなぐ.

ﾡ枚、ﾡ林ﾡの仕撃はﾡ余でなければでさ公い.

x) 塚ﾡ販志を行っR別先く京人) は土地うな点舎に同って 

いろ。 停ﾡ◇人着だと質例れの心既がやり、たとてﾡがぶ 

くても文 その素右にはﾡらな ハ。 えた蒸ﾡど"をだ買 して 裂 

称セっ ていなぐ プロー カ ーにはﾡらない。

政ﾡにそク土地みﾡ枚所に応っている。フマジメな栄育 

、金を約求霊リ次払わなかったリ、 同ベのに山を傷けたり 

したﾡ倉) にはズしﾡらない。 でジ*なﾡﾡにはﾡﾡでち



る。

三あた! 2ーズ2戸ほくても産束に金みとれる所へﾡる。 上 

地2 暴本へﾡる クば「山琴ク 時に世話になびク池え」と 

・う毛ﾡラ子伝っていろ-

ラ>系ク販ﾡﾡﾡク※た

条高ク釈お所 く浜人ﾡﾡなどっておリ、当ぷクﾡﾡのみﾡ央常 

に秒たリ、 当ふみ客理ﾡ兵がそのク製ﾡみ但行をﾡねているゝ 

にサンスル(全とえばズベg。。ネ、 75万>セ試系ﾡ=捉ム 

せ、ごクデータ2ﾡ払ご#る。 そクデータ=は家材撃舌が事理 

別にﾡ理しこるジ、 これにはる類ﾡクﾡり上ヴが判るぶラに 

はつていろ。 それにもどづいてﾡ価を交渉する.

(例)

差 ノズノズ田

「*小向 坂

; / 寺

I 1
1 • I

ヌマス2ぐ 

/今本

ウ 系 暴・単倍 金額

◇<45戸 ョスクク% 7ァ<再

i 1 :
1 1

、 1
合 42万

1 1 ・1 ; ・1 1
ﾡ林所ﾡ i工 " x スタョ 円

系不とぷ徴果 クﾡﾡ リ s4、25% :

X an スタラ円クマち ﾡ 賃 /タ・タ み円

ﾡ ﾡ 2てヌ?円 価世算による

孫不単価は 石 <、クラ2 円になろ.

こク上<らに暴材所み石あたり利益を見込か。 石あたりにする 

と つざクようは計ﾡになる.

(例)

タスク。 "------ 賢核 ■•価格

一*ケ22"-- 条 本 価 ﾡ

420
二 222 ---ﾡﾡる質

ラ0

フ/52 税・ 金

夕2 ----  守の利益基

二のゼ合. ﾡゝむ利益くﾡﾡがク代益>氏手引するﾡ看しはﾡ 

関係にすろ (だヒえば/モでノ=2万円、 ノ20石でノヌ5 
千円、 そのぐら0ﾡからないと更いが頁わなぐ

音連 の 御ま で 大取 料価格#、ます、优 って ( て、それにﾡ賃が加 

軍され、さらに加工気、ﾡﾡり、利ﾡがﾡされて梨ﾡ価ﾡが 

※まる. し かレ本人では示や大阪の市ﾡの 相場がず炭*リ. 

ごれに したがって当地のﾡ林泉ﾡのﾡﾡが り、 っざに利 

消、歩ﾡり、海工質・ ﾡ質がﾡしるかてﾡ会に山ﾡ価格が炭 

まる.

当みではﾡ述みように 「更ﾡにﾡった逆ﾡ対式」によってﾡ 

不 (ﾡﾡにハえざ祭ﾡ) のﾡﾡﾡセﾡめてい ろ

c) 快强. 採枚方法

ﾡリク部 かが著 しい請には「ベリ

• レ 杖」とい てﾡ料 してリ ンゴ狙

• やミカゝ滝にすろ。

ﾡﾡはﾡ分は下から T大一(同

J 八T 太)」 或だは 丫丈ュ くクベ)に

’ 不片 ろ.

ヒノギでは今5分下はT支」. ケJ5〜ロTX=」 く向太) 

ズギではく事下はT文」、 4す上は*三にとる。

桜ホﾡﾡは系ﾡ給で大=のが質企が高ハ。はた、諏ﾡ価 

ﾡも 大= のが高(.

当地方9 業ﾡみ山元相援で昭和sケ 阡 /月受在

大手ものはヒノ ペ s220P戸. スざ※?2ク活 (Tズギ

は/22 円ﾡち」 とﾡﾡしてぐる

大ものはヒノ Mタク。 味. ズざxみ・0ワ定

し たがって なる ベム大三 も の をしろよ ラに している.
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<) この地行の材、 高六

さいさん 案ﾡ桜が入っ てさた。

主しして集ﾡに欠戸されていろクはﾡﾡ(*エー) し不意であ 

る。=ぐさん (ﾡ戦験> とく に祭条ク衣無 く工.下.ﾡ)が発 

生、皆及してさた。ﾡ保がこク地方へ入ってさたク大正時代 

ﾡである.

曜校千ﾡじして. 当地方で口更和ズ=坪式ではﾡ送が行われ 

そが、 そのﾡ、 グムがぼ訳=れたり林ﾡが音及したり して受左 

では ほとんど トラッ グ鈴炎 にタ フ て o ろ.

ﾡ炎は /20 石以下 で は示早が合わ ない. フッ 7 ﾡ送の場 

合には /2后でもズ。 石でちﾡろ- 流送を列 ろ と ﾡﾡが/ ﾡ

ずる し、モクク之不登みﾡ派=※ﾡごれる。 山元ではﾡ炎セ 

やめてトラック 動送セ 行っエラになって か 筋が約/ 割高く 

なった。 (例:製材の工場で活あ左リx3ク2 円の請に、演 

炎でば山ﾡ価ﾡゲ/z。2、 トラク軌炎で古山えﾡ格が 

x220 門作で あっ た。

の係.有 ^

/)下利 .

ヨ性 -ﾡに首から下刈を秋から 答へか庁て行って ・左が 

番戦後・ 当家で具く4〜ﾡ月)に下幼と行し左。 現在でゴ 

当地专-番が K 別を現に英行 じてハる. 下a の道具武下別銖

セﾡ Q 錯や微械式代わ 埃 ハ )

ス)ﾡ打ち

り2』ぐらいﾡに当地方一にﾡ打ちがﾡ行しを く大正初 

期)。当時・ ﾡ打ちをし ても林ﾡが工なかっ た く死節など 

もあり、ﾡﾡが甚 ちセ した林に高い 値セ つヴなかっだ.

現ﾡはこ?地方一滞に核打ちセしていない。— でも ごく、

Bん試験的に秋打ちを•行っを延衆 で妙石 (面積は約4夕>・ 

メ)ビﾡ

/> 良八 土地から電点的 にﾡ栽 して(る.

マ ﾡ左、 工地のKぐには火タクク不なえ、土地の意ぐに 

は孫ﾡ Uてハろ。 首からﾡろ生旅地に は eee本 〜5292本 

直と っヴた京 (哲株な ビ) が見ら れる。

宏空ず合じﾡ足が平く 万顔 す ろ りで不利貴が少く てうなか 

ら「将」になる. さいさんはﾡが発迷レておずかみ高べ木 

でも 販売 でさろラになった。

当京ク復林は沢山ﾡ才 て 商べと向べみ向み坪ﾡと公く 

してﾡ 回ﾡ セﾡい、 /回あたりの 商べﾡ く 本ﾡ > セ少くす 

る方針である。 そして主林木と 「ﾡく長<」対てる針でち 

る。 ・

ﾡﾡについてクベれば、 苦野は/万本ﾡえている 当家で 

はグケ0○本ﾡえている. 若貯 武 樽共生差が目的で. 当地は柱 

ﾡ占差が回的ごみる.差言的が要るか。本ﾡも 系っ てﾡ し 家え 

おい。 た、き野では土池がﾡ浜でﾡむが旨ぐから、X山ﾡ 

えた河が「だとxa. 当地では工地が意く、 土ﾡ、地味 

が意く、地力ちるかもり当地でノ万本をﾡえてお吉野ク 

ようには 生長 しな( し、かえ って工合が活かると思ラ. 

当ではスギ、 ヒノさの 合 には4522 本ぐらぐが商 し て 

い ろ。

ヨ 称地ﾡﾡは / 部にﾡﾡﾡにﾡﾡ してぐろるてぐ どであろ,(m 
ﾡ約/式、 件は林班共済会の山/考)

のゝ 天メ新は全な付〜ていかい. しかレマツク人工ﾡ林地は 

ノ2年生以供の庄生長が思く、広べがぶかとはぐとない。▼ッ 

のﾡ子の Kﾡさは種子が小ﾡにﾡわれた り、ﾡでさ れた リ 

して政領が題ぐ.

当京ではﾡﾡのビニろ. /年生地林が多認セ占めてハる。 

/年占ﾡ林で植付セPT新こらせるだめ、ﾡﾡの至ﾡは号く 

かかるが領はよい。 ただい羊ﾡが山ﾡ生して"るとこ 

ろには x圧林、セ行っ て いる.

S ﾡﾡ方法
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/系み話をえ人でﾡえる。 そのラち/人は内り、 /人は 

適才込みを ぞ 恐れﾡ内的に行ラ。

6>-っろセ は下羽u し 一箱に やる.

7 永語き縦わ公い・ 戦像、 こク 地 でて州のグモ ドオ 
シ、 トミスなど、他だ差のﾡ木ﾡをﾡえとが料が思かっ 

たので示はしおい二とこレた。 く当京でちンススざ(千 

乗う・ スシズざく超山) をっ2。本ぐらい試系ﾡに戒えたが 

成領がよく なかった。 た. <ッシタ スざはレも大さく お 

之なぐ>

ﾡ左、ﾡ林幸求は全部東生吉を用いて行っている. かた、そ 

クぽか地元艦のーリートをﾡ衣いて ヶ。○本ぶらいﾡﾡこホ 

って目下ﾡ宙十で多ろ.

力龍我期

て ツ は当 地方 にはT<戸のﾡてマツ」とハっﾡがもり、ヌ 

月には場てておいて も マッ が活当 するほじである.

ず ニノ "は黒宮地地方では*月半ビ〜引戸 ノ杯にかけ 

て 塩式 し・ ノ2聖ぐら"地で2〜=月、感が こてか 

らﾡ救ナる。

か爭紫折

( 4受え商に台のつぐたもクノカ (ﾡﾡ»式家察)

ズ> 岡単な 小座 (/2へﾡ、 自ﾡ、ﾡ) x% 
そクラちノ々ﾡK式 *後 x。阡

/ カ 所は王ﾡ終 ョ 4
こら? 手東には継算も ◆けず ﾡ理人引 置"てな。.

ど) 型をづる区ば(森林を地)

物右り住号から/ Kのル以内のところが大部分である。 も っ 

ども場ぐ ところでは4K?t ぐら ・砂るヒ ころもろ るが、 そクェ 

っなどころはごく Kられている.

ん 山 林保 護
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火災予高に対るボ別はﾡ晋内 っていなぐ。ﾡ火ﾡ点森点 

ﾡ合がﾡっだもクがるるが女リっぱなしでﾡに立たはい。山の 

見ﾡも系 ったモクがゃる が報 に人がいないので保にこた 

ない。地工 Kく直者ﾡ に一部の山ホセ ﾡお さてぐるクには山X 
呼対ﾡとして. 火災に対づる注趣セ任す友味もあろ。ﾡ県場r 
ば山番ご縦ﾡさせて ・ ろ.

の苗 畑

苗畑氏ホっ て公ハ. き不素着セ指点にし て昔から / ヘだけの百 

一ﾡﾡから話木ご頁2ている。 モク 東着 に当來でどう吉クﾡ5 
系示杯分と相して (る. この ﾡ首に坪木ﾡﾡも委託 してら 

とていろ。 、備ﾡ: こみ地方には5ク〜ど。人み苦不茶巻が分リ 

ほ等はﾡも税も 保わずに へに登ってﾡ子セポ京 し てぐ ろ, 愛 

チ 取者 人は 承か ら姿認 ごれて へ るつ もし当ﾡで宣楼して 

・す2自己浜京す ると/ 才/290戸ぐら。 にっく.

w) 林她課良、進怒、 森水

・来としてはヤっていがぐ。 ダム で川ことさじめてスざ?ホ 

地 に 給水 そエマなこビx今土= -ヒはみぐが点行 しなかっ 

た。 .

み) 風き 打隶

u< に承ﾡ的にﾡ者対氏の フもり で業 をしだニビはべぐが 

隣み山がべられたﾡに自うク山ク ﾡ界奈 こ" が / 列 かて 列 

店れてそれセべ示したこ とさある. しか しﾡ術らドみ山がベ 

れても、 そのうちレ ばら くたクど 花ﾡ力 がっ aてく る-

ﾡぜで倒れるしころは土ﾡが※い所であy. モラい ラ所戍り 

んなことセしても例れる. ﾡべをするﾡ、 郡町とス列ぐらへﾡ 

ばとずに恐て 風セ 時いでハ ろ.

の) 砂防工番

函者工が所ﾡ地内 2州点が所くベる) でわれてハるが 

自替の歌防工事はイわれて い公 ハ。

(杯整工学のぽなど、山ﾡセケズりﾡしであるがﾡ政なﾡ式
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日ﾡちどをﾡんで欲しく。 そラハラビ こ今から小が 大を呼ん で 

ﾡ衣する。 そみ本日のをめに石 宣セ孫人上ク 会こﾡっ て ・る 

系道ク ﾡも不ﾡ がタ <. ・ 灰る ズ戻水で決ご成 ければ炎ﾡ I 
コ>ワリートのﾡをっウな ぐ.>

P 花 べ ッ

つク地に改だﾡり は見られかハ.

2) ス ざ K
伏孫クﾡに利ぐけれどうそク 会林地へ塗て てくる. 炊族し 

こ利用レたり販ﾡしたり丁る二じはな o.
山 小そ ェ 係得 ・た り仲世がデって州っご各守用に代うみは類 

ﾡで 歌部 している.

ア) て ぶ 芝?夜係セ 尚 ﾡが家へ高っ て 品るクはﾡし 支そない 

と ・ っ地行的な習 ほ&る.

4) へでやるﾡり二砂いて. イ戈、探し なし、山 で 山ノ也 人 の 

才 披, 枯業をa 冬用ﾡ* と し て示系 したり、 な畜 点洲とレ 

て杯内るﾡセしたリして婆し冬えないというﾡ習がやり. モク 

行為にしてべ供セボめる工うなことは会ﾡなぐ. こっっ一 

とをみリゃか レく云ラと山 消ﾡなどヒ地えKが力 して 

くれなくなったりる し面る.

) 赤赤所ﾡ為 自 身 2自家月ﾡ求 は山林から 包給とずにﾡみ東着 

から苦通2 ヘビﾡじxうにア入して(る。

%.そク他

の オ/回の向ばはみ2坪頃に行っ.

<いさん・ /5年生ぐ らいの削供☆がr戻不の支*」ゃT美 

珠校ﾡ用枚」 にナるだめにろふラになった。 マの百当り単価 

巨 井•帽 に高ぐ・ をどえば2ググ不(ス后ゝ セとガクァ4円 

てﾡったことがあっだ。 <クラち、 採ﾡ夕。ジ4円セそ和ワ 

は 55200 円になリ、 立木価 ﾡに して /?2e ヴ后 であった 

の このな方は音から「黒は山で頁え. 不さ※で頁*」 尽内逸
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ユで氏値が督く千ﾡﾡであるが山ク方でば、ﾡび一たﾡが 

xらな0っちにだろラじ業言があどるみで買手相ﾡになり、 値 

がてる。 不ﾡそク逆で山えでﾡすク方が及いがこしてﾡ 

ヘ当 と氏子9方がaくなる.> セか r大山也たて もったためし 

な しJ (大ﾡﾡにﾡづた客ﾡﾡ ・下かや予ゝれの微用 が 

たくさんハかり、商イﾡ入があがる式でもたず、 なえって氏達 

したり、点た折ﾡﾡた山をだったりするぶうなこしになろ> 

以か「山7分命み分み予じﾡれ」 く太ﾡ荷にﾡ杯しても容理が 

でざな、なって、 下"や守入れがで学ず、 山が完れたりして、 

そ山 セ呑び千ﾡすビ 前にﾡった値ﾡク クク %ぐら ぐ今値 にし 

分-れな(\)ヒ>う淸が初乃。 二れらク諾クなかにはﾡる宅

ク府京性がよく浜更されて いろ・

ビくに客理 ・下刈、 f入れ) 之少くともォ/ 回の商似点入が 

②がるきで、 xタ千回もせﾡばならないことは、 ﾡ孫な工大を 

会半上とねねばならむぐごしを意味する. 当らみだ合、 ﾡ治時代 

の 制豊専に は杯式ﾡ当で ニ ク 山公戸惡に対ﾡ し、だ単系2 
山事ク ﾡ地塩林には高ベ収入でﾡ枠する 二上 によって可題出 

さりぬて系た。 もちろくこれにはﾡﾡク使とリもさ"わいし 

< o る,

c) ポが処については、 今ﾡ、 政ﾡみ政に工って山ボ人口がﾡ 

ってく れば当窓務核火をﾡﾡ とね ばなら ぬ. 当☆も黒京にやる 

賞ﾡヒンター2兄に"くつもリでわリ・ と ウ 範選亡さっ て 当北 

に合うよ ラ 2改長 し なゲみ 使\ た い。

7 当文の長基計率

の)特 鉄

当ぶのボ益計事は覚務惑ク林にもと デぐてっていろ。 し 

eがって所ﾡ税、 K税は質用のなかに含めなぐ・ 表た支林ﾡ 

<度#ﾡ) も 浜本ﾡ支ﾡとみな してﾡTに合めなぐ。 レかしる 

らク* 誑 は 会針 や委弹岩竝 を 明 ら かにするじﾡ上から剰ﾡ に
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記ﾡして 記 しているっ 孫不ﾡ会計 ﾡ計 と ゴ 別信にな さとて 

計策 している ・ 下ﾡﾡセﾡ っ て 笠立会計で っ てぐろ. 点夕 

のヂ高は当ぐ本きへ納められろことになる。 こ ク超は計をﾡ 

じてさらに 京計 のわくなかで消京や杯革以ﾡ ク坂類な どに長 

われて いお。 ぶ岡保は京 条 でポ支明名 と正ﾡ に 配杯 して 

いる。

P> 当ぶは孫ﾡSせク長期佐や守殊生. とくにどﾡやﾡ長やべ※ 

登ﾡ林がﾡ与どづ しモー で さないことな からﾡ こてみ 

・て監部を通じた名診改巻、請止索. ・せﾡなどはるさり期 

特してな(。 ・
: - -・・

し分し 当六ﾡ系ﾡが主 と してぎを全通 し. そ営着2 ボ 

お2天たペ. そﾡセﾡ行し. ﾡ*炭はそ性若に報きして 

(ろﾡ係上 そ当ﾡ*見務君々ナ=倉への報告戸具ししてク式 

記クエ延かつ終交な記録、記み公要がﾡ素的に杉を。 しだが 

って 委能 に は ク 報圭求 ﾡとじくに納 おL<い る.

くしく緊記のボ式 モのはﾡﾡ署の様式に 

しとづいてっけている。 し とがって予本ごぎ学*事監記学の 

本とはﾡった尽がろる, くたじえざﾡ林ﾡ く新ﾡ営)氏資本ﾡ 

*とみなして貴用の なかへ入れな ( し、 下メ営さﾡ理ﾡに 

入れてﾡ林賞には レま ひ なじ)。ﾡ奇括ﾡずク※ﾡを ハっ左ん 

締切っだあとで、別ク監示言でその年ク水受計ﾡと政高計軍 

とﾡ密に行って報旨する。 くたしえざ新直嘘林ﾡ. 4税クタ 

なビ>。

c) 函和ラ4圧麦ク林ﾡ灰支計からごクﾡ目、 内ﾡ、 炊など 

セいろ ビ つざの とおり である。

___ベ_______ 巨___ 内 ぎ・そ_2ビ

K 入 K入 sﾡﾡ、主に刷にさと公ﾡをゃ 

ろ.

確 及 入・ て w 5 r. ざ税求常合

は希ﾡ ベ採季は全部宣セで行 ラ.

型#ﾡ ﾡﾡでﾡをしたﾡ合の運料ﾡ、 主と

し て ﾡ役に *る小払 ・ の委式.

杯当継兵 も亜本受に>.れ.そ"ろ (ﾡ

訳み択林整?ク4. 当野は*ﾡなし

・ 尚央保R
てで#系ﾡ

山番資#

利 ﾡﾡ飛に行から浩必し、若.二 K左 之 

っ だ時に受済ろ。

始 * ﾡ理兵京ズ名のﾡ料

製覚•次重訳

消 楽 贯

点ﾡ

ﾡ 圭 ﾡ 労災条決 にかか が い任う、 29クヨ

w下./堀同以円). かさこヨ. 下刈. 

位式式 ? S好会 ぼ

試 登 ﾡ 測ﾡな どの質用

火 «保除

理林的負

公書公課

新訳林当気福全

小&. 用兵なピ 
ク今雀笑

8をﾡをﾡ、系杯名さ賃 、承系ﾡ田

ヘク払など
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学 旦 7 訳・その他

*浜 常 

行 ﾡ営

電 、 "な上 ・ .

刈ﾡ々舎全、皆次軍ﾡﾡ協ﾡ、境
・,・ ・

そ ? *

諸ﾡ長・ *. ,・.* ・

ビク *

先 •像 ﾡ

名 、 ・

"ボ手数※#森林ﾡ合が対助金ク ノ割セ 

ビろ ﾡ依ヘクき町金怠ピ 

uク字キニ歩逆セっろ •

考 ﾡ)

x 砲 j"的％も

ﾡ公課みク 税金

内訳： 山林 尚麻 杭需 穫、景氏ﾡ、市氏 

ﾡ. u杯トクﾡご安室、 キ 

氏 な ビ

、病号) : ﾡ、甲株所、系談流択・ 南畑、ﾡ地内ド、ﾡﾡ 

水、ﾡ害. 砂ﾡ工辛、 光ずベリエ平などへは全バ夫 

出してなく.

8. スギ・ヒノ/ 町丁わた リ ﾡ林エモ示

耳 さ受 単 価 』, 将

/ 宝不代

ﾡ裕仮書 

地 ﾡ 

下 x

本
ジ20り

不322P
=へ

フクムダ'

ヒ年メ円 

スギラRダ

/ネのタ 

ss" 
/ /ドスク

x. o
/222

. すeo

2.ズo 
a422

ﾡﾡに42o o本 えて 

ハる.ﾡ助金契係からぎ 

ﾡ上は ラ422本 にな つ て 

。 3.

下*I はﾡ刈 で夕〜と坪巨 

から全刈にろ.

野 単品 会 ぷ 町 考

ズ

4

5.

4.

7
み

/0

d 貴

補喜苗不

下 メU
ボ 直 

下 *』

橘 値 

下 刈!

下 x

下 刈 (全刈)

下A ( > 
下刈く") 

下xc。>

ラなベ

s

*ギ/人

xeoダ

2

ヌ20す

ヌ20す 

N〃クオ |

zs

ヒノ*4H 
ズギH5場

552

W/

質の

取加塔

/本 、文円うクギ

式 上

Sx=2

*x2

s.522

3422
8./30 11・.62ク

5,20
3eoo
声. 492

父s22

442o
てク22
2222

予ﾡ仲着おけﾡい*す 

物省はぺわな o.
スギ/ヘ/百 <○本 /ヘ 

マツ/ヘ/Eテ2○本 /2 へ 

ヒ ノキ /ヘ / 日 ズ=○本

求ﾡク <与 苏

ス,ゼ /ヘロ <ッネ 

ヒノ /ヘノ曰 /2cネ 

マツノヘ/日/マ本

1妆 W•百、 3年河浦 セ 行 ラ.v = ・ *ﾡ字ぶ5らは測告に

1な. さいさしモﾡS対
] 杯行として書状しだらﾡ 
ト ・ 浜ﾡは。へﾡこ派ル

J した・

が人クﾡみ部さざ い

Eな合。

不が大さくおるからﾡ" 

ご は効示がなく公 り、全 

Nu c 通柄ズ ジベダが ッ ツ 

セ行っ。 モクため に単価 

モ活く なろ.
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耳 刊 全 S 備 お

ス て 洌 ヲ勿/'' 3a 2 cc2

夕 /人 522 ・町わた リ /o。 、外を

/7 ? / ヘ
= 

5P2 -20
5ラ. モれを ノ5与と

7上 <キつ真行
3る. ﾡべ水ク生求はE 
型京浜が行。代祇“無 
•k はﾡﾡ が行ラ。

経営D

約x2町、族測)

て & 冬
当友ク系ぶホべ. ﾡ方各包与み台屯にﾡしたノ 田地か らなりっ 

て ( る。

田和/5年ム示、 系休迫求ﾡさってそ老してぐる。 両和ズ 
キこ 検討を し そ ・ 町和 ラズ クﾡ求点ポ討は さ だ、行 って" なぐ. 
百和ラズ圧のﾡﾡにも ビずハて系林調登氏をホったが、 だモク 

総活改行ってない- 西和 ッズ』以ﾡク ﾡ* にﾡアる絶求基東もさ 
ごRれていなぐ。 ﾡ在ク株口ﾡ和xズ年 クﾡ太ﾡにも とづい 
て行って いあ。

和スズ ク奇杯調登ﾡに xれば. 当帝ク あ迂ロ 素さ ヘエ派 
/44町.来書天然杯え町. 玄事前天感杯ノs町、玄素根 へ 

工株公し、広ﾡ交の天ﾡ4町. 工次、T杯ラ町、 代 
演迫与町で わり. fﾡﾡ工杯'ﾡ種別内ﾡざが75ゐ、と 
ノキ が穴夕先であ存, ﾡ和てにおウる針ずﾡ、工杯 、< 

) o 令杯 配っジク とおリで ある。

昭和ズズ年」ﾡ、ﾡ任表でに主したのは、 当ﾡごじﾡ生人上で 

あっだ部分定である。

和ノ7年からﾡに千均え4町ﾡ杯している。 この也区は条 

池原であ り、上紀ヒ的方 森林所有着が苑和 /4耳にﾡべしたク 

で、当名営区治水秋能とﾡﾡに 入れて ﾡべろように チろをめこ

/2年下 イ〜ヌ0年 ミラ年 〜«e ィ/年火二 計
---- -.------

面 不 x ? <4 < ク

2 2 o /ズ ノケ
■

ラ o i ラ〜 /22
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杯面ﾡをハごく している。

さいさん、 ベざなKﾡがやった。 氏項不みダ杯せと戸伐代量 

ヒ主ﾡグ系ﾡみ合を年長武 ・年 厶d oe ) 三ﾡ Lくする う 

ヒ祀下していろ- 三*京地へ=の至年に全部ツ忠っる。 今タ. 

収表規例 で面ぞ不 り モぶ預に重点zpさた い,

・ﾡ休西 -

ギに っ0て A地位祭上 ・ ヤク ﾡ池火力 げから採ﾡ木 く消浩業 

手・ 書言が干均質に近く宮ﾡク正しいもク を4不んで9射" 

ﾡ こ "、平年 マﾡ生長と 千☆砕ﾡ 注長ク 天ほる 生長量 登 天 が q 
期とし、■れによ って 彝找則を 奏延し た:. この箱浜、 っざのェう 

茨恒を磨られ纟,

スギィ:光ﾡ祭下-42千、地ﾡ杯ヤ=«5坪. 地位祭上=4 
、 |

し が プ て ヘ*ク マ ﾡラ5 ( デ 元 ﾡす / 

声期 )にきめた.

0T M 昱 癸 求： 下* xタ . 上木7タ坪

な系す株: ヌ5年

スギク ﾡ合. ﾡべ期さ =今であろ。 今さでみﾡﾡ共表な い び ス 

籽K刀 うさどして =○ム下では主べてわなへ。 =せ=今ス 

讼末公 ロ,5 耳々 研ぎて吉 ﾡ丁よラにしている.

4 理ﾡﾡ ^

番株ﾡ着ク もとにﾡ戸労為が4へ ハち クヘク術所が仲イ 

クラち、 /へ、男> 緊炭再*でる ッ、他の/人 くな は首ﾡ所 

杯を主といて行っていろ。ベリズ人 (ず) は下刈、ﾡ株、火み7 
じ、商ベ状木、ﾡﾡの時の刻師ち. 伏弥地ク株ﾡべなビセ行 

ば採の行区. 取引クﾡ右が行っている. 当はが直営っ 

ベ 採 ろ 時はﾡ時に私ﾡセﾡむこしにしていろ.

ﾡ式ボはﾡﾡに労竹音ををってう。 (頭数に してﾡに地

-62-

え4人、直桜>人ぐらい)。 ﾡボホ東の時は系林派ﾡとてくク 

竹若が自分もﾡとながら抜各口ﾡ平する.

下*事は半登の 約半みを幣用ﾡﾡ着が行い . ﾡリク部半分 

は ﾡ時ﾡﾡﾡが行っ.

ギﾡはスギﾡがﾡく て ﾡが超くてﾡ軍が合わ公 ハから釈東 

しない。 ごハさんはズや戻みﾡ長引少い. 当家でﾡボ労若をほ 

ラクは直ﾡど下刈が主でるる. ごクドか. 岩干ク※な産ヤ光 

ﾡﾡにも き時労ﾡ倉セ べうがこれら はキ茶ﾡがﾡめて 少 ぐ. ほか 

の仕ﾡは会部. 用券幼首どそ営着がゲう.

s な産物票活方族

&) 立不ク式$だる方渋

主どの大部分はこの方汝によっている。 商ベクララ 72夕は 

こク方浜によろ.

p ネ料でだる法

べ不の s。 は系枚 くべ創ﾡ失 でtって(ろ.

e どし »耳 よ 疚锹堂 力 部を乗林東ﾡでメタ した。 モ2運由は 

今年 ク ば示 が 取茶 杯分 ク 政ﾡポ こ主がセぐたためである。 更老 

ﾡ分では主木ﾡりセる し校喜 く 風装)2 見込みが立をな い. た 

とえばﾡ惑上.何も公くても べ倒レて ﾡ切 り 丁2と目ﾡれの し て 

ハるものなどがるる. 業*で販ﾡするﾡ合、ﾡ端で集本様 

する工うなこしはしない. 伊毛加空後に丁ﾡしてﾡる。 その場 

合.伏倒会m り しだもみセモクま ま検ぶして示り さすろ 時と) 

>承して 検ベ しﾡる さする時とがある。 広例王切後り ン承み しな 

( ものクがた尽 しゃナ( 時も ある ・リ ンﾡみする と未口ﾡ小ﾡるに 

ﾡ当する野を物格 し(ﾡベ) ではさめなぐことがある >-

4.苗 郷

吉ﾡは4ア包ﾡしており. 苗木供給は全部包せ苗畑から行って 

ハる, ﾡ子採系はﾡ者ﾡﾡがﾡ分クﾡ林るﾡにある逐ﾡにﾡす
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をかて何っが、時ベほかクﾡ首にﾡﾡ二とラるる。

z 管 旭林素

全ﾡﾡ界 していな い.

当面ク問は王該通下むげさい。 そ総ﾡ=ク%. 型今クェラ= 

ハろハろと 学相が落ちっかな" と u ・称地林木) モ 心 してﾡえ 

はハみで・ ﾡ左としてﾡﾡﾡには広大しない方でるる- しか 

し 今検・ ぱ 目が字立れ ヌ へ し、ふ大丁名 っも り引なへ でゴな 

ハ・

2 老ク法人ん

休兼三啓ク法へ化い*考たていろじ二ろであろ。 汽人王は 

形ズﾡ二づﾡへがﾡ写とすがなハ- ﾡ務者へ行って 狗載し てみた 

が・ 当京と して取ぶ変除クめ個人そ考クﾡが相列だろラと" 

ラ助吉こ受けニクで当今受ボのさ で行< 予支である.

/2 系杯所ﾡﾡク平*

杯不ﾡ会皆専報でやり. こクほかみ率象はっていない。 しかし 

山 休べﾡはﾡﾡ素に も と づハ て行っ て"るクで ﾡ計 ﾡ とﾡ 

ﾡ祭でる石- とざしかって多ﾡクﾡ全、東ﾡﾡモ今さか) を課さ 

られた時、 ごれをﾡめるために着ばしたこビはあった-

系旅所着ク入ク 六都うは山林る老ク林木 払ハ に工 って4 
る. ﾡ林所有着自用病はﾡご山から包していろ。斬を 

をみてとは通去におい て は舎干 やったが、ﾡ在さほとんど公 い. 

ﾡ炭季ﾡは 助にやってハる程戻である. 当京は数求すろ山セ 

ﾡす(状炭専ﾡク帝用ﾡ為)に指示してぐろが、 しかし製臣の 

ﾡ分はﾡ多に去かと、当旅はﾡ多かと炭セ年にズ2ﾡぐらい Tu 
ギ (祭不代) としてもらったけであろ. したがって当京はこの 

ﾡ炭学求をそ営上型ﾡして (な.

〃 六ﾡ全啓クX目的

スギ・ ヒノ冬 クﾡﾡﾡク生た

x る休を営ク方針

式示ろかどリ環率準べﾡ種ﾡに相当すろもクをべﾡして. 桜孫索 

地はそク空坪にﾡ桜づる。ﾡ木林のなかには基岩がﾡしてGて 

休留ﾡ浜の通ﾡなところもあるが、 でざるだけ林種事役ナる 

で秒る。式ギ坎地がス代目 ラ巨にムる と云量が*ちろがこク 

分はﾡ木林から新 しく林題戦ﾡ しなくざによって測ﾡしとく- 

ﾡばﾡ給に対する見用

ﾡE ク ボぎでﾡをﾡ絡すればさ o ごに広本林み 休木ﾡﾡが小 こ 

なり、 そ老営が高ﾡり、 K表枚ﾡ:ﾡってくる. ﾡべﾡなﾡべ理 

&xリ も生長登ﾡダの時期を早める こビを考えわばならな ハ。< 

クきめには断木や林の評ﾡとﾡじCやって、受任<2で灰ﾡ 

で3お材費と ヲ2年で水ﾡす本エラにとね ざならと。 そラヘう定 

味では上化はﾡ林面をﾡじて行わねざからぬ。

称求会末化に対するﾡ所

u林は財ﾡではなく .査ﾡ し てか 百 立木殯分 武 で を行 って 告さ京 

でッリ、 そきである.

ち レﾡからﾡ以会でを知行 しエ とすればそれごけの情系な 

等内労ﾡ舎 (バ木仲右、払枚前竹有) をﾡわコばなら地-

业林や被出:支 で行うク がA/上で r全業としてxハ→ とハうだ内 

琉ら 別 風題 どか、しかしﾡ原にぞうラモ クが全茶と してふ"か 

どっか向題がめる- 茶材と してﾡったら値がよいかも知れとが条 

#E するでみ質用も計平に入れなければからぬ. 負啓で系枚由 

差をい、 黒理によって リ ンにﾡんしだめころでﾡれなければ因る・ 

それ工りも 林ホみ必髪な時に業省が未る 9を常っていてろめが 

自然であろ。

更左、以林業着はﾡかっていない文っである・ 当地では森林 

月ﾡが敷に手セす とﾡ人だから皆ﾡすろ. ラ しそんな こと
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そ柔へみな項考が し て祿尊 がドろラ*ラなら 受状 でラﾡﾡ ※合 
が然かってと方がなハ筈であぞ. したどって当茨区ﾡﾡに学 

と比さ・ u六を言くホ不好成垣程) ごrセもっばら行う二Lに 
していろ.

製ﾡ末2 二翌ざ〜最力な口ヘカで 者減可ﾡで もるが、山、の# 
光と者ﾡにド改リ がお り. 昼項にﾡ 渡で さない。製 *点舎 * ※ お 
素者は学ボッど思くなろとを契セワビにする。ﾡククビヒな 
3 と才区が*二部 しく ﾡねX※ R*セ始ルる. a ・エs » はが 
当え・ま 芸丁秋 女柒を 森枚半“お-が.粽くもる.

. 浜林ﾡ水束にっハて

ﾡ加. ﾡ和/ラ呼・ 系クヘ来と時一ﾡﾡをﾡってくれ 

• へを韓送幺てく れろミ*ラニとたと=ろ、 み素の*n☆で※方 
型ﾡした へがホっ てくれた- さいさ〜く和ラズ坪ッが 
大ク定生に規んでってもらう二じになってハろ. しかしa 

ご和 う母ク森林池米ﾡは示であろ.
ﾡﾡ度でﾡ年依登くﾡ評クベ深Tと対及) め: =乙た 

どてが売別に卓ヴ系している。 =クさハ. 家則として 口戌義 
・55) に迷したﾡ小ﾡ名 客内 (主友 るッであろが、 さa 

■ ル* 型告だ 不ぎ木ク 登理*、永者セ→でつな小、少な 
セﾡﾡし て行って ハる.

« 生体問係
②) ﾡ救本な

ﾡ当には /町rやた り z◇の0不 (/ネ> 疑え ていを- 
/2年ぐら"ﾡには xン2e ォ/ (?てメ ﾡえた ・ 更E 
では4〜今前から っ29o本(4 K*と沢 ﾡえ て。 る-

し た がって /2年ぐぐ ﾡにべる と盗植セ してくるニと 
になろが、宏ﾡづると労ﾡと起不バは高くなるが. し公し林日 

平く 用彼アチ クで 下刈 セ早< やめること がで全2 し. ﾡれた
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場合にも小々ならﾡ直を しなくてもむ。
り 下 *u

平ﾡ/2坪生会で行い、そク代*～引合さにっ.
○)ﾡ 不

ヒノキ ﾡ前 ・可和 ノ2買) はヒバヤの救打ちセ行った. z 
クベ-時十止い、さい さし c/ ﾡ耳から) まち行ってハろ 
・ヒノギは力校で、小ざハヨ*く力ゝスチ) ビ小ご(ﾡ3

セ 度 って行ラつ.

ズギ : スギはXオにﾡが右れろから液打ちセ行う必ﾡがな c. 
ﾡボは同広ク時にﾡちろ。 こいごク下"の時にのとムくﾡ 
翌をナタ で本打ちする. これは火ク用心クためにラクでお 
る.
当ふはいは述べだようなﾡ打ちをしていろがしか しこのガ方 
で内一ﾡにﾡ打と行っていない. 当ぶがﾡ打を孫ﾡした動桜 
は ﾡ打 お を した林分ク 生長がかったから である.

ん高 桜

両ダはﾡ友に行く、 陽型不々滅E木は候ﾡﾡにべる. 南べ祭 
床分ク林木ク千均値く樹高、百そ)がﾡﾡよリも大さくなる 
よラに行う・ ﾡべは5坪にノﾡ行ぐ、 ャバ 回南ベは ス2坪ﾡ検 
から船める-

/5. 販ﾡ ﾡ係

) 公入れはヤらなぐ. 取引ﾡ文着は/〜てへで多る.来着と 
芳省りﾡにﾡﾡ関係はない. そみほかク紙ﾡもない (たしとロ 
米着ク株主などではなぐ- ﾡ右をﾡ状る時にはっざっ xラ 
が点にﾡセつけろ・ 恒セエく買い. かたい人(矢ﾡ重リキチン 
上代金 を 入れ,林内で火の用じにﾡセつウ、ﾡかの立ホにﾡ傷 
セわたわなぐ人)、 こして取み上クﾡ起セ守り. 減じゥよ(人 
、ﾡ林有ﾡとﾡがわって女 クくヘ)。

京る 東首は / 戻取税 セる とﾡ互にﾡ心が知れて来、 ぞク償セ
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ﾡ ご茶音じ与剛京川 をっづげる。系引 だ行っに成革右が示 

る. そみﾡに客水所相有が求有を呼びに行く二となぐ。当友 

は系杯立京素セﾡって計画ﾡつ※して"るクで、業gラ T今 

ﾡクﾡ示予dどこですか」といって秩移に示る- 今圧は夏者 

クﾡし木を高伏ﾡにﾡ分して"るが. 茶き木がくて米省はﾡ 

が不利になってハろ- 当ふとしては主べこ行ラ時にもそク林

分の主お末 はぞク g*示 2受った ,善 =ﾡる針であろ-

b 休ﾡﾡセﾡもアる のﾡﾡ主方法

受器玉市えク相受を戸ﾡ (承称 の市完会社や ﾡ杯ﾡ共ﾡ 

系枚市ﾡでどで絶 して"マセズ〜引五、 社任ﾡに系 

リよどてちリ. 二れクル月報ﾡ. 百ズ三台されている で就 

あ。 ご月領ヒはクジクエラヒ喜かたている. •

○月○ヨ

ﾡ 理 T 次 あ 4 安 2
ス マ 

こ , キ

---- -----

その月報をﾡちにし、ﾡ名ビ交ﾡする. 二み相汚二のクもみで、 

山休月有がにっては官が「卒蛍が合わなぐ」 ビ(ラみでっ 

ごのx フなﾡ章因す之見ゝんで当ぶク立木 iﾡセざ めc-
ﾡ百チ

仲ﾡ長全 ・ -

※足 、 バ倒塩杯、象 称 

鉄業*

三ﾡ甲ク垣氏

話手数ﾡ、ﾡﾡ課金 (下引税. 麻名合ク採ﾡﾡ会

(完上代金の与%>木 ﾡ共ﾡﾡ色 ク長金 )

つれらのﾡﾡ子はﾡﾡ上. 日あたリくくらになるか、 会だ

完上金の何割ぐら いか判ってい る,

平引 ば森ﾡ所着が印ﾡ した天英音セ ってみリ、 モれには 

ほ (ば系断所、べ会、パ金ﾡ付ﾡ限、来期ﾡなめ) &入れて 

様印するこ とに* ってﾡ立る.

%. 点ﾡ旅分クこ

つざのエラは林分から ※先ﾡにる

/ 浜ﾡ休分(例:夏セ>.セ ﾡ称分

ズ 長ク と 表 った不分

当京の山 ﾡるき は/田地になっていろがニク 地秒で当地 におぐ 

ては至ﾡ上. 南照ﾡがもっビもe除である・ し左がってはるべく 

そク河ﾡから はべに ﾡ手 しはぐうで ある.

はた当家み山杯そﾡは谷ﾡク気く地氏であろので、ﾡ水声気の 

記ﾡセ行って伏採旬セ/ 力にﾡ中せずロズ〜ラが 所で代る方 

で零末セしている.

夕 当家ク山 林る営 クﾡ享

ﾡ代 ・和x。野ﾡﾡ～太正/2年頃>は杯ﾡ氏浜 と砲六名圭 

として行った。当主 (大エ ノ2丘頃ふら現たへかウて >ロぞ孫 

か2ﾡﾡ的にそﾡしてば釈. している-

冬戦代. 一ﾡﾡ償レたﾡ期がゃっをがこれはﾡ差ﾡじﾡﾡ税に 

もどくも のであろ。

当塚力山杯る老はスばが75ダセいめているが、 <れは生べか 

みスギに重塚をごい てさたためである.

終クﾡとし てはスやク生長の思かっ左主べ京地へは ヒノな 

正直 え、はた見をヒノキがき在して"る分でも土せがく.ス 

ざにﾡしているへはそクﾡ地へスざセ植える 今供じも立悠 

に合わせて 直ﾡ丁る方針 でおろ. ﾡクへはﾡい もクで昔から立だ 

にﾡわせてﾡﾡﾡ択すろダガは行われてeており、 "まさら改 

め てﾡ地ﾡ不セ説かなく てもエハぐらいだ。
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夕 ﾡﾡにっぐて

M ス ークﾡﾡをべれゴモク枚ﾡこﾡラヘラ坪々一定みが! 
買え. 第ア内起ち一み佐零がるるからﾡがよい

ス 当たテク型ﾡ法

不ハ・ ・ =ﾡ卓. トラッ、 し むに〜って(、若. 鉄奈は大E 
時べ今らやっだ。完送はごくさいとん. 工=ゲムがられる4 
でわれ、ﾡムがで=るではほじんじ全部がﾡ整に工ってﾡ* 

これていた・ しかしダム点られてから」ﾡは水登がﾡり、品经 
とん ピ行われて ・ か o,
ムがで受る 前 に この地は 地形 ク内係こ. 事こﾡ火丁る 

ﾡドダルざく、主湯引 河ロあ り.ﾡ利 で初た. 鉄式価送 
は吉からほととビ行われていぬかっを.

マ 政に対する忍見
4) 税金戸係

ﾡﾡ税々得税には杯ﾡクﾡ殊名加味してﾡしい。たとえ 
ばT無税につハては現ﾡ5分5系支セとって。るが、 ンャーズ 

ﾡ告はス。分<。ﾡ名ﾡ味している- たﾡ算控除のなが年早 
ﾡ化 していろ クはおか し (.

り> 赤林ﾡ合のﾡ共
台由に入ﾡにして宅が書んで入るラな組合にナべさだ。 4 

そ示ﾡ合は小ク 森杯所ﾡ着が田ﾡし てﾡ野庁や業会へﾡﾡ 
こうっていくﾡ ﾡ京的な望動セするべな西にべさでおぞ 

C) ﾡ官二こク也でこ不価格の逆算セ行う崎、 「書京」では< 
「ﾡ断市ガ之基準にして依しい。-ﾡ節に鉄並輸並ぶリちN 

ラ ッ 7照送ク 方がﾡ o から.

イ> ヨにカセへれて、 長が早くてべ期で、 ﾡ左の大基木々 
¥れ、 しかも病ﾡにもﾡへ ラな乱ﾡセ ってﾡし ハ.

※ ﾡ京そ上ク布哲・ 花員、ﾡ示ク計画など
の) 2ﾡ早の 入る道を る営内にKったり 幣ぷ家増をった り し 
eい。

め視够化

*ﾡ. 山ホﾡ言がﾡりはしな"かと(ラ心臣はあるが. 更
在こしせまってモラハラ平態はﾡ生してなへ。 茶る営みペ林 

必 士杼来 人手/定 りなく なったら ど災的に実施する.
c) 品理改ﾡセ行(たい。 現左、 こクたﾡに自分み山林るﾡのな 

かからエリート セ式び して自営ﾡﾡでﾡ安して。る.
◇ ハK入ク やがるでﾡﾡな山杯そﾡセいだい。

x 山根至首9耳や行事

/～<戸:ヒ キ枝打、山林胞梗. 竟/関連•戒点検、ペﾡ倒所 
会山)クﾡ地調登、ﾡべ顔登べ示

3 ﾡ : 山行吉保査、ﾡ不ﾡﾡ、ﾡﾡ示系
3月〜4月*0百:ﾡ 球

4月x0百〜 きﾡク書、 恐定福
4 月 5月 吉細ク番覆

ラH〜4月 吉畑み 消

と月x0日ヘヌ月 下*U
4 月 圭べ本分 (秋山 毎不摂ﾡとそみ杯分みﾡ孫べ (下刈

4月〜/9H不 ﾡ畑洲
9F 秋ク伏杯み突約
ノ0月ヤケ 山林の玉者町除(スや>
/クベ//月 秋の ﾡ孫便み 下xU ( 化椎べ)
ノ*耳 桜択く主べ、Nベ> のx行, さの伏ﾡ福所ク天さ 
以上クほかにﾡとﾡじて歯畑のチ入れセする。 ※ﾡ成毎月

目どらず行い. ター/2 戸には班、ﾡK"送水候み土小部く 
ﾡぶ用杯道、白分の山林登営内の水ﾡ村縁、 沖族地ク石長みか 
え . ﾡ修な ど)を行ラ。 3月ヌク日 から ノ。 耳ﾡﾡでは 両だ 白
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ﾡ奈する, う天にてっ て氏かの不をﾡめ る恐れがある からゝ,

え« ズギ・ヒノキ/ 可とた •; 径

及 i ごご
全 翌 階 名

/

マ

s

5

<

・ 不

苗不番永

也在之

て "

補 ﾡ

下 *U

下 "U

*

i

ノ人

ラバ

ヘ

/K

4く 
ラo3キ

ノヌ人

0 -

ナ

:

グFニタ

なか

6o5円

=20F

ノ人
今2dF

今o0円

ク

◇

/ダe 円

57ク

<s20

/ 420

<.220

文20

4.220

<c2o

< 22o

6.020

ﾡさ ・分 苫用か。全部

:代枱 す方. ヲ坪由苦セ所 

該は大さく活もがミ

ハ.

*そﾡウでが行う。 三台 

ョク月. /ヘ/司sクホ 

/ヨにズ面で/ど2不. 大 

こい哲をﾡっている. 

男キ泳ﾡ倉をﾡ ラ.

/ヘノ曰 /42本. ヤノ 

目点 下刈 を行わ讼 ハ. ﾡ 

えた坪目ﾡがﾡっ左 

がxハ。

/日/ヘ>七 で家額ﾡ 

下 刈は年 ノヨ? どころが 

タハ。 列外的に草クく 

残る どころドx ・行ラ 

/ﾡ、 /ヘ/日3。示

呂/面ク ことが夕い. 例 

外的 に平ク エく炭るとこ 

はズ百行っ.

条 巨 数ﾡ 地ﾡ 全 契 < 巻

7 下 メリ 52o円i <.222 反アを こめモ ぞ.(面み

? ・ d.420 長じ卓 工合に *ろ).

グ ・ .222 したがって幸耳やろどﾡ 

ほない。 ツル章みタ。と 

こ今下刈セ行 ラ・

打 x5ヘ 500 /.520 i ﾡ打は / 回おけ レ か行ヤ 

公 ・。下打ちにはﾡ用労 

竹ﾡセペっ。 /日に/工 

バx0本行ラ。 ヒノギキは全 

称につハて 灯 セ行ラ

乏. 山ﾡ会ﾡの*出原目

Kﾡ頁係ﾡ (書者、 下I、山本セ虫防味、 tu)
ェ 不 ﾡ(ﾡ時み誤ﾡエゃ公じセ色か)

税 全

ﾡ費り、交喙實、客科全

町ボ茶単災部ﾡ日ﾡ(総エダ4ヶ。万、 ラち 7前ﾡ軍ﾡ費.s4 
活が不常 xs ﾡが隣ﾡ所月着、 グ9引 Fが当族)

スそク他

の 包替孫道総長4=k. は全部不尽ﾡであろ。 そク不ふ虫 

補体式は土不ﾡのみなかにふくんでハ乙- Tート=ﾡ、欽家、白 

ﾡﾡﾡﾡは台営ではヤつ てなぐ.

め 地K平*(建速、 #水>区行ってな".

c) 山妹るぎ内の砂ﾡ工事 (土砂納ﾡ務止山アエ零) は包老 = 

くごん行って(る く 次図さ余照>。



4) 防火ﾡなぐ,
e が张. Kﾡ、駅材. 運ﾡはﾡ幣. 業着が行ってぐろ. したが 

ってその 言企=ぶ舎がﾡﾡ着にみって いる.

ん 山不を著が,ﾡからかり、 自宅み近所に多るろで、ﾡ素所 
人天小ﾡネ芝 手がない ・ したがっ てうつていなぐ。

子 麻ﾡ求球(チェンソー. 下*ぱなざ)はﾡっていない。
◇ 当ぶで山茶そﾡに落町ﾡ9 し て ・るく
評育有スへく当主と急子さん> =当京の卒ﾡる巻専求 

ﾡ所ﾡ竹舎人. ラち写ズく (巨当=20 円.山杯ﾡﾡ、 な 
/ ヘ (日当z。。 日 はﾡ要木ﾡ. 另/人は熟减 専案.

2) 悟身労動卷大/耳に. 国ﾡで塩林内ﾡに男ノ人. 4く.
護#工ﾡ公ピの工不戸祭二男ろくを夕っ て (る.
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経営E
Z 守 微

u本そﾡ4。0町、支点发幺奥林 奈、製ﾡク2 P と点き・ 
※営ク主力 はﾡホエ に合いてぐる.

え g理別面和

山林る営400Hクなかにはスざの不商地、 玄ﾡ算、 
当石地が約よ2%あろ。 スざz。、 ヒノ 氏 bK ク/. ご9他 
にマツも吉千ある。

3 スギ、ヒ ノ 旅ク令役配

7 /○年 〃、为 耳 生 ス八カ 年 生 羽耳生3

個費(%) 文 ケ + =

4 全き方針 s4シ
当主み協)
山林を営は縦砕エク原件供給とはﾡ内ﾡに 自 a ク個人室 で 

るる。 したがっ て自分の山 るきの 木 虫 リ左くなぐ し、山Ea 

く番"て合さたい. ﾡ業用のﾡ不は他へから頁って ﾡ枚工ﾡをる 
ぎし、自分ク山林ﾡﾡらないではろべくﾡく係ﾡしたぐ。 したが 

って山林そせにつぐ てはる格計ﾡも なぐい、点部ち っていない 
し、何坪ぐ o で伏ろラと もちえていない しかしﾡごクﾡきし 
ていろ爆ﾡ工場の 農へ つ仕 、れ が ラまく ・か公へ請に包みク山を 
べっててれにめてろ二とはしざしFおった- ごのエラな場合、 そ 
の系木べ金はﾡで F して系灰金になる。 しか し他人の山を爆本京 

本として ﾡった時には当球 のことな がら代全 は期日さで ﾡﾡ納し 
てa で.
こク地方の山杯そ営は-ﾡに係ﾡ業は してな。ても しﾡﾡ姫業 
が一#化い ていれば当ぶ? ﾡﾡ工還のﾡ木仕入れもも っ とさ惑片
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ずだ)。 きだ方ク旅ぶ-牧に互おﾡ動を士てず、 赤をむ 
って そのル入でﾡ地をﾡ株して工池みつぐ た林分2牙入し てoろる. 
そしてそうハろこと こﾡ心な人ほど 山 (ﾡ下> セった代金で 
周時に山林そﾡのﾡのﾡ六をする。そうヘラ立ﾡからみるし条 
統そぎはうつヒモ 消極館公至きである.

当京は「土地ヒ杯ぶセー箱に頁ってくれ」と山ちからいわれ 
た時に立不ば会社、平ヤエ地 で司い、 土だﾡ人ででう。 さし 
て工木こばったぶこ宣杯すざ。当京ク方針として. 台分み査とだ

杯ばらず。工光、硫芝> =タハっモよラ=して入等して、 a 
ぎ面硬を衣大する・ そしてーヨん与分の手に入った土地く地 
は名対口人にﾡ二な"るである. 二れさ山休セ資産セ してゃえ 

利塵を画 今こﾡか当公のニビである. そラハ番ﾡでおろか 
当京の山林所月らかﾡ会クも のが夕数ﾡ在して a る.

、当主の意チこんクセ>マだ ォ 笔ナごカム.

当京にダ返に埋したみさない。-ﾡに土ﾡがすきでホが』さ 
(. しかしば期に年したらどろラ以思う- る時=は太の地K 
みでダり・ 株約に木ﾡセ利用することがこク地方で一ﾡに行わ 
れて(ろ。
当京べ町起をなく分ﾡしてが神する。山称式ﾡﾡでおッ、当京 

は財産歴示の /手ﾡとして山セ持って"ろ- = れは裂女太 s失 

した時の予ﾡ金としてのﾡ研引おろ。 製ﾡﾡとﾡ報した山林るさ 
なのでﾡﾡﾡ、令ホク山 (土地と本木が手=入リやすぐ.
当ふは山林そﾡの衣大そのちのには消ﾡﾡな方針でおるが. し 

かしﾡ票には取る工、誤ﾡの山ﾡの御ﾡ合もあって、 当家の山林 
そﾡの衣大が付われて ハくﾡ句にある。

しかしとくに新しい土池くﾡ地> 2頁 って確え込む ことはしな 
o・ それ口ビ資会が監んではへない-
------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
(ﾡ注 想子さんロズクxぐらぐ。 大せ辛. 百下区革にﾡ守し

て( ろ。

自ぶク山は公ろべくﾡらなぐ針ではいるが、 しかし。 
ﾡ検にしたらど探してﾡﾡ系本ビ して包分の工号で候ラ。 Tベ 
らない方針」 どいうの古台分の山セﾡっどリたくなくなろから 
でるる. (不ざもクであり、 ごれセばりたくなくなるのは台 
恐的公感闘だ).
公ビ。 起見 (そ老針)と食( おがいにっいて可、松 (尽手さん) 
には父を北丁るこビやるが、 しかレまカや至ﾡに関 してら 
公を等教しているので、楽票向理み呼にやたっては父ク意題を 
ﾡ重し. べのいうこしをﾡ"ている- 武 だ. 父 が元機ス•将•来 モ曲分 
活廷するから、 さしゃたりﾡ題はなぐ.
(下はふたたび当主() ク話xリ,)

s 山はる営. 京枝圧建荃客、ﾡ枚こ巻のﾡだにつぐて

※ず小堤ﾡク製*工最は泉岳ク東面で付さ ずさろ- 円星は何 
かあるﾡﾡﾡ注文ればナぐな じてくれる工 っな製料工 ﾡ と 軟皿 
してくれる。 さのﾡ味で小ﾡ様のﾡ材工岳は問歴の注文にじさ 
ないので甘くみ»れて製品の値セたたかれろよろなﾡ果になリ 

F 刊 だ. 大さ"ﾡﾡ所は向ﾡの注支にハつでもなじられるから. 
モ勿点何屋ひら方ォ«みられず、値も着くあれ. 利にそ替でさ 
る (両重は自分の欲しい製岳が2コニ丁ぐ子に入るどいラボ意で

、ﾡがも干督く ても 貰って く；H Tレ その意ﾡで大さ "ﾡ枚工 

ﾡの初が委ﾡがゃり扇ぐ。

理恩揄ヒ して 武太き産裂植工揚をも 力、山本セぶ山もって保学 
委営にXっ て包ぶ山杯から承ﾡセ産保ナる ことがでざれゴ=れ口 
しとこじはなぐ. しかしそれにはを皆着としてク大=な手ﾡと 

ﾡカビエネルダーが受り. ﾡﾡでは不可ﾡであろ-
山林る営にしても半枚そﾡにしても、 べ企業でははぐ。ﾡﾡ 

自分でやないどでさないﾡﾡであリ、 人にかせたら ご= かさ
やすハﾡﾡであ石- 音から生べにして思(番項が。て、 へベ 

兵ﾡでﾡﾡしたﾡが見られる。 そラハラ趣味で「ん がﾡﾡく・ 
fベ企茶ししてのそﾡがでざな(. べ企*ならざ、 たとオ
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家クﾡ条六氏氏会も重会社もデパー トも王ぎして、ご9s 
師口はそれされ番原セ番いて. 台かごれらセ総活していたし、 

て シやラニこがごさろが しがとい経挙と &*と 条存素の 各部口に っ 

いてへこおぐて 後ﾡ及太氏 みたいな ﾡ水 セしたら人 こだ さ xて 

しラ. ﾡ盾、ほ客着台ﾡが全部面倒セみなればならめがそ? 

とめ二*づ千ﾡヒ示さなエネレギーが公髪である. こ ラいう 

意で、 ﾡ旅から規内表でのﾡ全はﾡみ -ﾡる老 は不ﾡだと勝 

ラ.

ﾡめでモ天山"て. 宮ﾡ、山杯、 ﾡ〜系ぶ奈セ合むゝ »gそ 

ぎこ 手分 けレて 管理すば「ヘ」み画で氏※でさろが、 こうで 

モ しないかざリ 不可ﾡぢ

学ﾡ2受ニク守さとして、 歌和を主じいて. ・アを式E" 
ろ方針でみる。 しかし「き主がほ高※、系夜点投求をふく a ) ・ 
と、ﾡすさルニ町価と山ﾡる管セめとろ」 と。 ラスヲンをだて 

こ(る・ニれがでされざ理恐ごがしか L. 工平が号くてでさない 

2がずであろ. さ年前に5= *でﾡんだ先べが生さてへさら、

行 ESたラと思やが、 サクヤは式さなあゃラのどと思ラ(引 

し受ちうたべがEさ ていそらﾡべに山林るせをさかせる。 しo 
思そごんにも え2母ぐらぐ公には台主がを令になろから製内* 

名こだﾡ^てならな"し. こク呼のため=今クラちから点不 

2 Eぐ 付 ヴ色 的锹 して(ろ. 製神るせで -番難かし a のは東不 

ク生入1ピで 2 ヒくに当地方は主として一#にﾡが桜虫太 

もぎレ、ﾡ不クﾡぐﾡけを立不で行って(るクで立ﾡﾡみ題 

*リ々出林所耳台とク交沙には長ﾡ釣なる職を要するめで、ニク 

だけはシのクシちからﾡ裸中でゃる.

ﾡぼ: 受状じして一縦かセいそば大山林なで係統をじをして呼  

«硬当多量のをせろよラなへは定全な山林X (苗を仕立てて 

営式して立木欠分さでをラをぎ) に依する支がよろ しハ.そし 

て立へを倍用でさろ表ﾡ求右にろクがエハエラに思う. 次際幼 

令林の示声だウでも 一仕ﾡみる. ﾡ林ﾡﾡだけを取ﾡらて。
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千至く・ 仕ﾡもそれほど尽がしくなく、史落か存蜀でゐみ

話をもどへちどして送ﾡ工ﾡく※事左起ﾡﾡこ合もるみ) ヒu 
ボﾡ?ﾡ営につ( て鈴石. o 百ﾡセ営 しているとして. 

目分ク山こべるどそク暴ビ し て はﾡ林料 ク浜価がa ( xラな 

備逆におちハリ、 そク山 (ﾡ木) が=だみたいな恵じセ起す。ナ 

るビ☆所ﾡﾡにもﾡが入らず、 ﾡ話セﾡくﾡったリる工う 

公生乗になリゃす(. そクﾡ対に人ク山から不セ買っ てそ営ろ 

ビ ﾡ所そぎに e ﾡが入 ろ.

自野み秒ろ山林所ﾡﾡ亡ﾡﾡをもつているが、ﾡはTセうし 

か(ビﾡﾡに対丁ち産倍がでさない」 とハハ. そしてそれに工っ 

て 耳場セっかんで自令ク山林は也 み奈ﾡにモク ﾡ場でたっ て ハス

た. 和駅山 み あ方 木山 本汗洞 者 疝 小足我な 恥林所(團画)セお 

ってハるが、 仮こでは思(枚だけご環することにし、こし

て 氐 ハ 札は 丸木 でむ って ハ 方。 T" 本大でﾡっ た方が

数ﾡしてきろよりも恒保が断くﾡれる」 といっていろ-

4 山休こへにつ(て

※枚ばﾡﾡでるるが立木は市岳では公く芦起でおろ. 下に 

すろかざリ・ 山ﾡちは包分2に対するエラド賢ﾡセもつ ており、 

ﾡ材ボ均も お破=ん さもらぐに行く よラな気持で山 (支木) セﾡ 

・に行く。爆ﾡ素有山将ちに対してT山をた」(そﾡﾡに国 

ってAることセﾡ味る言素) とはろわなぐ. 「央えで丁がきし 

山なたる時がゃれ私にﾡがせて下さハ」 と・ラ. こみ* 

の奥を買ラク ヒ同じ > J&リ、山ﾡちは山 (立木) にﾡ域執巻を 

もっていろ・ 山特ちにﾡりたくない山 セる 気にさせるみに一苦 

労で干々者頭どねばぷらぬ。 ほだそ二にローカー(』報速) ク 

活度する余ﾡがある- 殺林事着じしてはローカーが系やくし 

<済ﾡセっかまねばからぬ. しかレスローカークﾡ報がわたるク 

は/2o のラちノぐらいだもので杉る- 山を頁って金を仏ったが 

岳物 ( ホ木 が入 はかった り、A、フ枚利 証正を っかされた!す 
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る こヒもやるクで半対宮ﾡﾡが六だへ ・ 奈へにべ でS 
い. 山 (木 こ頁うﾡに内台はるてにせずかならずﾡを 

てから 頁う。

そ営ク沿率

完べ=ﾡ書 くﾡ送> から号セ 超 し . 用聆 4o 年にﾡ六末名 

ﾡし た 正式キに求京の河産へ映焼•気呂を火 し、ﾡ左も家京う 

愛へ投存していろ. ﾡお工場田和 年頃でﾡ力み半分内※ 

気エ ンジン(5。セ伊 っていた。 受左は全師電動桜を候って 

い ろ。

先代ラ当主も選材素 (条枚*をふくさゝ 2主しし て行ってちり 

ﾡ則じして立不ざヴセ頁ってばし、ﾡ走してハお。 しかしそ? 

時すでに先バク頃から「工地も一ﾡにﾡってくれ」 ときわれたコ 

とが時々っだ。 こクよラな時に上地と立不を買って立不をば 

し. 際本レ モク上地は当次がﾡ し. 遊林している

当ぶとしては、ﾡ材求が主で山林る該は副次ﾡ二行って ハ2. 
山林圣誉そだ分やり.―材专走分やどにづ仕単がりすぎの.

ﾡ左. 当京の災な京木クァ5クは地人み山林から仕入れろも 

であ リ、 5 %ぐ い がﾡ分み山か ら失給さ 九るち o であろ. ﾡと 

してはﾡ分の山セ人にﾡって 台分の京木 は他へ の 山 セ頁ラ方がﾡ 

利なニビもある. 当区はぞう(ラニとラ行フが大ﾡうの秀合=" 

台分の山 でばっ たﾡ会部ﾡ分で製枚 してハる

学地方では音から. ﾡ炉とﾡ付べう向の千入(引イヤ 

を苗木業為(他ﾡの兼ﾡ>が苦員で行い、ﾡしﾡﾡ有セﾡれて糸 

てﾡ之ろ者ﾡがﾡった・ ﾡべはそク問戻を利用して苗木業有にE 
ビきりで 山セ更に F行かかかっを・ その 特票. 当Tのな林は曲が 

ﾡく仕事がﾡ長年であった。当主は地えク人にﾡﾡや下Aの克 

• を して 引っていろ・ 地元ク人の仕学は苗木紫倉ふッるﾡがかゝ 

るが しかし仕ﾡが町存でﾡ心ﾡであろ-

ﾡべは苗木のなﾡセﾡなかった。 (当請ﾡズニグ2-y20擁
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でわ?た)。 そして「京世クが受が平い→ とぐっていた。当 

生は2200うﾡをﾡ之ている。 ごの地ではさいさん. 延ﾡく

e20キ年) が付われるx ラになった。当主は「エe、苗 也低 ラニ 

ど」にビくに点をつけてハる- 苗木はﾡ左は対内ならびに田 

ユと三型果から入れて ( るがまお不足でキリ、 当地にﾡした苗 

不セﾡ分で依るぶ ラにしたい 匕思ってい衣

ﾡ代も当主も、ﾡ木仕入れとともにつハてくろ土ﾡにﾡ本して 

ハる。 走ペクは田定浜差党が多くかかったので、 そク植レた 

山林セ手永し 左 ことを ちつ左.

当主は一ﾡ手に入っと工地は手茶さなハエラE してハる

— ク g理 ﾡﾡをﾡ示するし下回ウ文になってへる.

そ営着 (当家 )

―/ 、
山pかく ﾡ 主-------------製ャェ場

ジョウ * シ
(ラ人) , 、 く/力x2oP>

く ジヘ
エ 場会 / ヘ

山建リ

(s～どk) 用労物者)

ﾡ時ﾡ位者

a) 山あずかり人

山 あずかり へは "わゅ 今山番で ある。 しなレ当ﾡは別の ﾡ理 

但ﾡ(ﾡ主) セもつて( るめで山あずか り人ク海左ﾡﾡ燥ﾡ 

こかって(ろ。しかし当ぶ以ﾡ外の山林所月着で山おずか り人セ 

ベって山林セ距理してハろへは(ろ. こク場合にはご力感理ﾡ



ヨ区クよラになってぐろ。 山あ 

すかり人は、 対のヤで告用のあろ 

人ゃ区長がって(ろ。ﾡ左、普ﾡ 

の山林ﾡﾡの場合. )舞: しを時に 

森林ﾡ合 o 杯京標全 と 山ャ ずか り 

会会 ( 山 あずかりくへのﾡﾡ> を合 4K ん

山次所有為 

小N 
山あずか人

わせてば杯ル入かうラ発ぐら< とれて0る。音ﾡク山林江ﾡ 

若で盗(地方に住しで ハ 石人さ下刈や商ベやK喜地の後ﾡ木ぬ 

ピを山あずかリ人に頼っていろ。しかし、さハさんくに告ん 

で(ろ 山林ﾡ替で オートバイや 包ﾡ卓でﾡﾡ山へ佐にへ < 

人もふ之 てざた。

甘・ 覇ﾡ更べにはこの山あずかリへのク制戻がごク地方で主と  

レ て行われた。三の最合山あずかりへにE く区長> さたは倒 

人の村内ﾡ 力若がお リ、山あずかり 人のと幸は下刈、向 . 夏 

首地のチ入を レた リ山林を見まおったリ、 たﾡくに住んでい 

ラ 山 林所 月着 が山 へ行った時に旨合の性ﾡセしたリ チるこセで 

あった- 当時は下刈や商べのﾡには山林ﾡ着から山おず今り 

人が仕事を前興って日停身由着然素めて生争をしだ.山林折相 

着にこ っては山ﾡずかリへにも 山あずかり人が条めを労物右に 

も巨当で仕考セさせろ人がいをが、ごクよラなボにさ山あか 

りへの 日当は告班クﾡ物首 ク日当ぶりモ し古か っを. そして 

山あデかリへには金と正月にﾡﾡがされた。当時は山めﾡ買 

は山あずかリへが立ち合って行われた。普9証文には山のﾡ頁 

にあたって「------ただ り山あずかリ人っ回 しのこし」と" 

ラ え草かエく見られを・ 当時は「uあずかり分金5分(5ダ」 

ヒ"われた。山杉ずかり分全じはﾡ朴み桜採入のっち. 山め 

ずか リ 人に渡すいわゆる山林盛#である。

山 あずかり人故人み森林ﾡ有みﾡ林な一人で啓麗し てち 

り、式たﾡ林所ﾡﾡはﾡへの山わづかリへセﾡ用してへる。当

はこﾡﾡﾡをﾡじて林林の修理セ しx ラルすれば=く ク
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山あずか リり人セっこどになろ。"パ®

ﾡ権、当地方会体ど レては山あずか り人のﾡ浜は消之つつあ 

り 、 消名最楽化 し. お はや質説 してハるとハって 巨堀ﾡでは 

な(. 系米戸若クなかに内山あずかリ人セﾡわず、uやずか 

り分金ゼ域ざなぐヘも いろ. 当区も山あずかリ分金をさかい 

こどもあるし、桜株ル入のく5夕ぐぐセす二とラある。= 

れも おク受るぐにすﾡ衣で杉ろ・

当地では、外の糸林所ﾡ右ビ山あずかり人しク商にそれされ 

の本床有倉ごど にﾡ別ﾡなﾡ約ﾡ労供ﾡ保が行われて行くﾡ 

点がある。

り)首 圭

ﾡ主の本示みﾡ津は製ﾡ工ﾡク山え駐在ﾡであぞ。ぞみ本未 

ク報は京木の仕入れであり、主は谷ﾡごとにノ人づっ計う人涯 

ハてある。立木た買く製ﾡ京木仕入れ) は声主のし二ろへこの 

上世の高领が泉めちれ、そのﾡ標にもどずへてる核有 ・当故> 

がu持ちのと二ろへ行って灰し、商主とを搭ﾡど別の社質 

(ギ来ﾡ主になるべ=幹都供群ビ して膜成中力音(、社員 ・施 

ﾡ労め若)がろ人(ろうどクみ人で山をﾡ地踏会に行さ、立木 

ク白激を見黄り、訴価する- そしてそﾡ着が山持ちと英坂ろ 

ぎ主は更左は月給問セレって花ﾡとして符週だれており、ほ分 

〃在事を兼案してへな(ヽ。

商主ク制蔗は明治睛バピズ製林原木ノ山牀区賀って来だら? 

れに戦争、番数ゝを次名ってぐ左。そいてきた立木のベに 

るだろてばこ o 地池方ではﾡからﾡ使ﾡに未ロ 4 丁二 /ラベ 

ヌ 寸(阪狀) ヒとリ、 木ロタ十5分下 日ノク天 (左本) にと ろ 

ことが行われてさた。 そしてごのとで、 ノ大の広リ貫ぐく、 

x向物クば り賃いくら、ヒ ハっことは哲主が労ﾡ右と相炭 し て 

さめている. 開ﾡﾡべにはそのクﾡに敬粋セﾡ主がる営若から 

tらっておりいそし て 住ぐ にしてそ首ﾡに内諾で労長の ピンハ 

て頑王) 山 あずかりへはﾡ内で地別にかﾡ区ﾡがって でる.
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不 そした した。もm、 ﾡ王古活にわれてニクピンハネを 

ずるﾡが秒っだ。告系みべはニクピンハ不セ傘い、 ョ主, 

生活2 ボﾡすーッ 日制ﾡをﾡ用しを。、研ﾡ木期)。 商定 
ク 月給例度を示用 したの日当もがこの池方できっしも=へ. 

受任ち ﾡ主だ合町にしこち ・ その 月給は素稿=起じて* 

ろ- 愛圧・当にはりﾡ〜らとこている引へめ商主が"る 

がこれらクヘベ ○月合= へがてれるれ =»パ。由でくが 

ラムククク円 での不• ・か ・ﾡクにﾡ与ちるっで二。 
?企S2月ち二り右はう会丁戸以上になる.

完ぷク登ぎﾡ少午季は. こッ式入れクと導とﾡ証ヘク爆・ 

2 そ 4 みでもる- 同土・ク生学は主と して木クﾡ入れみ耐ク ・ 

セ 評•師,•戈 参、・ ﾡ.林なじの点行である.さととゴ 

・もダ「ラウ山を戸衣しコラ ニク山セ下刈 しよラ こしてﾡ 

今式これら。 にしxっコ ヒニ ラベラ绘こヒを W 曾. 若く 当,)

立りて笑、 子客有それを次数し、哲主にとﾡめ資行と 

の*2門主成そク佐事を真行し、そと有倉=ﾡさする。

ス立不を購入し と万合の伏式挙や負今の山クど監地ク地 
"t2たと可じよラな手ﾡで行われる.

学字ﾡ甘革は会ﾡ。=人) 組徴で行い、山そごはﾡ人で 

は"子が・ 孫り半く巻)=あたっては、 Fじ部主を 

, 2こ"あ・声主になろへはこのク土地の人であり、 町会試兵ゃ 

こくキせ2硬力巻でちろ. 対 くセえ> ではﾡ用ある蒼(製お- 
22日主だやろど台べﾡに社会的地位がっ0てくる.

受ﾡ,当京に"ろ高圭はみへども当文の定べムらみ商主でぁ 

・ うへともその村では告用. 財ﾡどもに一紋不Kよリも大さ 

(、/、 でめろ. 二れらみ哲主 はﾡ地広年以ﾡ も 池主では公 かっこ. 
高主半の生活み女え内声主じしてクル人く今からもらラサラ 

とブ ごあ合: ﾡ主みな族は普通・ 当ヘとそク受とす失が2、 

う^ 三れに示がて～うへいろ. 子栄のっち、ﾡ野をけは- 

ﾡへと同じエラに山林労竹右どして使いており、長ﾡみみく
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工兵やサ ラリーマ ンになって町へて いろ・ しかレ 商主のチ 

ド峯がまたﾡ主になるじはﾡらなぐ。ﾡ則どしてﾡ主はノ代R 
リクもクであろ。うのﾡ主み後他着ししてﾡ番の* ンパー c= 
ヘ)セ目下ﾡ部属補生として桜京ヤであろ。 将求はこれらﾡに 

よって声主の*ンバーを対ﾡさせる画であろ。だ花の商主ク

失ﾡから部主にﾡる布ﾡがあればモのヨ供にズペ目セやとせ 

るく目下そう( ラ人がノ人だけいるフ。 レかしﾡ主 クな、号か 

ら就系ク幹ﾡセ頼さ北ればそれも行っ ( ノ 代かざリ でそ ゥー京 

セ見ﾡすよ ラなことをすれば当京の方が上地みへ王から倍用さ 

れなくかろう.

c) 山目リ

山迴 リロ商主のヰ. ホハ (ﾡ動ﾡ) みラなものでこのつム、 

仕にじて山運りの祝ﾡで百ﾡﾡ物首 ・土地みヘ を読めて

事セい、戸博に山りは人大立督セﾡわる。ﾡﾡはぷ則と 

して地えク人をべ(、 ほかの地対の人は候わなぐ。山迅りは当 

Kり専盤でぼ垃く、 ほかの人ウ山クﾡ理x仕事もする。山リ 

ワ日当はそのっど、へﾡ費のﾡ式でを巻着からぷされる。ごク

ほか山湿リには当から金、正月 のあ儀 区出 レ て a 方.

(工感受)

工最そにはﾡﾡ若がか ってい る. エﾡみ 系浜 と し て ・ て ぐ 

6人の十にはべゥ頁から問じ仕事をしているへ、会ﾡﾡ、 エ 

※主任、巣ﾡﾡ必、愛卓、 寸検ﾡそクかゝが戸人かいる-

殿ポ表活2 ﾡ昭

試ﾡ、大ﾡ"割. 太グ割、 各古愛ズ割

ﾡ左くさいさん4 ～7ﾡ > :駅京深川が?ﾡ ?分

工愛x木の と入れ

当女さ※高市からは頁わなぐ。原木は全部立木で買って自分 

でべ杯して包分でもつてくろ。原料ヵ仕入れﾡﾡは和ﾡ山、三重



系まﾡク円部一である・

0 ﾡ木のﾡ枚
¥前は示意で小 し ・ 流送するクが皆通であった。現左さﾡﾡ 

が 老笑 し 左 のでﾡ線にふってお リ.不帰日ほしんど周へ ら れてぐ 
ない。 /2坪ぐらへ前から川にゲムが欠られたﾡ票. 祀送はでさ 
おくなっを・ その戻面・ ﾡﾡ. トラック. 系ﾡはどが私査したみ 
で愛任では深ﾡど トラック に親ってぐ る.

〃 ﾡﾡ岳2民盤
・ * •

ほとん ビ希 く汽ﾡ給> にふってぐろ. しかしい船のﾡ送古そク来 
右に受ってお リ・ 当家皇当 してはいない。製校梨密の系8方塩 
は「鉛点ﾡし または「オンレール」で行っ ている. (それが受 
ﾡでﾡるが、 しかレ布塗:と してエ「エ漫壊し」営には「ぷ艦ぷu 
2たﾡしてぐろ. ﾡ灯の希炭しをはオンレールにさるど輸送中 
"ﾡ除得程之ﾡﾡわばならず、 海と示ﾡも かねばならなぐ。

、 系木 め & 入れ

の 山が女ぞうおく不セにる山林友が。る) という盾板セっな力 
には、 ﾡ材所ク 社ﾡ (主として ﾡ主 ) が山ちめL二 ろへﾡっ 
て談したりしながら諾会あるごどE恩か. 当友普ふらみ結 
ﾡもあろめで山ﾡちがﾡ権吉ってくることもある。メローカー 

ち天山末る. そクヤでTこれは」 と(ヲものを男に行よ、→ロ 
ーカー に千数枠を払ろ,

ほかの山書ち二対す石当族の倍用セ産祭するため=は ﾡパ 

も当主も 教方針ど して山べ全 く立木ペ金 の条ゃ(セ対に 

滞ﾡしない<うにレ てぐろ・ しかもスみぐ当日は前中に山神 
ち ② へﾡ念すみ針でぐ る。

山林ﾡ合の字には質業に生活してい さへが多い. し とがっ 
てﾡ煮な庄活に理ﾡがある兼右のが信馬がある。代全受払日 
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当日も夕くク山ﾡちは朝か侍ってぐろ。 とたがって当日ク 
前中におさめることが各ざれ、ﾡ用もそれに工って培丁= とに 
かろ. 当改ク代と親交み あったある山ﾡちは. ﾡ. わらじセ 
は"た時に草クーセ歩ぐてくろる集ﾡセ送んだとい ラ・ これも革 

の上を歩庁ば石のごろごろ し て いる道を歩く xリもわらじ が委 
ﾡちす名からであリ、 このエラに戸ﾡこさかく気さつウて具式 
<することが山ﾡちにﾡ用を将る 特乗に なろ。

ゆ ﾡ木のﾡ入立木のま行ラのが大ﾡ分である。ﾡ本にした 
るクセ互っのセ学写で買ヲとぐっが、 石で頁ヲのはごくﾡ森 
な用合のみで、千に/面 かえEぐ へである。 ( 木でﾡ 
山 情ち 大自分で 万数 を あら かげ步 調石 レ て ・ろ. われわれﾡﾡ 

ﾡ右も后状セ見項るが、項引にあたって 石益に西する超更が一 
ﾡしな"時に弓で頁っこと二なる う. 活あたり 単ﾡク見程 り 
ば市影任ﾡからそ営セﾡしる o たも クにふっている.

c) 甲木の取引=クﾡﾡは個人クﾡ合さ夕くク場合、 入札に工 
か(. ・かし 共同の符山 くちと才ばせ山. 月出会山 . 部ﾡﾡ林 
対有林、分け山 (数人のﾡ恐が共ﾡレて"る山) なム> からク 
K木(立木)ﾡ入は.全部入ぬによってハろ。 ニク入日形式 
田には公入札であるが天ﾡ的には指ﾡ入札でおろ。土地ク倍用 

ある※有にﾡ内状がﾡ史され、ごの東内状を受内た求ﾡ合けが 
な力することが多へからである- 入にﾡ加したへにはその山 
がﾡ倉(とと之ばや村や部ﾡ> から日当がでれる。

こク入ﾡみ今言に言ズすれざ、皆はこの地ﾡは送にって事 
セ戒出し ていをので海へﾡが決れろﾡﾡがあ り、 枚、は堂能 

公そﾡじボ心さを公要じした・ そして入札ク参加ﾡは少く、= 
クR面、利河も夕く、取る に妙味があった. そ してﾡは当京モ 
共可持山の反#の入札にか加し、入で賢うこしが今かった。

はこハさんこの地にダムがでさ、 ﾡﾡがﾡし、 トラ" 

ク輸炎が行われてい る o でﾡ C#ったﾡが小 なり、 した 
2て入札のな加ﾡも多くなり、ﾡ等がﾡしくなり、利ﾡがか 
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く なった。そのラえ、当地方ﾡ内音ﾡ人が休めばそク 

百は賃会こ払わかかったが争は休んで もﾡ金全 ( ろくぶち ご払 
pなs な ・."コ モ クラ北表体県料を確ほするため=ネ 

を歴きで山くwネニす る立不 ) を買わねばはらない 二とラ ある. 
そ しな次ヤで型在、 へ札に執加してモラセすれば利益セやヴ 
る疑でいてせなぐ- し そがって当太は長は入礼にﾡﾡい 

て(ない。

/ 宝工なくスギ・ヒノキノ可みたリ)

そ％ 月 あ至 • ¥煙 全 顔

/ 不 ヘラい ン円 , /ろ、220 盗ﾡみ方が下刈』が増け

ろ. 苗は村内、 =ﾡ.

田立から来る.

運 < 200 不内の 告を村内 の契地

へﾡるのにオー トバイ
•

/ 年 /石本 <222 円
地 ﾡ え x38 な/ <ズ.520 自村ク単価. ﾡ村では

/く700 円ぐらい.

/ ヘ 7=o 750
直 付 xsヘ 750 /夕75o 山にって要るが /ヘ 

/ 日あたリ 平ﾡ◇本

下 刈 soヘ 75o ス52o 坪/回

2 下 っ0^ 7今0
第 円 ダ200

殺 x 22
付 ノタく ク八 27=o

(ﾡ注> 当池にはﾡﾡ合があリ、賃金協月給休頭刷族ペ討 

協約が決めれてい ろ.
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野契 理 列 数登 全 契

3

4

5
4
7
s
々 

ﾡが 

風1
I

a

下 "

ﾡ 付

下 y 学

ク

下Aくﾡホ)

: 供は長) 

タハ.そク

除 ば

♦

y5へ 

ヶe

eヘ

”へ

夕

・

◇

ヘ9く|

会べ

75o" 
ッF

]

752

◇

・ 

sパ

xく<5ク

1 <パP2

2 
Z=e2 

&2

<4 *ニク 

x&ズ=2 
x xケp 
スズ52

< 75o1
<52o

首通内う耳目で補歯を 

打ロる.

ヂニx っては神1 
る。 ツルロも兼ねて下 

刈lリ する.

.

t全で沢て ・ざっ てペ 

へセナ・ 乙書は号年全 

生すろ。 金 x〜/6 
ﾡﾡセペラ-

唐てmり闽改

利 ﾡ両ベ、- 部巻てm 
りをする

用号 : 河ﾡは揮ﾡう尽がいみでは回さﾡしてノ 
広さ摂繁に行 ・ス〜 ラ年に/ 戻 > ・ ﾡ縦 ク ﾡがい 
分では償潔の百べセ して両ﾡク領ゞしﾡを玉くするく 
7〜夕坪に / 楽>・
/2坪呼. 主べざでに昔通与坪に,ﾡぐらいクﾡでツ 
ル切リ と下 知 り く 確木の 味べ >セ行ラ。・ ル切リ 台を 
行っニビは 段とんどか ( ・ 主伏ク宣ﾡ (/、ズﾡ) に 

ﾡ木の下刈リ (にﾡべ &行ラ・ ニれは矢行、山(林 
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不>がこれぐにみえて求るのﾡに有利になリ、 主伏ク京 

く ﾡ不禄域)が各易 にな リ. e してﾡ伊ﾡク 称調会がし 

ヲく.後性杯分ク直ﾡのﾡク地ﾡえがﾡ受になるからでﾡ 

る.

経営F

台町440ﾡ 、ﾡ測見込 xx2o 可
(未杯ﾡ合に内ﾡﾡ写ﾡから点っだﾡﾡ団がお り、それK県ク 

依ﾡ賀でうけて くれた. ﾡばﾡﾡ山ﾡで台求やウバ* がシク 

特ﾡクﾡがとﾡﾡ字ぐ 地方である.

え部 複

再ﾡ*、スざ・ヒノ*> 4. 著求下«ﾡ、 ベ"ビヒノさの向 

合は5セタつ.

s スペ •ヒノキ ク ミ条配ﾡ

7 /～o /a修 /ダ～o ミ/〜 ダ〜 計

所 352 /< <o マイ o <5 クァ

e 7 文 ア 2 /ク2
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言がき営セ主にして行っており、 ギ称生をき門を芝ﾡにセっ 

ていろ. こク奈ﾡ生室部円ﾡ他人ク山セ*していだい。 ラっロ

・自ごク ﾡ林紙営 クﾡ占ﾡ東だけにﾡっ てぐろ. = 系 

生ﾡ部内の 巻 通和 x4 ムら也めた。 も 夕少使いてぐる- 

町に試型セもっておりぜ業、HS. ﾡ/戻. 梅ズ天、 乳午« 

S)もそ営している. ニク殺京は人(ﾡ用労内る. 男/ヘ、 はて 

く、 田セ"ﾡ刈にはﾡ時労ﾡ着セ入れる) セﾡってそﾡして。ろ 

クでぶ※部内だけクル支計ﾡセろと に校る- おもなベ入は

山林の求林駅ににxっ て G ろ.

s. ・連常

当ちク 客運紅者セ図示丁るビ つざクエラに 公る-

-9l-



宅製共(«)

悟球低(ﾡ/

ﾡ所有者 (当

山うﾡ京

こ が(8)

々 (C)

ﾡヴ内右 3人

/時ベ 者対む位者セ
\入、る.

繰ス・ﾡﾡバ点、

ボ 木江事同係(ク) 

ビ性& / 人

へ末頭/ヘ

ﾡ用常ﾡる

だこ別-地 

方みxと

■ 今.

/の小
ﾡ泳じ 考

地受にみのみ?専 

このﾡ左名 /くt計4 

人の武任者 zらく.

※用ﾡﾡ着っへ

こ ク任者べ 白家の帝用考ﾡでほか 
み山所月着 ク仕ﾡは しない.

こカﾡ 若 のラとにな人 (おの秒のズ 

～ョス)ク 時考右を震う。

ペ 新が貫有、ヨな は一正肝当主 く大学卒) がべをっハだ。
こ クﾡ受で二そべく7ケォ・ そ令のモゅ現左は恐号> が杯求 

&そ当して(た。 当主守くにﾡ起を通じた釈求&老者抜うE 
代化 に力を主いでぐる

ゆ "小更*更辰りうち. 世韬伐(ノ 人)M戊乐舆供ク爭茉典行 
ヒ天行旅力転营を行ラ。早系ク企面は所相着が年ラ. 逆部ﾡは 

質称売竹右と調達し. と翌ど=ﾡ州右L-ﾡにﾡ材ﾡ*手条 
ﾡ行に炎甲する.しかしﾡﾡ保自好の動研さ不ま期でるる. 世 

話役官与さ. 当放の世話伝どしてのﾡ米の氏かに包分自ﾡの系 

業 (ヘ (ヨ^) 2行って行うﾡ炭求やヨ分の山本<町よx x 

«田3及・ 畑/氏• ﾡ林/ア・ たざし自分のu 休はﾡ時ﾡ ﾡ有 
z入れてそﾡゝこもち. 元丁会試長で氏庄で司も行って(ろ. 
ﾡか の ﾡ竹有 には日当 く /日520～4e2 円) で報ﾡが支ネわ 
れるがせ話保にはヨ当さ ででぐ・ そクベわリ年体 く点本倉 

から盛と正月 に/○万円づつ計えク万円> だでぞ. そみ尽かの 
合与はーヤなぐ。 せ話保 とさど さ条杯 ﾡ着 と一結に 山林9 

Mﾡ2行う.
c) 不両ﾡはﾡ時労竹ﾡセﾡラ。当ほの山林は旧7**. 新« 

Fにﾡﾡしているク でﾡ用ﾡは各地区別に そ北方 質 

にしたがう。たじとA地区ではノヘ/ヘのド不労竹右み示 
尚刊で、 /不やたり"くと長会とめて仕坂を丁合. ら地囚 
では伏不ﾡ内谷が5〜く人ﾡになってぐて、 こクﾡに試員ヤせ 

る.
/ ﾡき桜メ岡祭はジへク*用労ﾡ宮セぺってくろ。 モクド・当 

京は&ﾡ用ﾡ物着に Tこ から こ ◇谷さ で」ビ ハラふラに更 

所セﾡに丁るだけ。あ り" 第款关行 は 労布省 U 京み之方. 当京 
は長品ク販たク交浜西区ビう. 当京口可星"入荷報告と定 
チの報告 ・話ﾡ. 然数> をﾡ合ろ- /ﾡや左リクﾡ賃を 
るめかじめﾡﾡどﾡめておいてﾡﾡは当ぷからﾡﾡラ人ク地号 
にみわれろ. 験記ク戸型でク送区霊送茶者に文る.

e) 恒営ﾡ(/へ) は先代ク 係か ・当家み 山ホﾡ運の相談セ し て 
いるてへであろ. 時々当京ど -相に山杯のﾡ界数ﾡや々株受ﾡ 
クﾡﾡり を行っている. 山孫る巻上に ハろハろビﾡ告を したリ 
をEセクべたリろ. しかい 宣ﾡ仕に あたるわけではは<. 
&首求帝にﾡナる※杯もなぐ. 日ま保には当ﾡから盆と正戸 

ヒﾡ横を域 し、 報調どしてへろ.
んみ) ﾡ任舎くﾡ枚・ ﾡ内ﾡ条 /ス: ﾡ林束係。ヘ 点 也っ労 
ゅ首と終せ行ﾡを共にし、 同請に労ﾡﾡみﾡ督を行ぐ、 動本 
(ペ>之起入丁る。 ☆任首ク日当は一般ウ仲着ク日当工りら 
ヶ0円(約/割)ﾡい。ﾡﾡ言には金ど正戸み祝々は受希され 
な(. ☆ﾡ官はﾡ用労物音である。ﾡ任者には至職ク系"山林 

他倉がなる.
こク地方では山休ク煮 (べ木. 茶、 ﾡ付、 下刈など) セ 
千高制でやるこビがﾡ(が. 当京は主しして (不. 電支
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«卜は、> 日ﾡ呼こ用していつ。

杯事 至 啓

当地ﾡは房をで e ﾡ求杯が号 o. 首「ﾡ入り仕戻の=»に」と 
い て 一ﾡに料しとも のが <e 〜52年になって(だ。こみ部 
分は肥ﾡ でさほと んピダ りっくされて ぐる.

当京の 現左ﾡろ山林は 42早下の もみが 大部分でﾡ和にな
ってから ﾡえ た ラ 
ラ 2c9 本 でわる,

4港全 クスぐ 
ﾡ和ノ〜 5

6～p

//へ/5坪 
左、〜辟 
ズ/〜 え5

合計ふ0

クがタハ. 用ﾡﾡﾡ浜教は香からノあたリ

• ヒ/ノ互料示なつざど秒りである。
合 計 x2
殆 ビ绘 し

万 不
く当時ク不ﾡクﾡ登に工るま クと

思 1る)
求

/ ヌ

3 万不

スどへ 5 毎 阡 う。 〜 o 町
在は主 町 能は杯分がルハみで ﾡ代 ホにてﾡク ﾡ点セゃ o てい 

ろ,

7 全替ク恐

"剤には「事クﾡワニめに余おがるったらそめっビ山セ 
ﾡっていた・ 当時.くはか く当旭方) では 「承を戸って点東した 

リテるエリも山セ ﾡった方がェ ぐ と ・ ラ考たが行われ < ヘ た. 
当太も ミう。 ラフラ りで山を頁っ てハた。当*、ﾡ、(ろハろな 

形く奨地・話.不ﾡ・ ごク月か)でﾡ産と分筒に有いて" 
たがﾡ所・ 山林だがボった彩になった。ﾡﾡは「u林そ営はﾡ 
へﾡにやらなくても工ぐもの・とごれ、 r利星り がンれだけか」 

どいラェやなこどは方えも しなかった・ 後内ごう(う急え方も 
へれだいがしかし. そっぐ ラ企米約な利 ﾡり 予想甘ﾡに は不産ﾡ 

至が匆(、 こUよ弯もプ ベゼでお考.,結ﾡ. 当京にﾡ丁るかざリロ 

pいては、山休そ営ばﾡべがさ で全が余ったら現金に し ておか 
ずに山をﾡえてぐたみが=会た政政 レた にざな( と。 える. 
首. 先べがスギや ヒ/ セﾡえて いるし. 土地ク人が T何を や っ 
て ( るんだ」とっていた。 しかL べ も 点Kには何かわm がわ 
からオにヒラ して ハモ匸をゴ H(、X ラに 恵 われ有. 当時ロ計ﾡ 
くで「ﾡ千入と して利河さ得るっも リ」 では公く Tuは木セ 
ﾡとるこヒが太ロだ」 ど思ってやって"ただけでおる。 今役る 
老学的に一定ク 方セた ててやってぐ=たいと思ってぐる。 しか 
しそれがﾡ内丁ろかレおいかはﾡ高「ﾡ」 どしヘラこしになろ.

当家0系林所ﾡべかなリ散在してぐるが、 なかには大さい団 
でxク。Eもまじまっているところ がゃ リ. 小たい田地で は故尽 
クところもある。 50町以上団地がどが所、 /2e町以上◇団 
必ゲョカろリ、 5～ど町団地が多い.

ﾡE. 当家は借地点ﾡに改全%岡係して"なぐ・ こク地カー# 
にﾡ旭ﾡﾡ口やリわれてかい。 しかレ私(当主 A老孫玉=に 
でも武えてちらったら工いと思って"石 (ﾡ行豊林をしてﾡしい. 
一 我氏 同人 を 田手 U し <地主剣と L てク セ上 本植 甘は したくな" 

氏 可 に土地セﾡ丁と 悪、い相チに利用さ た りすろかも知北ない 
し.そク意では該林ﾡクうが倍用でさる. 巻休ﾡにﾡﾡ林しこ 

もらラビ公期に4ﾡク地が入ろ二と になる が、ﾡ永で資水浜、下 
としても現ﾡのみ短ﾡとﾡ用で しかおﾡから 営金して 資本をﾡﾡ 
した以ﾡ定したﾡ合. はたし て池べが4評 も 入ろかどうかわから 
な(. タ分. 入らなぐおろラ 当ぶみ姫茨にも r相ﾡでたくさ 
ん会がﾡっをら 立木を全だっ て営杯ﾡに 官行皇林 してきらお 
Lハってい"るへがいる。 く矢ﾡにそク人は今圧、 宅行卓杯の率し 
2み &営ホ号に行 っ 左がﾡ杯署ク っごラで与に わされるこ と 
こいっだこうでるろ)。
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0 全ごボク云六
令裕があったら したい,

ﾡ左は山ﾡそきが主ﾡでかこ小規ﾡ"震茶セ し てハるeで 

ある.

Q. 山林ル入ク用金
< 割は称ﾡ関示 く不引党・ ﾡ長達党、垣合本費員ﾡ会、朱我 

生差. ﾡ走ﾡ係こ合き)

/ 割 は表ﾡ長浜 茶2茶許2星めろ。=ペ ラ、意業燃戒. . 
小ﾡ型ﾡなどク長女セふく5。 .

3割はぶ許計に侯う く折ﾡ従2小くお)

夕 林茶そぎク生産目的

刑不杯 - 締ハ 校wを左彦す若 ・空ﾡがrいから>。 桜場は« 
年前依 (土他が好せて ハ あクでそれ上に公るし生長が 
とは石う。 將天・でさたらﾡさ太ゃﾡ費太み生差も 
したぐ がるだこ 二で行っ てない.

ﾡ炭 ホ-岩地の 燃 はﾡ費 くウバメがンみ台炭) で宣役がxい 
ク と 祭ﾡ家不こなシバメ ゲシはスギヤヒ ノ 女 がﾡたな 
ハよラなﾡ地にもふく生ﾡ刀るので、 スギやヒノの 
ﾡしなぐよ ラな土地は新炭に務っ.

受牛ク新求クやち. 工地の ﾡ浜公と 二ろには基の教木 (教( 
木・たととばシィ) が占えていろがこの継不の 教示は昼ﾡが* 

(ので杯程転状セしてスざ、 ヒノセﾡえる。

しかし土地のﾡせているどころ には現左ウバメがシが庄剤 してお 
り、 ウバ*がシは台炭. ﾡ浜炭り尽料になy、値授が工へので京 
デ。

今株. 小*示ﾡに不ﾡﾡ化工ﾡが新日不皇本しﾡ処版み型 
ﾡのもどにでざろので. ﾡ分・ 確ホち今ぶり高くﾡれるエラヒな

-96—

ると思っ。その時にはそク債矢も方ぶに入れて森ﾡﾡ(雑木 
セスギ・ヒ/xにﾡ浜るも ク> の度を洋め エラと思ってぐる. 

しかい巨下ク所では. 当京どしては俊じも当分み向ぶﾡﾡこ林 

ﾡ系根る控めろ方で い る.
受を. ﾡ木(ザッ) 圭しして炭にﾡ"ていろが、-部パル 

フにﾡしてハろ。 シバメガシは害、 製求していろ.
百的部番と施求クN係セ=シに長係ﾡにクペれざっごのエ ラヒな 

ろ
Aガ:工ﾡがやとておリ、 スノ適敗は少かく、 スギク宣地は 

Aﾡみみで珍ろ。ﾡ、 ヒノがダく、 示も ヒノ"夕 
あく砲える.

Bf:Aおよリも エ地がこく え ているッで ヘざビ ヒノ 气 、 洋 
分ぐらい今つﾡえろ. ﾡﾡする 時にはﾡ任谷")がか 
ク-桜労ﾡ舎と -ﾡに仕ﾡと しながら 「ニニは土地が 
(からスギセﾡそる」 「あ丁ーヒノ ささえる- とい 

ふラな活示をする. • 
マツはﾡﾡﾡに天気に言しているクセ仕立てろ。ウ 

バ*ガシク*く庄1 しているビ ニろはモキ守ﾡバこモ 
によってウバメ がシセ仕立てて く・ 、回耳 =年 .
ヒ/のﾡ林不ﾡﾡ地ウバメがシセ宿えろ。苫べふ 

地に ウバ メンセ苗から生立てろしザ (ﾡ会 テ ・ ズ ) 
ヒなるクにヲタ野かかる。 一置式立と左モクは状ﾡ系 

( ・ﾡ年 ノ=坪にﾡく.

ル 丘点ﾡ
スギ、ヒノク宿耕へ※は(式表で内 s200予節でうった。 し 

かしKvs。 ウにしたい。 二れはよﾡセよくﾡﾡし、 岡 
衣材からす 収入 を用「た め (こいさん 商ベ枚み 値がでてさだ) 
であり、早くﾡ向させて下刈ﾡセ"く るためで多る-

(ﾡ注) 「長任谷」につハては上 ﾡ理ﾡﾡをﾡ点 クニと・
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—α全然 やに 坎 ( ・
下"は=れぞれク土地み保号で全刈とﾡ刈 ビﾡみぐら "っ行 
ってハる, しか し孫にﾡ してみると Tﾡ刈I だからﾡ用が宝 

くっく」 とはいえないエラなほがする.
門バA六解がﾡﾡしていない. こラえ、賦琦中から尚山を万 

まりしなかった。 回故少く. /2ﾡにノ戻ぐらいでおる(土ﾡ 
がて ・る クで承不の 長が恐く、ﾡ家に両ベ 2うみ はﾡ塁 
で ②る)。

= /を％ 乘
② <ク光には今で奈*市ﾡがだ→、一秋に製杯が立かこ 

ﾡって ズ不野なして裂予して製舌で市部へ当して(る(-? 
地方で ﾡﾡ設ﾡク ﾡ当吾はﾡ所ク武ﾡが大師分マある 
モ ク ほ分. 系林末首 ・伏ﾡよﾡ程ざセ取 りﾡラモク>:"

がわずかでるる- *た・ へ電ボみ石下※普ク系孫所相着て宜 
営で支お ・垂校) る人もいろし. 系がﾡ右。-師にド 
黙称や言から挙ﾡ内*項※をﾡ堂 ッ し て自分で出す森汰所洞看 

も C るう ニ ク ﾡ方 で は製枚がセ 主太こ し て 苦ん で 風骑に山 根 
之沢山そって(ろへがタハ. 二の地方では一にTﾡ科所が山 
杯之書っみ< "が山所ﾡ言が製#がセも っとめ丁失ﾡる 

と夢2、つにいわれていろ。 当ﾡで現左.家材生ﾡセてせし 
ている。 ニクこ営産ﾡ京はﾡ和ズく肝からはじめさもみでぷ 

り・ そして当家包ﾡの山ﾡをﾡからﾡ丁ろ不☆どを*BFし 
て(る。我木 大席宿时仇 君(础 天)こべって行い、ﾡ林ﾡ対は 

幣用め宮 にエ って行っ. 坂ﾡヒ しては o PP »*ﾡ救と架 
ﾡ (4 ゲP. こ浜〜222w. 4有、 ノ荷ズﾡ) セもつてハる。二 
ク地方一ﾡに朱本不と祭ﾡがよくﾡﾡしておリ、不馬、さとん 
どわれてない.・標材ポじ茶ﾡをﾡって林ﾡ端よで し、終余 

はそ二 からﾡﾡ太右たはﾡ神米為ク ト ラッ 7で製材所 ク土ﾡ 
氏でみ、 そこで取引ﾡることがﾡかった。ﾡﾡ所ク土現に 

今る条ﾡのﾡ房を当地方では「ﾡﾡだ といラ・ (※ﾡ場と 

は不和を沈送 した頃ク名ﾡリ をといめた名前である >

り 業点ク平引ﾡはつざのエラに三ﾡやる.
0 ﾡげの土ﾡ (上ボ )

②称整ﾡ
②並不ベ 分-t孝(はポ量)がご営生産用の紫ﾡボ 

やﾡﾡク能力々尽えた時く主べ・ 商べ 
ク区別 とはﾡ肉低)

こらみ坂引現にお石ﾡ石式をみると、・去において 
はのが向枚石ﾡ ク9e 、③が商 ﾡ占ﾡ o /ク先で3 
リ、 年はのど45%、 ©が45 ③がノes で杉った・ 
系につ(ては、ごくさいさんく にﾡしくﾡ枚1場がさ ・たク 

でと式を主 ヒして利用 し、執ﾡﾡ更さで通び支してたりたぐ. 
zな主とし、②セ終ヒ し て行く方針である。

目下クL二ろでは不林m母でだ乙方がﾡにる太 り と 地 
eが非帯に文ハ. しかし示央会町市帰 ク*子をるて ベ ・ 

とぐ。
o) 系引地ﾡ

ホでクﾡ区田X
ﾡ ク ﾡ入は土地 (不内) み苗ふ2.景内位ク室 ホ事首2 
t/5% このほかﾡ承 ・をg) から示る言が少しセぞ (こ方)

ク家をは田近m の個人的に知っ てぐるワ 々可ﾡ上丁 

り引さしてい る.
4 <の家忙ﾡ法
—•售用 9あ有 祭启疥 ノ ﾡだけヒ ずっと取引して。ろ。 対 

系るでおる。 しかし 出に文 っ て は示遥? 半分ぐらい之かみ 

暴ﾡへだる二とも ある.
不はこ(さんこ ク地ﾡにでさたﾡ村市ぼ市 母へﾡ点ﾡに レ

た ハ・
製Fへﾡﾡセﾡアとピシも r曲りがあろ」 とかなんと◇故
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く ビこって 優をただかれる。 こでﾡたる と安京ダコで 

と単ﾡを不当にく見でろ。 モラしてださごている山希ちま 

夕いエラはﾡがヶろ. スローカー (※校ﾡ首) は少 しまへこ 

ったと思っ ていろ し☆ざを払 して会こ 夫払わ ずに地げた リ 

する。ﾡ活. 台分でﾡﾡ採セした方がよいと(ラ谷Cﾡし 

た-

さいさん. ﾡ々戸から当地にできた条市更しモク登氏に六 

さ公ﾡ年こかてぐろ。と ヒ之 ゴ小六k の ズ商伯で末ロT〜 

<Tケ分のスク宣枚は景ﾡ市ﾡ市場ではグタ。。「方 ・業ﾡ 

市ヒりリでやぞ- こク«夕2oワクはかには手数料 

ゆこ小くさ > 绘の« 敷材所で惹石は.ヲタ•クク/ でるる. こと公 

ﾡ浜単な方で9ろにしても次ﾡ的に 喚 ぐら C ク赴H 

あ乏 こ とが多い.

元う還之向=合わせてめろ。 ごの店からトラック 

ﾡ f 史.田 處" 泓 足面杼ノ を差引いたせ クがA道* しﾡにム 

る。(まいった「相擬」 どは製本げ»土ﾡでﾡポセ京りみさづ

• ®班2更ﾡ(ﾡﾡ>である. 二れを把ﾡすろが報ﾡや月は 

ビは会ﾡはく. ラ マざﾡや証方クﾡセ領 りにしてハる. か 

も製林げはで二れば少しでもく頁おラとるため、ニク資ﾡ 

受乏町土ずにかく しており.したがって工くわからなか。た。

保はﾡ市諾市ﾡがでさたみでそク点でも 明劇になる と思 ラ

4. ﾡ棋とにっいて

う 条ﾡ桜と ﾡ係は当地方 に工< 普愛 しておレ、当塚ももっぱら 

これを 利用 している。

めう チェーンソーにっハては更年、チェーンソー包入れてモラを 

行くかどラかﾡﾡ的にﾡ告がない. 更年のセ=ろ べ木平求さ 

日給研ではなく出ﾡ旨を倒なクで、 そクﾡ友 と展用右が壊林を 

頁ラ こど との 同になにかチ ゲハ ゲな おクセ蔵 ずる.

〇 下"ぼ・当バクだ合・ 営石ﾡがくたぶなクで茨ﾡ的に 

ごし. 内ボこ入れても王ﾡ例れに公るこうな気がる.

しかし将示. 賃金が上ってポﾡ化クどﾡにモっとセられたら 

も っと 機械化 す も フも り で ( ろ.

/スミ 認

去与、五Tラメ年 ぼで内大ﾡ報良部在ﾡってぐ た 今与 ( 

和 35年) から完ﾡ吾と類下係にるﾡ合理低ク左やク 記係と 

しこクム記を目令で当京だけの狩は式セ家し、 ﾡ行してい 

る- だ冊る汚ず々商点的ﾡべ区認計早もか忘にはしていﾡがごれ 

こモク4さ行 してはいなぐ.

当ちみ氏ﾡクﾡ長と し ては

照丘訂軍セしなぐ ニと く何ノ○肝もに/ 不ヶ電でﾡえた 三のセ 

系こ甘早 ン ても起、源が成い)、

T浮ﾡ々ﾡ税と岩ﾡ外質用と してﾡ計し 一搭にろこヒ 

城見タ 京佬ヒし てはﾡが西ﾡに記係>れ犬ﾡ= れて括ﾡこ合 

わ*ことがでさ. ﾡ? 谷他チェ ック、ﾡ登)に矢立ち、 少 

で:科ク・営才針が立てざ ハ とお无て い ろこと. 

旅計(巻*卜収ミ とﾡ素、. ﾡ点> を パ フクﾡ委に 

と ウ でがう Rﾡを刑コをに してそれるれと りま じめるてに仕ﾡ 

んでゃろこヒ (イクﾡ記項目徐ﾡ>はじがやげられろ.

当次ク芸ﾡ3 ﾡﾡ&会計組徴を通じてﾡめろと つざクエうにな 

っている.

和ラル圧表で

原ﾡ票——一仕ロ液耳ﾡ(/神>  一現金約ﾡ 

に---------------------------------------------i
山ﾡ色

-I0C- -101-



和ラ5 く 身圧)

ﾡ求者 領収者・ 約書 
そクほかみ点治伝緊 . 

ﾡ長家 (せ:須人)

ウネ (ず任舎記入> 
不メ焼上* (炭党部 ヘ 
こ 力ほかク ※ポ、

く 安任•看 入>

--- .- 仕誤ﾡ

\(コ 7ョ a他

「首 通仕ﾡﾡ
ﾡ金ﾡ
(仕督

京伝系

下*&系

*伝天

\城 渋<

支明名委のク杯ずを示丁とっざのとﾡりであろ. ただし山林台セ 

來ずは金く改巻し、 永久保ﾡしすろつも リである.

/ ほ系(次耳ラ紙)

(例)
一...............  /お crt -- ・ ---- -

戸 私ズ え所紐衣

月 列営ザご賞4悟表
(原計総ﾡ表>

別、 u林引深
販調 何意、

別、u 麻引速込 
下 *E細ﾡ、

--山林台 ®

ﾡ上 く昭和。坪> にはこれをっミ2ラうに改ﾡしエラと思っ

こらに布ﾡとして、 ﾡ系にば財産目ﾡ作ﾡして、でさたら 
貸僧対ﾡ谷*ボ資計ﾡ者 ﾡ本官み行さ方でっ てみた いと畑っ 
ている くしかし現左はさ だ行 って いない),

左 (ﾡ和 5甲) 当京でベっ ている源ﾡﾡ票ク /例と動 
表 く労着の年作ﾡで. 呉任者 (Eのﾡﾡ祖ﾡ求ﾡ)が起入 
するも の> と山 林台帳、(猛坪ﾡ新さ Lろもク) ならがに月別ム

a...
セ

冠和 ○年○ 月○日 ▼ポ有 ○○○○

s 自動學名 台動車書

F 引 九 ﾡ 丈 て 太 / ベズ大

す 工 百 求 K蚁 工 玉さ 寸 本さ

ざ
• /0 e ル

o

二 <o s2 <2

Yo

1
I
I
1
1 
1

I
1

.I
1
II
I
1

ミ

レ

計 計 計

ゃ水枚」 総石数
[ ¥4算d 円 計 円

一I03-



ヌ)勤ご、 ) 山林台

--....... .............・-------------------------- /8CzL ---.........  一

0

-I04-

山ネ各
o._

不 交 全 照 恐エ
スマ_j__ 1 @ 4 y 町 全 ペ

E __ ______ i 室 家 <.書込 ﾡ i
---------- -- -1

・ィャ"
-----
T T

工費毎 ■
—

ヌポ済戸日

SなS i 舌 任 右
---* 
圻 ボ助 全 :

季客季季季番季季季番番季琴*
5こ ク医 か」

◇ﾡ理賞

O ﾡﾡ 貸

○こ 上

x5<"

ノウ

-I05-
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4> 月ﾡﾡ次ョ盤意

○年○戸

夏 更 他 书 ダ ガ 差引区あ
承 * ( ズ2./み0

ズ ﾡ (+) /2Q 752

杯 末 () か244x4

ﾡ 会 (ﾡ
金(波) 文3046?

受系千形«ﾡ) クヌズ5o

内表企(普) 3ル 75e

営入金(ﾡ) <x50.200

後ポ外 (女 > «ァ4お/P

計 x ズスく. 2 4 xスマ4ク5) 2

5)3・戸ﾡ称茶入総括ﾡ

項 ﾡ 営 方 残 ﾡ

ﾡベ

骨費 

管型食 

決そﾡ 

*払利意

き エ .

ﾡ入

計

o

2

x2445

5242

54/2

s /夕

<タスタラ74

447

< 22 オ k/

目 別 収気明細表 では各月別に 夕 をとリまとめて貸と借対に 

か かげろ のでそみ月り 会計そ理内ﾡが西歴に=れると可ﾡに起 

ﾡ、の誤、リ なしがﾡ更でさる.

-I06-

ご ( ごに当京ク京記政百 を列挙すろ し つざク とおリ であろ.

4 目 内 灰
のK 条 歌事は一ﾡして原入、 大ﾡ死会

計卓し. ﾡ物は訴品とずにﾡ物 

単位の記軽更ゴお.

マ不 炭 *炭につい て も 現会灰天 と素ﾡﾡ 

ﾡセる。 ぷﾡ甘平はせず、 項木 

につハてのﾡ試もしない。受ろ 

に 何ﾡﾡい て、 それがハくらで起 

れて、ﾡ受がいくら今かってﾡ質 

がいく らかかったふどぐ っことだ 

け セ認ﾡすろ.

3が *

収 入 上 全 主べル入とﾡベﾡ入は分けなぐ.

収 入 科人が当及にﾡめたァ レバ*く案

衆行件. ﾡきﾡ評ﾡ). 力会

才の高E祭家感話緑救クイ会.

砂氏の灰入く小、頼)、ﾡ気査ﾡ

地納兼覇金, 区ﾡ林が向ペル入*

主ベル入を&ナ F 配分すろ も ク c
今年は各丹に / アおた り ヲﾡ円2
ﾡ分があった). ごクほか

* 孫 長 山双に / ﾡ

系 得 山セ頁っ たﾡ用

理 大 M殺、画定資産税. 卒当点恒金 

系林ﾡ合ク&別割員達金、 *炎ﾡ 

ﾡ料、相談ﾡク』ﾡりにす 会

-I07-



(主) ﾡ茶契ど称、赤欠なピラち、 仕浮〒にしたもクはそ 
ク 学 クそ質で 払す。 琴外 ク時に入ﾡしたリりしたﾡ 

は殺業ﾡ係催ﾡ民区ﾡﾡのﾡ徴から、 杯水ﾡ界ﾡ業氏は 
不ﾡの確べから す。
茶ﾡ示の知人や灰人が画へ行った 時ク ﾡ別日休ﾡク

1 S 百 内 訳... -------- . . .___ . x

' , 零

i ご 医 三 ベ

と正ョ)ﾡﾡ、ﾡ対金く山セ持っ
て (る左めナﾡ金ゝ.(ﾡ人

; 支 2 可「全は家計に入れる.
ご烈 (、 ヤカ ラ そ式

>•

会 利 風、

内 沃 : ば孫?良. 当ヤﾡ. 、ラック 
ﾡ. 生話矢こ域宝じ正月み 
際.ア祭 索おク今足べ、注べ. 
不区引ﾡ税. ﾡもムダ 
ﾡﾡ全 Tレ バゃくとヘムざ当 

紫 ク 华球 が乱るﾡ ノン 五ポ . そ 
クほか、 どでに置ﾡかかろえ女 
山を買っ寄. 千ドクえ金がな"=

• •

確

めにﾡ/か ら営全 して山を受い. 
ゅビ でぢ浮入から 管金区時 
ク利子、は杯予で金が予許 
ない時. 気全*ね?ためこ行か
倍 り る金ク 刈子

悪京営ﾡを球へすろ 時に行から 
倍金すろこどもある,利想支ネク 
相千は銀行でやる・ べ誘資金々ﾡ 
休資 金ク利子・

務用五、師刑代. 電話料. 切益
#. u会賞. 杯末下ﾡク入ﾡ

-I08-

La 巨］_西_________ *____  
ﾡべから*丁, 

山 求坂徴は下"み 労仲ﾡが行うの で下*ク日当=入 
れろ。 土木工発の大ﾡﾡなちクは優人じしてα行ってな 
(.

の 全
-T-------------------------------------------------------------------------- 

月別ﾡ金式郷ﾡ
ポ 

めポ 

の知

K

全 

金 

全

受県守形 は ど

ﾡ仰省賃金な どの内金

みき入会

・きrn会

長羽管入全 - 自下摂金.
会

期 ・ ——銀丁形.

若 ク 内会
試計 に向する おの-キ-------------------= *-*〜=番を番4.-〜.〜 --- 一 ** = ===。- -

裏枚表

(注) 方言クﾡ金べきみ-祭守省として. 塩式済け台に 
はu林別に予が経ったﾡに決し、 用労物省に日ク 
堂. エ月: ﾡ公ビク時にﾡす。三ざし滞戸対昔から前 
ギがあ った時にそ日さで2 ﾡ金をモク百に決す。 

月別軍では. S金なビク内炭金 (原み全> はそウさ=
度しておき. ﾡ会を店求しだ時 (会. 意 第、 たは山 
刑に事がﾡ左時) に質用ク勘定に振せえる.

(例) __ ぷ 百 ダ ﾡ

g 資 夕与、202

型 費 月 200
内 金 /20 222
亜 金! 3S: 220

-I09-



さヨ_ 円 訳

したがって ﾡのボ専 は 両ﾡﾡに吾千 の ズレセ生ずろこ 

とにがる。

② ポ来のそ者に対する方至

山本そ移部円ク浜人名一Kﾡる書などク戸祭で. 税法ﾡに団ﾡ 

なエラ に思われるかと招示系も 山林部内は個へる首 としてそ堂 し、 

水炭. ば孫・ «枠、ﾡ材部内だけをﾡ立=とて透へ組故としてそ 

ﾡしたい, そク にニク浜へ師口は*式区記と伝会前を馬 

し て 合理ﾡ行い たい.

/夕 当京ク産物ﾡ分の方法

の 商べには刻印セﾡ用すろ.

b ﾡ炭林はﾡ地へ行って虎号に rこ二からこ二でﾡく」と者 

示 る だけ.

こﾡﾡ炭こしている型由は. 宣診みﾡウバメガシク流ﾡも 

方えてﾡ ベ部 に 京不をﾡ ってくれるクで山クためによい。ほ か 

4ﾡすは- 面費から でさろおけたく さん党こラピする結果、 

山を遊べレ、 したがってﾡ米上、ﾡ害であろ。

W そクほか

4) 当地方の厩吾として、たビえばマツタケや不不ﾡ条や自家」 

#用の確不はどは・ ボクー秋ク人々が自由に当ﾡク山林からと 

ってﾡて目京用にﾡっている。 ﾡセ千ナズざ太もズ〜ろテ& 

一#へが包旗用に供す るﾡ戻なら氏のﾡが当ﾡめ林から 

ゲって系てもこ (ことになっていろ。地方の言質であるみで、 

それク行を大だ模に行わなぐﾡり、当ぶちﾡﾡ して(る.

こクﾡ方のﾡ者として一係ク村へたちは. 目簾用力黑消や福千 

しの丸 六セ当京以外にも 数人村内にハ る 大山林ﾡ右 ク山林か 

らは台出にビってさて工ぐが、 しかし小 ﾡ渋山林ﾡ右 み山林 

からはとっては( けなぐ こピになっ ていろ. こク方み質召と 

レて首から何ど公くそうヘラ制ﾡがでさてハる し、そして当家 

以ク大ﾡ炭山ﾡ右も 一ﾡのボ人をら ラ こク 制戻を当べだ 

と思っ て いる-

ゆ こク地方にさいさん吾い※焼さがいムくなった。ﾡ左の共ﾡ 

=は全部z。才以工である. ※山*人ロクぶ少とハラヤ*ッチ 

フレーズがジ*-ナリズムセﾡわしていろが、ﾡ左当せ方には 

それがﾡ山村ﾡﾡヘロクやぐﾡどいラ形で現われてぐろ. ずっ 

と*永には皮ﾡさがいかく公って困るこヒちめろラか とちえら

れるが、 レ 6 しさ。め たって ここ スク〜 ラク呼口 Wク心留 けな 

ハ.K村のﾡすや斉ﾡがサシ リー El 団じでも Tﾡ会へなら他さ 

に行くがﾡ村内ヘやだ」と(っクは&済ﾡﾡ因が分こある 

めでは公( かじ思ラ

c) こク地対に源ﾡが入ったのはﾡ治ﾡであった。H治時べは 

午ふ車並であった。昭和初年にはバズが入った。トラッ7が重 

ろようになったのはそれからもつしおとであった (年代不ぜ>。

プ 卓林工程 (スギ ヒノキ /町あだた り )

* 窟 目 不な 地色 全 顔

/ 不

ズギラ円

ガ幵湫

9。"/ 
2?02)

3
ヌ』生

長 ク 内〃英 z20 送話 にﾡんでも ってく 

る.

地 ﾡ ク * 円 ,タクク

g 付 ク ノ円4パ契 4220 /人/日 ヌケク～ み20
下 ク / 円 ヌ202

・

—110- — III —



* 本茶、 ! 堂点 全ﾡ ペ_____________s
ズ 研セ語下 「2ラF ズギジFレX 苦くうﾡ生) zﾡ之 ろ

■ 4「
究"& 在がみる。

マッxF2タ /ダク 1
・ "ク ア0 1

= -1 I = 220 ノヘ/日 /クo本 く ﾡセ

■ ベす ) . 地不 愛、下

uきなにﾡ

下 ・ 火eo / 円 xu0o •

ラ 下 xu」 x702 /F夕x 4050
しにリ、 ィノンシ か刷 リ

• 今ゴ 2したりリすろ。

ﾡ 植 苗木 soe* スギタ クe 天で れ ろもみちるり

と+3* <252 ウ サク食者セ桜ろら

マッズタ 34o もあ石-

u ベ 322 *
円i 

ど

ヲ20 今 円 <520
下 刈 え22o ※ズ20

ク ダズoo
6 ク ク ス 円 <. 220

今 ク ア 2 2e0l ﾡ沢ク 除を着ねろ。7
? ク ズ <.20ol と 同原から / 坪ごさ に お
/P * メケ /252o る.

今 っろ切リ ズ < 2oo) カズラやワ ズク 農 と こ 

ろもあろ・

スズシ ダがﾡ るも 

ある。

ズo 南 相 X入ﾡ区 ・首はﾡてtリ
1 こしたが今さﾡれる) _

斗 巨 I 単缶 全 商 ﾡ

5 •
高べ丁ると二 ろも しかい 

ど二ろもろる.

ラ2 主 家なビク毎合で「全の

ク

I

急ぐ時」には平 く桜る・ 

42年になるビ衣い 不に 

Aるからでされば 4e 
学 で番さた(.

ヌ.毎ず行学

/F : /0日で正戸み。ぞみ係地ﾡえ.
x 日 : 存え
ラ百 : ﾡ付ぐシ戸クﾡ#会で
4月〜4月 : 林K係、ク#学はしなぐ。そク部、ﾡ巻各台 

ゥ百也とﾡ(ラ刈リ. ﾡえそさかゝをする
7〜?月 : て刈(ろ月ノニ百ク金ク償はノ2日ど休みにす 

る >
/～ク月 : ﾡﾡはるﾡ"ビ求にﾡ撃 ( 晋ク兵入、 *番さ 

ﾡぜﾡ= など >

ィ月つは不クおﾡリがセリ. 山ク仕手しかい.

/ス月 : 下" (/ふ戸に刈り翼した山林セ下"リナろ、 t* 
え

べ系はラヨクﾡ栄からァ戸ノﾡ単さ で守ラ ・剥ま名 し弱へか. 
ﾡ英ると木が美しくなり、 がっかな(。 逆にﾡ戻しな(し虫 
がつざ易ぐ>。ﾡ材、 枚、ﾡ求は坪向を血じて行う
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名営G
/ 版登:山ﾡ至営:不ﾡ生産- 盟杯・ 共ﾡる手営して\る. (通 

旅から不、ﾡ公 ﾡﾡるして向星のﾡえまて自分のトラツックて 

運んでる. )

山ﾡそぎに台ほ面ﾡ/S。町.・ ﾡ測更込引40町、 ﾡﾡ工ﾡに/ 

7. 4とxn. 宿/〜2万石の系ﾡる民ﾡ丁る. *のセトテ 

ク2台. スク-ター/白&前石している. トテック通ﾡ甲にﾡ甲

T3.
当次の山杯ﾡ営にほとんヒ全杯がズ干、ヒノ キハらロってふU、 

ﾡ味に風めて良\.

山杯そ営の全ﾡ配ﾡ ぎ のとなり である.

岩衣の山杯王どば敵起してふり、 /西逆2の 町ぐ ら のものか 

ヨ町ぐらまであるが大ﾡ分可戸に存起して羽U ・ し己がって 

ﾡﾡﾡﾡ易である ・

工区は配簡が多ハ ・ 当家のﾡべ は杯地 s ﾡ入する 評の針レ 

して. つねに「山る頁り呼口土ﾡるﾡえ」 「ﾡい士ﾡロら拝って 

ハでいかが「1- ピハってハE. ての缶京 ﾡ圧区当表の山にﾡ 

浜ﾡ地が少はく は\.
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2. ビ理ﾡﾡ

停木運校

山床ﾡ係 ﾡﾡ工ﾡ (/ヵ)

常甲竹有/人

ﾡ雨労ﾡ君/ 4Lヘ

常用労ﾡ有 7人

当京に当主(、62 才)が主とレ て山杯ﾡ係 &ﾡ3さん(30不) 

不主ピしてﾡな工ﾡ2お当し」 甲系ﾡ行山杯ﾡ保ら R灰同係ら 

当京が正ﾡﾡにﾡﾡし 労竹否ビー話に仕至るしはがらﾡ、医 

函レている. 労竹石に全部ﾡ甲の石るつかっていハる。伐木屋球 

南係の仕季区回る通じて作束して\るか、直林資保の労扔る日 

雪が啓ろ時ロ ど 正係ﾡ係7仕手が阪に 口るY影校の仕ﾡに従 

零させる. -方定ﾡﾡ係の仕率(ﾡ称、 下と)な琴師的に 

しくロろど. 飛研の任手Zﾡ合つロてﾡﾡのテ石る種萩" 

下刈の恵被に伏う. (下刈のtL\時. TUnらﾡ雨期に回ﾡﾡ 

緊品の価ﾡ不下がるﾡﾡがある. )

当あのﾡ合・ 山ﾡ P契ﾡ工ち有君の示◆戸-ﾡ内にある.

ラ. 次万工湯

緊ﾡ工の原木にそのほヒん ビ全前がﾡ内か ら保給さ る ・ 

台こ山杯の王ﾡしEﾡﾡ全ﾡ自家の工ﾡでRﾡTる. 昨は包 

ご山杯か ら の 景不係給は2 千后 ( 主伝面ﾡ2町 )であった. しモ 

がって剥ﾡ工ﾡの扉木の60 メ以上&他への山 杯か おﾡ入した二 

しにむろ・

たビL台 この山杯か ゅ のﾡ木供ﾡ振町ﾡ年不であ ろ .

4. そ営の治ﾡ.

当友ロﾡ治時べから兵な&していE. とほハうラのの、 ヨ時区 

汚EロﾡらRﾡﾡ応ﾡでく. チ速で板 区 ぽで • できEﾡ(/向 

の反)て戸に百戸っ て町へﾡI) に行く 程蔑 であった・ 

次正中順ヒロるし道路が南ﾡこれ. Rﾡﾡﾡち入ってミ、同請に

-、ﾡﾡﾡお出セ るよう に Q って― 当寂の未ﾡ竹ら当時(天正と) 

にﾡﾡ甲のえﾡる工ﾡに入E. 暴校竹のそど口昭ﾡ25ﾡ手で 

ほ個人る考 でって ハ=不百和2 s 年 M屋口 は人餌無 にして 行っ 

てる. ﾡ在はﾡ色ら候ﾡしてハる.

-方. 山ﾡそぎほ当ﾡ力にホ年的口へ工近味が始舌っ のロ甲治 

っ。年ごろからであっE. 曜圧(昭和引5)当ﾡ方のﾡﾡの天 

可分ロKﾡ杯でほとんビがスギYヒ ノ 〒ででりﾡってい力。

当京みﾡ光2。 ころから人工起杯る夫行レてハE. 当ぷの山不 

そきえ々代Lﾡベによっ て主としてな無 ・ :・Tﾡﾡ化さ 

E. (ﾡ々べ日ﾡﾡはﾡ俊のテフレのﾡに預をしﾡ・ﾡ代ロ大 

E8年のインフレでﾡTてﾡﾡしE. 当主ロ戦ﾡのィ-フレの時 

に予ﾡLロかフE. ニがﾡﾡRﾡにピってにそ呂西ﾡに呼照 

に結少LロくてらよIﾡ百にロって\る) こべ口「当地方で沢 

ホエ呼をそﾡしてく Eのにほ官分で木(く 山杯) &作らにば5ら

」uI、 チE「ほかの ﾡ味るﾡモロ く ても 工から不を育て 

るニル&政味とビよ . 家のﾡ木る手入して二ざれハ に丁るﾡ木 

ょりち 天ﾡヒ度 (山杯) を作る 趣味る希つ= とが天のビ-とハ 

ﾡさLあWば常にﾡヒアタるさして山uを送ﾡし. ごレてﾡビオび 

ﾡゾルが不に まっわってﾡゆTぐ可るよ力にレ、 「自分 の子な 

ﾡてろよヵ日ﾡﾡで百てロ竹ば不町入モ く ロゥロい-ヒ常に云 

っていE. 当主ちての波才る守り、 現をでレ*のよウ にしてい ②.

s, 素工ﾡの原不ﾡ入
当京のﾡﾡﾡ営の目ﾡ尿則的に口ﾡﾡﾡ料のんを供絶丁 ろ こ 

とであり、 残リロﾡい入れる・

当ほの契広工ほのそ営で一帝ネツ7にろ のは尿木のﾡである-
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当の条行ﾡ臣口山ﾡの当戸またての並立にらてテ. 

て以外かっ尿木をもってく る二どロ地的に不Aにろ (E 
ﾡ配のﾡるトテッグ晩上T ることにロる )のでできロ II.
ﾡ校扉不にへべﾡってくWロにKえロ\. しモがっ て深ホの 

仕入の因ﾡてﾡに自分の心る伝るつ引リでろ. 5= 家請気 

に. Eとえば6の入マ弥産登、階号セ 経秘ロど&ﾡめる| 

ため上多ぷの全か ごろﾡにみ営へTる. とモがって束アにほに 

よ つ て山ﾡ手ど の 口一走でさロ . <の年の 話名の ポ" I 
こるうと合んビて お三の伝浜素行ﾡる デェレ岬登Tるのロそ 

ﾡのに琴である。ﾡ体的ににﾡにっ て8町きﾡろﾡが引るし 

全充主とB\ゴラある.付をﾡ野にヒ nrの昇なﾡ不のと 

ハその"ﾡ町 自こ泳ハら作"こIEおの2。メ、 F旨示く 

2 22告絶さたもの/タメ 口ホ天山孫府ﾡ る く の浜e 
足ふこ®目ビ豆のﾡ源2伝給してく nるへが2名いろ.)ハら

"約呈よ。メ ・ごのほかの小尿杯石君から係給さたちの 

/$ *である.

_上の 4•り ロ次ネでﾡ方工ほの原木日当浜自男の 杯か ら年e 
こマと町西に 他へのムか ら ・ ﾡ絶さ nる. 社への山杯から原不 

S^こ2房にロ子きﾡ(当表) が直砕現せ ( モ日ﾡ承所ﾡ合 

全2て緑ﾡ石君と話し合つ 自表ロローカー( 神報ﾡ 

こﾡグ飛得)にﾡめロ.く事後、一ﾡ▽一7一次博えて点示 

"Sたがこ一 7一に甘\ホなﾡEニルがあっE。 こ ん 

S 昭823似函) 保 杯所 有看官ﾡ五ﾡ工ﾡし転り 引さT 
る「にてった.

受大&仕入るための『報ﾡ田とくっに*の』っ BらoるmI
1 二般に「へかゅ 入 っ たﾡ報 aﾡく て百更にロゅG 

ヽ\. 出問とﾡﾡのﾡに口ﾡからのオトクイさ～刻保が互に良セ 

し ヽい る- たと才にえに近べﾡﾡ方のあ る 森杯竹有君区ﾡ年F 
じ石枝«急っ てくれる,下ﾡ京浜ﾡ石忍しの取ワロ相対R引(示 

許)によっていろ. <のほか・ ﾡ相林や前きﾡﾡの位不べ分がめ

-II8-

や・ 村目杯や 前ﾡ有杯の ﾡリねいにﾡ名入でボ内の求ﾡ栄酒 

全司 (/$人)が入札に令mTる.

原不の仕入口ﾡﾡビして山 (杯童ﾡ )で司"、 白分のトラッ 

ク で垣ﾡし てハるちのが4メ ・ 不 で戻自分の$竹石るﾡっ 

て仮基運ﾡ Tるみのく 自表の山杯の依深4含む)が?s* である. 

向代林に 山土ﾡでﾡ) 二vが多い.

ﾡ向の 取 引 件攻口■かく. /で行7 日分かの科な原木を 仕入 

る二ともみる。 ﾡ尿不のﾡ が D い 時にﾡ広の よ) に官分の 

山杯を ろ.

6. RなRﾡの阪を

座ﾡロ信用のあるよいﾡﾡる作って. 主Lとて 旨マ ら取り引で 

していろF屋にムす. 品地水よビ単缶あ市くﾡってくる. 「 

当表ののくの色甲&天のにしてハる. こg取引上ヒﾡﾡﾡ 

的にみ甘気の ことである.

黑底を昭の 販路国阪神I到、 大阪2ﾡ. 京ﾡ3ﾡでみリ. きか 

っのオトクイ さ や ハ小、ﾡ店へ出してハ ろ.

? 山林至告の伐期、

当ビロ土確が以く ・ K Fロ クク年生ぐら いまでは生艮 水士 ヽ1 
*をﾡTL王沢がﾡえろので2。年m後るﾡなﾡLLて1 

る ,

本素に回余ﾡが区塁である <の予ﾡ金る「金で再ってハる 

か-「木で残して おく かコ という 同ﾡ口あ るが.全 画ﾡ の/司 

ぐゥ1る「不意の示ごとに打丁る甲意のEめに. ﾡ令にロ 

ってら主長の町団ロ 杯分 &式んで42～夕。 生き でﾡLてF 
ミモハ. 二の 予ﾡ杯の なかに□目分の京るﾡてロF ▼己めの甲 

ﾡの甲意らふく F nてい る -

しかし一ﾡにさ( 予ﾡ杯以外の山孫でに) ヶぐらIがボ当 

地で口R下である. みまりﾡ令Tると生長不にぶる. 山は希 

に生長して\ろ求ﾡにRいておく. ao年ﾡってさ 銘不はら 

ロ不を多ハから、ﾡ孫口杯分 ( 予ﾡ深 )以外ロと。年で一般
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ﾡピしてTる. 玉当でほふっうのﾡ合. «eかう8 
にかけてにﾡﾡら価ら それほどハろじろしく上らロ\ので 

8o までふくよ り もce 三て依って2日ﾡり返しE方がよL 
当改の依目令の烈るﾡえてみるL. 田ﾡ時代に区伎声令が 

v～8o でﾡﾡ生ﾡを主ヒにレて\E. 昭和初ﾡから敬前に 

かけてほﾡ令区<v〜6o 年 で取ﾡ し曜ﾡ校 の生室るレてI 
E. 当許ほてのっど*の相によって ﾡ社に歴ﾡしE UﾡにE 
ﾡとﾡリ しE. 現左に木石 ームで 価校 らでるよにロり、の 

ﾡに岩ビーﾡに x。 キであろ.

当ビ方巨ワに甲らT一般に. 係京ﾡで「小ﾡ不の山& 

コ というへがいるが、 "〃 徳にほﾡ小そ示の年ﾡべ下る

か6ﾡ日\レ、少く と み価ﾡが下ゅTiビ I 保証はロ\. 

22 後の市のこ どにﾡヒも判らn\.
ﾡﾡ目ﾡにビらわnT. 長1百でﾡえねばはらめ・ ﾡﾡ0 

市えによ つて原分の長町的生声巨ﾡる沢めホヒ. 「Lヒかく☆ 

山&作って依りﾡく 深分 の生長が停退しE時= α〃耳 ゴろ) 

て のつビ依採してての所のﾡﾡに応じ ておっVも戸利にﾡ会 

TみよT町よ\. C最ﾡ石刑にﾡ金で ミろよカロぶﾡる 

ﾡ校と 緊ﾡ刊の入をモ』力にEる二Lる方え町よ.) 

当浜のﾡ合. ﾡボ上. ﾡ種別にあるﾡ雇の見し&てる以 

夏“ 必: 帰台匸 口,地利やﾡ位の良I ﾡ分無的に手入レて 

ﾡ入のﾡいﾡﾡくﾡとえばﾡ柱ﾡ、 伊術甲ﾡ. 帆社甲ﾡ. ﾡス 

甲ﾡロど)る仕在てる.

自療のﾡ湖口と。 で4今 年生以上の子ﾡ杯は全面ﾡの / s 
作 ろ で あ る

-ﾡﾡはと。 平生で/ 町み E リ 今0石の 山&仕hてる二Y 
玄 全 不ケロ 目標 とし てﾡ楽してる.

とすと原分に」フてほ五きゆ除る煮てﾡ底向ﾡる行ったEめ 

にて下のるﾡにしかDらロIﾡ分みあり、 ﾡ土放がﾡ天 

で主長が よIため にてI上に る杯か をあ 下

-120 -

当うの左煮目孫を承玄的に示せつきの図のよ にロる.

(ﾡ聡依京と2 ・声の巨

Q) 立地不童合杯分ぼ政ﾡする-

b) 依町く<。丘前後) ヒ置しモ杯分で、 主や地測(公し)の 

愿 いと ニル から &え 的に衣 る. 山&歩 いて一 て主孫の停ほ 

レ. ﾡﾡ府別のく ロ つ た杯分から 依る. 伝xっ 三不 もっ とち 

攻入がラかるよ に枚ﾡ区分丁る. 回ﾡﾡの めの柱や候府 

ﾡにロる不ほビく に価がよ\.c< eceワ= )のでﾡ垂 にふ 一 

ﾡ甲ﾡに自分のﾡ校工ﾡで米ﾡする-

c) Gかにﾡ六的にﾡ柱甲ﾡやﾡﾡ日ピの行珠甲校ふﾡ器ヒ海 

じてお丁ﾡ分も一ﾡ分で列るがある. し レ てロごく 雨ら

た女しの良 I1昭浜ロ杯分に順らる、 くﾡﾡの予ﾡ杯/自の日 

かに合じ.)てのようロところで土ﾡるよ く利甲すろモめに 

來 Gリﾡにス干の百不る置えて択施京にﾡ行しEI ケで 

あ ろ ・

需署に応じててのつビ単木的にﾡ殊甲夜く ﾡとえﾡの甲り 

の柱)に出す 戸. 二のﾡの文ば興ﾡをﾡ営しているら市 

財 の初ざがわいり、 どリやすn. 二っのﾡ示用ﾡは/本Eで 

単便不高I. とし長大ﾡでので被のﾡ利ロ山にﾡらろ- 

)※み扉不の任入ボでミ ロ いﾡにほにら町少ラ 衣ることが 

あ り ・王モﾡﾡﾡ不 の 仕入れが宮ﾡに時にほ休孫ゼ Tに合いの 

T.
Lﾡボフて主ﾡしﾡ\もある
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と) う今<2平生のﾡ分で同じの今戸(生長南諾前)と?F 
(生浜不後っ己安)に#属る司ると 鷹よって生長のよ 

ところで口ての示べの金ﾡぐら/ で主長Tるヒ ニろが引 

る- し ﾡ茶って ちT る時に同じ手にﾡﾡTる杯分の中てGﾡ 
長 い と 二ろからﾡ系にﾡ手Tる . 生長のよ ハどニろに 

ロるく永にﾡﾡてるよっにしてての手の生下要に」っ て会 

分てらIにフラスロろよっに配落Tろ. こロﾡ分 の山みる 

(Tろ時らせへの立 木る永ﾡ甲木Yして頁入てﾡTるL 
ミ ﾡ同じである.

6) ﾡ庄校じﾡ百わについて

電柱ﾡほ2ﾡらのの 示ェ り ひ価かよ.

予甲ﾡて長こ2今人 示ロ/天・の;のロ、 Eすoc0～4e, 
円あTる. /師の杯分(子隔ﾡ)こらる仕てろのもよ 

II と雇う.

-空とてウゥﾡ事任セてら る孫ﾡ区昭位く こ沢さ)から 

フてち池利 (おレのﾡ ) ハらいつてちごく一部のﾡ分にらn 
る ・

• Cつの王験:(現ﾡの杯分るﾡロがらﾡ田)

C天の不西ににﾡ石のﾡ器 る り疲ﾡの 田各よかっEので 

P"23 臣区作Kによってﾡな戸の來ﾡる作る百的でE不 

ここE 現をての來分にﾡ位ルﾡ利のﾡいY二ろにあり、 

ご3生S早下ﾡめて肝区口王長るLてﾡu. 目り同Eョア 

やこ4今(示ロュTYレてゝにロっている. 二の杯分こっさ0 
よ フ ロﾡﾡる予定してい る.

、团年(正確に い 之 ば'沢伏 )ヒ』って ・部問な3ほ梅ﾡ石 ( 二 

桜間ﾡ「り行便である) &ﾡ髪のあっ日呼に*のﾡ分から

単木的に出丁. ご上てﾡ木ﾡ互同の空向があたﾡリへ.土ビ 

E 票的に 利用す み三めにﾡるﾡえる- ﾡ高許示は状α杯に#ミ. 

この商ぎ分の回, 上不日 ﾡ甲ﾡや緑府下ﾡロ と の再界同ﾡる版 

雨し てがでさロ上不は一ﾡ甲ﾡにﾡﾡTる。 話局. ﾡ初ロ
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巨ﾡ作点でﾡﾡをﾡT ろフちりリモつ Eボ市この安化によ って王 

ﾡ目的る変ﾡし. さらに作ﾡあ変ﾡ丁るニヒにロる.

/o. 近杯

②) 依孫地口全部ての衣ﾡの翌にﾡ杯してろ. ﾡべち「山 

ほっﾡら山にﾡえしてﾡかぼにらめ」c 衣床地町たEちに 

再面孫し・ 保吉せわばGらめ)とハってE.
当主らそのﾡ之るって束行LてI ろ. 依赤政入此ﾡや下刈地 

0浜用ビﾡ計にﾡウレ・ ﾡり区ﾡに桜ﾡ丁る. ﾡ筒ら才/E 
商仮(20 圭 ) 手での回のﾡ甲ロ大さI.

b ) 林麻王営にあモリ、 不在料「ﾡﾡﾡ石君はTナ/ ヒ「金 

(皮入 - ﾡﾡ)る方えるﾡﾡ系杯有ﾡUTャ/ Er山 

&っにﾡてﾡわU. 手入Tる二L」くE杯一保ﾡ)S号え 

ろ.

(こべの寂えで現左も守らてろニビロﾡいがての中につマの 

よ う □言飛がある .

/. 金 ロチビ易” が不+ビロ\ c ﾡﾡる理金でち っているヒ 

保い込み易ハ が山杯の形で ちっているし. 工しろ長して\I 
く.

2 依ﾡの不画ﾡるもっているのと同じだ(ﾡ前、・ﾡ回 

家が保ﾡT ろからﾡめて変全かつ堅ﾡで桜 ﾡだﾡ之ら て 

I1た. 山杯至営も同よロ資ﾡとして琴之らろしニろ 

点味があろ- )

3 . 山に不でみ丁ことがﾡ塁である. <山ロ甲ﾡさﾡみして 

おくニヒが愛であり ﾡﾡであろ.

. 山ﾡき&もって質しとせ下木ﾡろる»って貫しと、

s ﾡに木と 共に歩むこY&起て区Qらめ (ギヒムﾡを優ﾡ 

Lて手入れる」く はわロらめ )

4 ﾡ杯口回泰的ﾡであろ-

二らの衣制口いろIろ口Tで当京のﾡ業そぎに生かされ体 

黙2処てﾡ認話さitてゝる. /っの例るあ げて説田 とて羽こ
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ウ ・

Eとえぼ山によI 立不が沢みば倣行でも 金る沢山気してく 

れ み がレかしﾡに巨けしかでI 時にほ、* う 天山口質してく n 
ロn. に言ﾡが国京的番ﾡであることにつIてにﾡ呼ヤのﾡ 

制 牧孫があ げゥる. わわ森杯有ﾡﾡ泰がじ器Lすろ 

野に ほ *の 木る国のモめﾡなし ロ mばg らロI. 杯糸ほ浜 

杯所石君の&至ﾡと回下そ済のう之ヒじめてﾡ立Tる. 当点 

ﾡﾡキのﾡ刷税ﾡの攻入が7か4Fあ っ E. 出ﾡﾡ刊仮系 

の入 日天ﾡ分回ﾡを買っ こYるﾡ定さ 、ﾡﾡが割I あてら 

れたのでαﾡ攻入で画ﾡる買った Lし終ﾡ型ﾡにﾡ銀でて 

の金がﾡえロくロリ昭和2うにはイゝフレが記1、 昭知2ョ 

に7ろ今干円でロﾡ地の 再ﾡ孫す らﾡでミロいボ銀に3 
?てい日 昭和2:ヨき時・ もレ予ﾡﾡがロかつﾡら土ﾡ(ﾡ 

ﾡ) そﾡってﾡ崇王ぎﾡﾡるﾡ少しひら、 杯業そきる住けモ 

りスるっ日リ Lロひら□かっﾡ. c 土ﾡる食わoぼ 

Eゥ己かっ正. )しし当呼当家口予ﾡ殊るべ株Tるニムに』 

フてての誕ﾡるしのハE. こミに子ﾡﾡく天ﾡ的ﾡ合の甲尽 

をﾡで羽Tこと) の立ﾡ性がある.

才左したとPり当系にてうハっ 鹿味で予ﾡ杯る 全面ﾡの/ロか 

後丁 計画であろパ8前後の登司伝殊やィ ゝ フレや予ﾡ孫のﾡ 

H そ写えあわせてみるとそこ に山ﾡ有君のつら 前ゃ、同 

門に面白いが かがわる. 二ﾡ験る通じてほじめてﾡ 

く 認誠でミ ろピころである.

&う 山亦の配極種口ﾡ報る"るニヒにるる. ﾡっ日ﾡ甲がﾡ 

て肥料になる • 当表の山杯価ﾡのﾡ□ﾡ分があり、 てうい 

ところ自通のぶ紙でみ土なる. 当求区ﾡ新に仮監アに犬 

入を Lロい. ﾡ戸例外とレてクマTがを生Lて るLニろ 

に 口 大入れ る .

2) さいミん. 主仮しEﾡくITさての翌にに日してI 
ろ)ほ昭和2タ、 引○、 ヨノ、 引引、 9今狂である.

一I24-

ミ ハミん・ な系ﾡ杯からスギに旅ﾡ転ﾡし面ﾡ口昭和2?
にう町、昭和ヲ。 にう町、昭和う/ に4町・ であろ.

f) 題改左故.

田治2。 頂る、ら人工度杯が行わて\ るが田治時代ヒロ 吉 

野る手本にして今。e～ ・ ee○キA ﾡえE・ さハミんロ. 

引$ec～<eee町丁ﾡえている- こほ小ﾡ不や中玉木の同 

依材がﾡるよう にロったﾡめY、 *れる通じ て / 本の語木 b 
有ﾡに利甲T るためであ る.

2) この城方の旅莒

ﾡロﾡや ﾡﾡる食 う

ﾡにﾡ木がノ2〜 / う生にロったﾡにﾡのﾡ文ぐらいの木 

のチな貸う.

ﾡロクズやTンノショウコのをほU・ ての時にﾡ令ﾡの話 

&倒す. ﾡのﾡ宮にユ2〜 引 生のﾡ令杯にやハ. どく にクズ 

ゃゲンノ ショウコロおﾡやﾡ沢ﾡに生之るので一番土放のﾡハ 

杯分がﾡの被きを受け るこビにロる. 二 tが油ﾡの 県田 2 な..

た) よI山を作るにばよ1ﾡるﾡわにロらゆから、 官理にもか 

で入れていろ. 起示ﾡ. (当地産スギ)ほ2○年生王で生 

受がﾡめてよ いずヨ。 生ごろからﾡ宮ﾡﾡし、 なﾡ品に 

LE時に価が下るﾡ行があフた・ さいミんこみ示ﾡの話に面 

2ロいことにし、 ﾡﾡﾡ合のﾡ施事ろﾡのﾡ百( スキ) るﾡ 

そていみ-

山林の一部 (面ﾡ的今町 口全ﾡ各からいろ ろ記ﾡさ 

y り よ せてﾡﾡレ に試険ﾡる 作っており、当也に査し己面ﾡを 

送び出ず 先刀 玄 し てい る. その試験にアマスギ、松下/号 

松下2テ、 ア7スギ・ 典通. ﾡレ. ウラテセバル、 ボカスミ、 

山ボスギ、 ての位をﾡえている.

てuヒUﾡにほか、の林分( ﾡﾡ的/町) にた州かの 知へが 

らとらっだ押木田 (天分ﾡのヤTイ ゲリ ビアマスギ ) &ﾡえて 
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おリ ミらにぶのﾡ分にに部木面と生語る星ﾡしてふり、* 

こは海沢. 生長のよ\方るﾡして主麻不に任tて. 生長のﾡる| 

11万るﾡによつて伝ろ風るもってI る
ごく 一記のﾡ く面顧行今反 )にﾡ木面の白木を作って| 

ハ る-

てのほか・ Rﾡ 工ﾡ府の配天ロエﾡ にロィ ダリヤ ホア プ|

* クセコイ マ&てで今Rぐらいﾡえてハろが*らの王ﾡ| 

ほﾡめてよ い.

ミ らに甲ﾡヒしてでほロく」 ﾡ源ヒレて / 部の杯分に田原ま| 

ﾡ (今反) と斉取支表打 (5R)をﾡ行してる. E不るa| 
とﾡり ゴル7&LE りT るべりにﾡ式るﾡ0ﾡﾡ味LLてu0| 
入&行っていろ- 二"ケがよほヒ電白くて優全であろ、

+ 当家ほが向の活示を-ﾡ河同が状取Tるニヒ&系じている.

ﾡﾡにﾡや分る受モTるたのである. |

しみとﾡ石 Iほ一般河 下本 ﾡ用 とて示って行く二とる許して| 

1ろ. 万にﾡよりt ﾡ料分び少ロIからてのﾡきW取Lてe| 
左し 支えRいビ同ってIる-

j) 多ツ臣べ起くついてらヒにかくRい面不るﾡえE. |
/. ﾡ業ﾡ派につて、

2) 小おしロ大ﾡ分が不馬によって\る.

) 緊更(7)に時ビしてに立怖のR灰茶君"ら唇りて保ゥ-| 

と砕みろ不ほとくビﾡ甲Lロ\. (F内ヒﾡﾡ勲倉がノタ人\

ろ. )

C) トロﾡレールるユKm(近長)ろっている- こは山の慣料 

ﾡい時に伏用する.

«) チニーニソー、無なお、 下AIﾡ口保ってQM. xいさん、 

Fのﾡ杯ﾡ合で下川Gる /台岡同ﾡ入しE 二np赤子Y工e 
&みてから伏ってみた\とﾡっている.

2. そのほか

2) ﾡべに「杯ﾡ家点示をロヒレロFロuらロI_ 

のようにいつてE・ 当添ごﾡ石もての意える守っていろ- 

天面ﾡのﾡﾡ竹ﾡ君が 派活 Tる扉因口※手ロ 生活 るレEU、 

罰会て天手ボるして天ﾡしりTる=Vに』るﾡが9. F* 
に口証ﾡ業君のよつロﾡばでn. ﾡ京ロコ〜べ=通じてロじ 

めて送王 ろあのである.

P ミ ツマタ震造 に つい て.

この更ﾡに当ﾡのミツマタの主産地であっモ. スボの杯地で 

工ﾡのよI至ﾡ及分る多く 含んビ士地にスギの西木る画え ◇前 

耳 に 砲たて 向下してい る. しかレ スギ杯のごく -部にNし 

てハるﾡワであり 全ﾡ分にﾡ作して\るわけでロEI. 皆ロ 

この方の冬(戻麻ﾡ)の位ﾡヒして米ﾡされてハE. 当時ロ 

ミ ッ マタ の 収入木 造林贅 の 灯 しにロっ 戸が理屈に照琴が浜っ て 

価似が下リ. 王ﾡﾡもﾡって. ごくわTかの入るお己らTﾡ 
段にTミロI.

c) ヨ京のﾡﾡ工iのﾡ口電類るギ分候ってハるが/部分のﾡ 

寂は水かで 町ハ てハ る-

) 当求ごく小ﾡ項の線の剥亜工ﾡみ至営している. 動力 ほ 

水軍で西そ一下ぐらいのウスる/。白ぐら1ﾡえてハる. エﾡ 

の彼位みと呼俊でみる. スギの生系る株歌してミて野下でﾡ 

ﾡし. 示くロっE乗るウスに入てﾡく. ﾡ示択にロつEﾡる 

ﾡのﾡに入て町の工ﾡへよﾡ丁る. ニの エ 用ハ物力)よ*事ごあみ. 

ョ. 麻系記について、

くわレくロつワてロ\が一記の山杯(緊校工ﾡ町肩名ﾡヒロっ 

てハろ前分)につてほつmている. 至営合理 化のEのに会部 の 

山 赤について 低 記 をつロる の 区よI= とだと原ってI る. 話記はっ 

訂ようヒTっ打るこどがでミろ. しかしビつﾡ恒へ石 杯の 部 

分につII てほ透記る つろがしロI. 但への取室のﾡﾡるる 

こめにロこうう記師るロっミりしﾡさロ\かがﾡ合がよ\L為 

えてI る.
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& 歴業系につ1』下.

今ほでのﾡの起業条のよつBあの区らる品西ﾡあねヒはﾡ呼 

・ ロレ. 石君の自足"王営レ詳しく商てくRロIし. 

ﾡ注上ラ - ETﾡいから、 尽留に作 ってちら)Eくセレ 

みし作ってﾡらつてﾡる式がしB\. 予ﾡﾡ係ﾡあ るからﾡに 

ﾡ煮素崎及る かピててでe り yハっ のでロ仕新水社にBって 

hmロ\. 岩示に現ﾡ口施業素る多つてIEI.
しかレ並くの河に山杯面ﾡる今00 町ﾡって1lる条床ﾡ有君で 

天号の恋ぎﾡを平業しEﾡﾡﾡる産ってﾡ人の浜ﾡ旋※系る作っ 

て林ﾡ至ぎを行っていろへがいる. <uよニビであり. そE 
計乱る作つて< る宿 Lレて合理ﾡに施ボTる のロ細料Q二L 
である.

伝派施賞示るﾡ反ミ u a ヒu.
&) 大ﾡ麻石君 くちo○町T以上> ロﾡY次るﾡって施ﾡ系るﾡ 

ぼよ・ 現左でら 今e○町\上の系杯石為の一部にロﾡ口て 

低ってそぎしている人がいる.

P 団題にてれな下の竹石ﾡﾡの大ﾡ林ﾡ為にある.

Cﾡわれろようひﾡ当ロﾡﾡのでころ 長ﾡ石 c 智へ のﾡﾡのﾡ 

ﾡをってくる人)-がロI二とﾡﾡ服である. ﾡ高ての』 

2日系ﾡ竹有石く当家ﾡ合む)の日めヒu. 一ﾡ画ﾡ以上&t 
有してハろ山林戸召やてのﾡﾡへる県のてﾡ習会る商Iて 

ロハのイから、 てレてﾡ面の作りおから寂えるのがよI.
てして ての系杯竹有ﾡ産に包分で包分の山の緑休起未ﾡ2年ら 

ビるのがよハ. ラレてカハ ﾡ吾会があn g&は F断るﾡって 

み参mしEN).
今 林政に打Tる息更.

②) の地7にに保殊ボ尖口百料ビ. 神動金から糸麻糸係W# 
&左しIくのロﾡﾡヒ台nロn. もレﾡレくヒしてがﾡ杯犬 

※の多ﾡなピ少Iﾡかし差ﾡるちうけてど»か.

b) 森杯ﾡ合の台ﾡ商ﾡにつて.
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現源のよ に単にﾡﾡﾡ所面& 合併さても ﾡ合 ﾡが 紐合へ行 

くほでのﾡ確が皿く Uる ﾡで紙がかさ <で不刊 EBる. 

L Eがって不 ﾡ政戸.

当改の系杯ﾡ合の現次区ﾡのおﾡﾡ下のよう ロﾡで長研下が 

飛の住ﾡ料を作って)ろ- 合#して/ﾡ合のﾡ項る大こくレ 

てウ話木瞬ﾡ手京そのほかに促零レてろ吸Rの故U渋らロI 
レ・ あリﾡ票がロ1よつに思う.

ハっての二 ど暴杯ﾡ合同店 るe併してミ くTるより もハキ 

のの緑林ﾡ合と各の度協を合併させ己方が. てレて 

ﾡ合の貯首や信用副彦. ﾡﾡ野ボQビる総一して京ﾡと浜ﾡ部 

合と一ﾡにして寂杯ﾡ両ﾡ合作っ ﾡ方が ・合 pがにロるし 

紐合ﾡの次ゃ主活やﾡﾡヒも マッテレてハ ろ-

c) 不業ﾡ本Pﾡにα あきDさIﾡﾡロロハ ごゥ とたおが回 

の狩になっ R ら *れでよ ろつ.

d) 県の自反Kやﾡ杯ﾡ合のﾡ情戸区ﾡ務所でるビろよクな 

任ﾡ町か りレてハろ。ﾡのま 王 で宮及貝にﾡ君杯の歳点示ﾡ 

阪る王かせてりつ手くかロハEろっ.

緑有君の立 場からみるど自反 百やﾡ術ﾡはも う少レ地下 

足領る町いて山へビんビん入っ て浜林ﾡﾡLよく 話るしてﾡ 

際にキにピろ工っヒﾡﾡとて依L\- 山へ行って山るﾡて点W 
にてく とて旋ﾡ"至き上の\ろい みロS足&こかせてほし41. 
添杯竹有右レー般に"っとﾡ算女んご災けナろようこAaなにらぬ.

2) 杯通 &っ円るの □ﾡﾡロニ yでつmてあらハE). しかレ今 

の 林道 の足でロﾡ限句配が小さTさる. ごのﾡめ ヒ急Bとニ 

ろ回わごわごﾡ式 わり ロロらめ.

ほって 無道セみの灯配己 . トランケやオートバイあどんビん 

サレてﾡ ﾡﾡびのも のが でてい るのごから制☆配& お っビ 

大ミくとてらよ\とﾡう. <にﾡ東に区ﾡ不る酒んビト ラッ 

クロﾡを下ろの戸し・ 阪る上るのロ空ﾡが多いのﾡから. ☆配 

&をっと&にしてみよ\皆だ. てに「って正のﾡ送がっ
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工ﾡるどた三区上りにてろ. 2Tろに土地のﾡﾡにあっ 
た殊こるフつゅっことるﾡ之てﾡとIl.

f) 浜林庭煮ﾡや三記るつワてﾡじしてそぎてこる』うにTろた 

めに 西ﾡご秘判を乏之てﾡL1. 秘額る正にして. 合曜的 
にそ営で= ろようロﾡ刺る作るニルがロご

&宇行琴

/目 打・ ミツマタ裏度. 電の少ロIロﾡ飛え.
2 戸 打 ・ ミッマクネ退
ラ戸 ﾡ救(わ旨から) ミツマタ .造
〜百 理ﾡ (中町まで)
s 同 向代
・月 中可ぶて商べ 中商N像下川 I

7同 • 下
8日 下w

?F 商仮
・日 商
//日 ﾡ打
ラ目 ミッマタ反ﾡ・aR 幹照
&) 主 . 孫 ﾡよにき両語るのでハて/ 中行っ. 

ﾡ田班にに伝木ﾡ係号の否る下刈に保戸Tろ.

P 世 軍:金都離吊労彷者た •サ で行い,函爵の看ロ全べﾡハな

C) でﾡ工にﾡ率何上のモのにﾡ分の石る欠っ.
朮) 下ダの石にに石いﾡ不天や不汚列マﾡ研工るして<ﾡ 

令にロった呑へが多く 産わnて る.

4) 下ッ ﾡ示ﾡ解ヶ合に仕琴ずWにロるとﾡﾡﾡを李ほう.
f) 下刈・ 近林ﾡ係の任ﾡる尽しくDるレ暴ﾡﾡ係分ケﾡる下旭 

や 五林に う .
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ア. ﾡ工ﾡ (スギ/町あ正リ)
区) (理別〕 (該要) (単ﾡ〕 (全額〕 (ﾡﾡ〕
/ 面不べ 3今2◇本 ユ27o 3 正王曲. ﾡえの百

&保1L (現せ) て置 

微してもゅり.
ﾡ舌 / ヘ 今e○円 今ee 円 スギ麻の伝孫ﾡ地ﾡ

え Lロc 孫デヒ下 .
るレモリ 士のよI 

ビニろ に ミッマタる 
価え己り Tる)

2 と 今。v cee /人/日 ノe本、日当
下ル / / 今20 5今ee /年に/回

2 消種 ルク茶 < 5o <$$o 引ﾡ生舌のう らから 
天ミ西る蛍ぶ- 一 
よ っ てﾡﾡ幸が買 ろ ザ 
らﾡﾡ本 お も ろ

値何歳
下刈手入

今

/人

ち20 

今eP

ユ. 今o0 

今sec

/ヘ/ 日 /5o本

1 ョ 下A ・/ タタクク
- と 下A 今。 o 今. eo 下 刈 に杯示 の上長生
:

バ 52 $.$c2 受ヒ下 軍の天に って 
杯分Wに判断し て下 
2止めﾡり 純ﾡ LTり 
T る.したがって手令ﾡ 
にに孫分によっ て砲当 
の差がある. ビえ区

市株ち手でやの る孫 
分ラあろし,ラ 玉で

.ﾡをYろ杯分 Pある.
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() (湾別) (さま) (恒) (e3) (備爰)

7.
ク.

o.

下刈 /人

下 川 ..

下. っ3のり s
ﾡ打 /

主依ﾡに下刈 , 
(にﾡ係) ノ

.

今oo 
夕"

今20

今2e

5タクク

ee

7生ve

<00の

町 ﾡ にや ろ.

っ ごにﾡ之 る杯分のE 
く冊えるかる.

両ﾡ面前にU下刈(ﾡ

) は行わ ロ 11 •

あ

商伝にユ.2今 ョ。. くヨ今)に行ハ 

主ほ ョタ～ 〜・ﾡに行う.
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みとかミ・ -

以上: 三 こにﾡ百しﾡ系杯合石各位区いTp<nでr合運ﾡ 

ロそ室るレ てT ろ.さ\ ごﾡﾡﾡにﾡ干の号祭る記し て万ニう- 

Ζ. B家、6うのそぎ方針. ヒ<ヒ手係孫置取給区注巨にﾡする.

ごの自旨ドイ ッのさ ハ ミんの杯米桜老は考くC.wAPu2-.YDcdな2- 
とy H.Lenucc. wMancc. K、44卒 ロビ)の予ﾡ杯 

反諾L同じであり. 杯末至ぎの長ﾡ在に打底し己田ﾡである- 

u く に6字の経ﾡ前徴の年ﾡて通じﾡ*には杯ﾡ至ビの不ﾡて

ﾡ味T ろ行ちのか不色工ている.

E. 6ぷの「山をつ0E翌生ミL三長してVる下ぜにレて 

Fく-という ニと区ﾡﾡ的ﾡ度Yレての台理的杯撃王ﾡ の天歴を 

載底して 1 ろ.

ごらに6ﾡの/っのﾡ験を通レて認ゆE「将たの ﾡ分 の百6
英のﾡﾡ生ﾡら状ﾡ作ﾡの 柱ﾡ生産へのﾡ行→G印家系く 

ﾡどらろ. そ営系の属ﾡが歳ﾡ云や杯分ﾡ近の契 受にミでﾡ 

百Tろことロ p.aacc& や ALeズy. ヒらての記述がみらる.

片の烈に打底と己ﾡﾡﾡ営の合ﾡ的ロﾡﾡで ゐ る ・

2. Aあ、D系が官う吉西る行I.
B系、D家べ知士の エリートるﾡ接しよう ビﾡみて列 り・Gﾡ 

がいろ ろロ記種の 生ﾡ試験る行ってPリ. Fぷが主の西る 主 

にﾡ甲して\るロピ. 百ﾡや況ﾡ改ﾡにUてれでい ろいろでセ 

ﾡかり多之が糸心に行われて) る.

っ ﾡﾡの令飯配ﾡる汚えて足るYEる、Fﾡ・GぷにいTﾡﾡ 
令ﾡがハがこらの人々かい下ﾡべ不・ ﾡﾡ・ 梨ﾡ王で手が 

mてハろ尽 くEあ、6家にﾡﾡで. F家U運ﾡ玉で ) は次味ﾡ 

く Kわ ろ.

ヒく FFﾡU包ﾡﾡ孫る行うようにロってから (昭和ユ4 a 
ら) ゲ景互Y度杯面ﾡがﾡﾡしてハ る.

2 Dふがﾡﾡ市ﾡの日ﾡるか考にして吸ﾡわと決定する こンやC 泰 

が沢験ﾡに舌干のﾡま配ﾡる行い. ﾡﾡる委ﾡしてﾡ価る沢める 
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二と ロどにも 販合化へのみがみらる-
5 . 己 A家 Cぷが伝予俊、 林ﾡるﾡﾡしてから取すミずるの

6 e覆的である- ;

・ 6表の六ﾡ示定方云Yﾡ熟木欠型かほく最戸利のポ金) に▽高 

み的王ﾡであり. くのっ之同ﾡ生産である不点の石ﾡが河R: 
て1ろ.

7. の 山ﾡ表 ッ Tべてべ孫子示分の性示にあ EってT「 だ 

不ﾡ合ﾡ分の区ﾡユと「生長の宗立し己ﾡ分のﾡ孫」るとりあ 

てる ご注目にﾡT ろ.

e. F 示が 口Tとﾡ置アワてﾡ電主る行って るのウさnのて合 

理的かつﾡ田ロ配ﾡ下ある.悔かの山赤ぶに あ二LFじ」ロ 

配長がう があっれる.

? Aぷ包営ﾡ並るつヤ. D涙が山ﾡ工早る行I. 己家が灰の 

自ま政ﾡ(ﾡ水) 工=る行っている点ﾡ至営改占の合理的B予か 

とし てげさろ.

パ 6系にこべの 帆か ら伝わってハろいくつかの 政Mにロe理的杯 

全きの本 ﾡにd、た2 のか多く ﾡっ九. ての河ﾡ ロにﾡﾡる会

n2と示ににる三くみに生かしてミらにハくつかの町レ合理 

的ロ試うノをﾡ之て王きる行っている当主の努かルﾡﾡにgほふべ 

ちのが多ハ.

/ Cﾡのﾡ的日み殊転ﾡ索 一王客計島-に日系味さeら 

3 のごあろ. この方ほの口"にGめのるﾡﾡ平分法の同ﾡが 

E2マ. Cうの場合. 仮ﾡにﾡしたﾡ分ﾡﾡる分期刑に刑ﾡし 

てﾡ野計動のとめくく リにしてあるが. 二の忍るさらに利用レて

3分期 ごとの坂ﾡ 氐 ほヒルヒー 定■た 丁れば杈積平分 伝がで ご ろ. 

さらに記ﾡﾡ位で同じよ っ下受る作っで採作T ろこYに』ってm 
預平分法が作られる -

ての日酒るﾡT家平分法にDり. ての上α系さnロIﾡ 
今究こて 記 届 &ね っ ニとに工っ て々添ざYI 入 ら na. ミら 

生浜 湿添やての おかの器示る ﾡみ入れnばﾡみ合せ法が影南さ » 

- 134- 

ろことにロろ・ Cぷの施熟条は玉ったく ぷ創的に作ら Eﾡので 

あ り ロがらﾡし ﾡ馬南へのﾡﾡがてこにﾡらる-

/2 CタレDﾡら てで系杯施ﾡ 来るﾡってハ るべニる合分照 

ﾡにﾡ訂レた り・ あるlGそる取ける「つ ロﾡﾡが Bハのが合 

琪蚓闕衆圣 首足展 の n ﾡからスろしﾡしる.

3. っゞにる全営の豆記る思ると.ちやかれ少ロか表ビ 

範のつIてP リ. てのﾡ記のﾡ徒区報ﾡY甲点の季後イエックロ 

更とさろ. cし てﾡ受計ﾡが主百的とさ てい ろ.

« そさ理組ゆ&ﾡろと今回師置とかざリにテNてほ、 今oい町 

以下のス石ﾡA表、B5、P長、 GsいTﾡ浜杯竹召為"画 

ﾡ的にﾡ孫る言連し・ っねにみまのU、内体労のをするﾡ雨老竹 

君る合活的にﾡってﾡし、 労の君レデに任著るし出督している 

どく 上6涙のﾡ甲ﾡﾡは/つの高ﾡでﾡﾡ形五る示して\ろよう 

に冠わる.

てヒにべて今。。町以上 cc暴・ E表、 F家)にDるとﾡらか 

の巨理ﾡ台る耳レ. 内ﾡ労の名Y許石君の ﾡに人ﾡロ・理ﾡ隈が 

入りミえでおり、 理取ﾡが置かてハる- ニの人的ﾡﾡがある 

時くC5)区山福であり. ある時CEほ)区ﾡ主であり、 ある呼 

(F家) ロ世ﾡ役や戸任君であ る .

てしてこニでロヒく に巨ﾡ甲買 くLとばﾡ記やﾡ ) べﾡ・に 

ゥれてLリ入らる. ごのﾡ合. 玉T窓記のおがﾡにLリ 

入ら 房1よつである-

T. 以上 ニ ミに阪百しE各ﾡ営ばわのおのハ T・Lt並べ的かっ合 

的耳ぎであ り、 殺えらるしニろがるい.
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ャエ部 労資ﾡ係ﾡ々. さい ごにﾡ査したる在送の特役をﾡ単2ヒ りまとめておニろ.

-I3G-

下ロオ/ 部の調百報日の荷足司分と して合入私ﾡ林玉どの労頁 

ﾡ係につ1 て合同係君から両ミ えた引 のさての ほビ D あえ下ﾡ岳 

すろアアであろ.

ャ / 例」

(森林組合の話)

FにほP枚が4今。みリ・ ての取東別内訳つミのLPリで 

あ ろ .

林ﾡ / コョ*( ・ 山ﾡ労ﾡﾡ京為

、山杯竹ﾡ君. ﾡが緊を合C.R本煮石はへハっ:

・ベ

奇ﾡ / e 確ﾡ産. ぶ界子ほGヒ

鉱ボ ヨィ 三ﾡ山、ローキの孫ほ

辰休ﾡボ →3ク

ごのセ

村のﾡﾡほヨ。 町、水田面ﾡは?2町、山林ﾡ積〜/2町

でみろ・

区内の伝杯石君でﾡﾡ索る作り ・ 

いろんゲ/んい.く床杯面ﾡと5。町 ) ・ 

水町五ﾡ2反今セ、阻面 横口ユヒ. 

台ロでて)l. ﾡ内のﾡﾡの原不も

門暴 &やヒ フ て王さレて 

二の区のﾡ家/Pあた 

牛2ﾡ.であU、 ﾡ産物の 

そのとﾡに他村から秘入レ

てIる・

二のﾡの令ﾡ配置 (/合帳はよ)

♦做 ス* ヒ)キ マ ツ げ ッ

/ .2町 s引。町 < 町 e7 町

2 285 ～ 7ム

3 ダ/ 72 3 /<



ﾡ ての他状早引クの 町があり、 牧野に利用さてる、 
才 ﾡ下に小硬ﾡの位山があリ. てのﾡﾡが今町あろ.

令版 ス= 匚 ； ミ マ ッ ゲッ •偽 多

ル ノヲム 町 7s 町 Ζ にテ 町

今 2ョ4 e / o 77
と 2/8 /zナ ク 8
7 タユ /8 3
a e 7 ?a ○ /
夕 ?< ? 今 / /

/P. d 々〃 /

// < / /
/2 3 ユ

ヨ 2 /
s十 5ョ7 25ク ヨ ze4

高正軒令は 2 Fであろが一嵌に3夕で主依Tろへが多.
当Fの麻木口全部ヨ戸で球ﾡ. mエさてハろ. ﾡﾡ(Rﾡ 
ﾡﾡ)のみﾡ別内訳百ロﾡ創、ﾡ～ﾡ. ﾡ2割でみった.ﾡ 
ﾡにﾡ不ﾡ行ミが愛くBつ尼ので. ﾡっ訓 ﾡ5割. ﾡ2刻に 
口って1る・ 取のﾡゆミがﾡらE原召YLて、 ベﾡ面の点ム 
不あられろ- ﾡﾡはベ=マﾡにべﾡさ. 下更ﾡ ミキ根ほ 
トタン ﾡや モルクル生リにロU. 天キﾡはテック スや ハリテン 
( 秋田) にベ百さ っっある.

当ﾡ方でﾡﾡ丁ろ『にに2向沢や。 沢対の未ロ2TN上 
のﾡのに及に・ 示口ョトタ分～〜5はﾡに. 〜～とTロﾡに 
く にヒが多.

このﾡの裂ﾡ工に平内〜今HP て ユ。HP前後のﾡのあ〜 
5野あ ろ -

女はこの林ﾡク ﾡlが祭.7 あ 小木 将によってIlる. 下刈ﾡロ 
ごいごん保林 組合で/日府向題 入し日. こるﾡ合同にﾡ府ける 
予定で る.
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ェーンソーはFにど日あろ. しと・ このﾡ方ではスギ、 ヒノ 
〒ロﾡﾡTれTれ"らﾡ木Tろのでイェー>ソーはﾡQハ.
マソは地光上 /イ ee ごらいか らべろゥ ごチェー ソー 

芝っ乙)ろ. タエー >ソーは占 が いのごサ ﾡ り が 

多 ぎ い 办 ご ま切の 評に みっEいロI.うロ 広じがTる. H E 
翌切りの呼に下からのリエ『られロllから困る. 話ﾡ、 二の直方 

ヒレて口K 干、、 Eノ〒にロチェーンソー&ﾡりu\. (F戸性: 
-ﾡににどこに行って ﾡﾡ点ﾡﾡ &へわロ\曜由しレてさ ごま 
ロ ﾡ価的ﾡ陥 る福定さろことが多いが. しかレてのﾡ由のはか 
にごﾡﾡに打丁るﾡ番や 示文係ヒラ ビTくラのﾡみつ 竹らる. 
ﾡﾡのﾡぶにほ「ﾡ1系の時にどのﾡﾡ手てﾡZろか」しハっ 
PRL * るずるﾡﾡ君の訓領ア7 ターサービス* 気空 

にレて. ﾡ甲各側のらつ 一ﾡﾡに打丁る不を- &のでく ニヒが 
愛に」つにﾡじた.>

の戸にほ回ﾡﾡには\が巨行近杯が5o 町ある- レハレ宅 
行監ﾡ池の仕手町区金が冬\ かう人天が行かでI. /るある 
とこの下の研行の日当がﾡ向でロタ。9 FBのに巨行ﾡ杯地でロ 

円である.
労ﾡ否のﾡ金につハてﾡﾡ、 不ﾡ索によって. 河のﾡかロ

んとはく公示上るのである・ 今の山杯射務君らひにてのほで 
の日価I労竹為の質金 (Eき) の 二の 村ヒ あけ ろ 氏固 の一触的硬 
ﾡ口っ ごのLおリであろ.--------------------------------------------------------------  一--- 一 -- --- --------------------  - -------------------------------- ----- . 
(山杯労称)
ﾡ任 500円(=男のﾡ金 はロ男の4～る今割)
池形 s。 o
仮木 <ee - 今ee
重杯 < 2e 一 今ee
副 安 s - $。 o
不ﾡ 7e。 ー < ee
飛ﾡ goe
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下メ 今今。 - 今2P
(ﾡﾡエ) ee
( てのほかの日1労の)

林立. 河Iロビの土不ﾡ係(ハわのる士工)

個への家の修理るすろ工 8。○円

位山京保 coe 円

ミッマタ系ﾡく仕子ﾡ何君のみ) ユ42〜 引o0F
( 註 : このﾡで言に4の言のミ ンマタベﾡムされモベ今/る 

伝しへ産ムしてロハ )-- --- -.... ----------- -- - - -----------------------

この行の労何ﾡの人ロのウろ. ◇引ロ山ﾡ仰君, 3製に6 
楽労竹君 てのほか(土工.大エ. 位山)でビロ/割ぐらIて? 

ろ .

阪ﾡのラ啓当F』リ あ/ﾡぐ1高I. ﾡ打にu下企煮の名 

山ぐあ リ. てこの芳塚があハ か、ら*の影ﾡ&令mてハる.

当戸の山み君の«金はと〜夕与示にべて、 ﾡﾡ/ﾡぐ» 

ハLハ上ってIIRIi. ての理由に 飛か「ハっﾡ員(昭和2
頂 > □位のﾡ方から必沢山のﾡﾡべ条工 って飛て依基事点る6 

フっﾡのて. 人天不足し、当時 ﾡの仕里ににべてﾡ労石 

貴金か高かっモからである. 現日にﾡ不か同くQって暴灰R品 

客く □って具切ﾡﾡのﾡmが少ロく Rﾡﾡ君の行うベ率楽く 

ラ羽君らﾡ亜るハカ とﾡﾡがっふれて 天承するから. 6ムの2 
ﾡ分務君のﾡp点くロらQI. 伝去の山孫ﾡ務右の 員金が位 

から 辰床ﾡ保の務容のﾡ金あ高くワらGI.
二の不のさいミん4〜$平のﾡ孫面ﾡ・ 依系面ﾡ. 杯履伝ポル 

杯画ﾡ区つマ のレFI)であろ_______________________________ I
重杯町項

内 3____
・配いい:暮事

昭和3年 〜2町 72 町T 72 町

ョ3 /っ2町 ? o $o
52 比 //«町 7 ク ョ 5

___ f 28可 ク 8____ 2 o

こハごん・ 甲ﾡ杯伝ﾡ比はだの部に区沿近杯さていろ- 

ﾡﾡ25F項に田甲ﾡ杯の債ﾡ面ﾡが多く、 /○○町以上であっ 

E 町和2ヨ ﾡzは軟呼ﾡのﾡ跡U (ﾡ杯手 &ﾡ )afxcoe 町T 
ぐら1みっていE. ごnれの 再杯がﾡ全ヒ終っEの ロ ﾡ和 引。平 

ﾡであっE.
石の西木のﾡ号〜。万本で。 うちs。メ ゴﾡﾡて 自給レてい 

ろがﾡぼﾡﾡ他ﾡからﾡ入 レてハる. 生の ら年生語が主 ビレて 

ﾡわれて石り. ての価ﾡ区部木一本 につ ( てスずがと 円す。ヌ. 

ヒノキと円今。・マンラ円2。支である. 神木西(2生) 

石干次われて1るがこﾡスギ/で。Hs。 ヌぐらハ である. 

当戸内にある杯ﾡﾡ係団ﾡLしては森林相合. 不ﾡﾡ合、山杯務 

君翹建会ロビがあ っ・

孫ﾡﾡ合口ﾡﾡ竹右君の団ﾡであり. 甲ﾡ比レてロ百不のﾡ入 

販ﾡ琴ﾡ・ 近麻ﾡ助金. ﾡ河金、 伝師戸金のﾡ務ロどさしてる 

り. F々株杯竹ﾡ吾から杯木評価や嗣ﾡのﾡる々のて行う.

E. 依孫率ﾡに同係してﾡ杯竹目君に「衣れヒか「衣るな」 

LかﾡきT る二とロみる.

木ﾡﾡ合口ﾡﾡﾡ 吾の団年でに 3～2回総公る 甲いていろ. 

<のFに伝ﾡの改や策君相互町の秘金の餌ﾡロピる とリミめて 

lろ・ よ日・ 木ﾡﾡ合でLく立木)るﾡつて影ﾡﾡ吾が戸で償 

生ﾡ灰Tるつと?あろ- この制存に仕ﾡる平く m るの とﾡ利 

<両f面からﾡ和合の』い秀がある.

山林片務ﾡﾡﾡ会 はム杯ﾡ務君のHﾡで会ﾡﾡ報に □っていて 

任意叫入制である. こ至営君から春町をﾡらってﾡ営さて 

lろ,し 正 フ てﾡ何ﾡ合 的ロも のでほロく 労竹君のﾡ筒のﾡ語 

公ロビみ行ﾡニビロてI). 署Tみに糸三ろﾡﾡ田年である.

( このﾡ区のある株杯ﾡ有ﾡGべ(ム杯ﾡﾡ 引4○町)の話).

当赤の ラの口全部常用分のﾡ くH給)るﾡってやっている. 池 

えKに取るあ日え ◇モめに当家の労の為口全聞地工ﾡ下&ﾡって 

ハろ. ﾡににﾡ族 ﾡ雰田知 を商I 止るよに労ﾡ向の人高ﾡ
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係に記らる込ってろ, そろっ ﾡ京ﾡ呑にP弓ハっモテ 

にロ面ﾡるみろ.

従茶頁の甲方合ソレて口長男る産っ二とにしていろ 当びか! 

してロ2 3号口和会や工ﾡへ進し、受男ビがﾡ祖の士こる 

ろのがﾡ通であろから- *レてての渋引にg、山ﾡ労務ﾡLレ 

て生活る T 2下「のﾡ金る与えて任季をして ららっ.

季ﾡを行うニとによつてモ宮香みﾡワﾡりはﾡ楽頁ヒタEして 

円石書ﾡ沢る 口かり 労ﾡの情神でゃっ て行EI. 当5GR 
ﾡと山灰子ﾡを一ﾡ至きしてゝるか谷取ﾡにﾡ手ﾡにﾡじて 

減小限の ﾡ関るみし みリロてのっ と包がレ私Tに忘飛に 

せる二とにしてIろ・ そとえげﾡﾡﾡにgﾡﾡRﾡのﾡﾡが下ろ 

し・ 不ぶも法ゼﾡiの て娯ﾡや生ﾡの生ﾡﾡを落して孫係へ 

下刈磁ビへへる回しモり. e ﾡ征やﾡ刈 てﾡﾡ竹の ﾡ工のTt 
野FU山の へ夫 る易な工呼でﾡつモリすろ. 各平閉の系ﾡに店 

てラ7&ふり工「ろネ. しかレﾡ用して1ろの看にロフLめて 

冷日仕事 x 寺 2て ﾡ金 &an ごゅ るじてヲ務君 (1えK)「 

竹得の向上のために努のしてIlろ.

当家にU全過ﾡ( 報ﾡ部前と山みm ) る過じてと。Aのサ" 

お小い るカ レカ、し、 ごのへの生活は 保麻レBばロらロI 
SのEめにﾡ素いﾡﾡにmロロらめ」 てクEめにロ相与、I 
茁君。 分 何百 砂 ょく かか ね］ゴr ら め. この点 □労初岩 e 目.tバ 

てIみヒころであろ-

チモ.仕季の休ﾡ時画にUよく労の右ルﾡし合うこルにレて

S二「つて従※兵と王営忍の風足の女ポる品ってる.

しれ し町として「ﾡ宅るのﾡさEニと」るﾡの君みら前TG 
ハことがある.

日・ 当泰のジの召全同&興京玉で児ぬて行Sハトバスに犬d 
たこL ちあった.

恥ﾡのﾡﾡ向の人ﾡﾡ係よ< 配尽すろようとﾡヒルっけて

つ .

当えのダ竹為圭びLﾡ労務看てﾡ更f入のﾡ分を杯 

ﾡケから 的 て” る.

当ゞごﾡ っていろ #ﾡ物為 に は山林労球 *ご白分の回畑を 

そっていない人生り、 ﾡ分の田x(田2後. ラ七け袋 

)主そっそいろ人がといろ・ しグし、 自分ク田畑とめっていろか 

いないがYいラこと ご日 当さ別ナろようなことはない。

当赤のみ山林ﾡﾡ君の 日当ざのどふであろ

51) (ﾡ欧ﾡの〕 「5ゝ‘ (下)

・4キ 38。円 ラ 引○円 ユ。 円 タク 円

2 7 <2ク 3 eo ユ40 ームク

$o2 «今◇ 3 8o コウク

ユ 9 (不四 ) 今oo (不町) ミムク

3 o $$。 $e2 <$2
3/ < eo 4+e 4タク 引so
ヨ <3o $e <3o <20
3 3 48o <e2 oo <e2
3" <8o $ee < 30
3$ 7oe _ < $2 _ 42 << 2P

(託) 下刈の貨金に・ 石時に不ﾡ列仮木入&してEへがた 

々にロってへら下刈の仕野るマ るJロっE時のﾡ金であ 

ろ. にのﾡ方ヒレて、-般 に下コてっ1 うへのする 任君 ヒ 

ぼっている.

(旅べぶ何石のﾡ)

労灯石 Q
話 . p

リ)
手 ・ C

・ d

う今反・ 話/R&みろ杯茶労切右をしてハる

田2反 ・/今反 ・ ッ

田«今反 品/R 自分の山杯(スギ)/反&もろ、

杯新労務君る してI ろ

杯ﾡ務君戸「を零条にして戸リ、 おモ

な 1l.
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註： 記手にﾡ戸内のあろ浜杯石君の常甲労ﾡ君ヒしてﾡIて\

ろ ・

二の村ヒしてほ. 田2反、 色5セ任ﾡ&ゥってろ人べ、 ラっ 

Lら宝通てあろ. 村へ の下記分 口ア 引。 平ﾡﾡの8ﾡYハまの 

あみ尾ﾡ(G点。。呼労ﾡ)る干ち」 Fる/目 ～2ﾡ って1ろ. 

しハレ、 包分の山杯るみってろ人ロ少ロ\. 山杯はﾡ内のユ〜 

ヲ人の天山麻ﾡ石がろってろ. ﾡ地あﾡ前にロてつであリ、 

ﾡ電に翼Tﾡ主で大山杯目君とハカ人がっ〜 引ヘいモ. レE 
か っての不の灯へに百m改放の思ﾡ2安けたハ作 んか多

. ・

戸への大加分口作物に包告台足してるび木ロﾡ へな多 

林条労秘意のノヶ日の平ウ労の日故は. 杯ﾡ岡係(不爲列"G 
生大)ロユ。日 早ﾡfのRエロ24日である、係むのロﾡ人的 

用務 (私戸) "記否の同秘 (E と乙ばﾡﾡ示の仕号のEめヒF 
内の全ﾡがに7日ぐらI最仕する)Qビであ ろ. 日ﾡはロ\. 

/ Fヒ休みは命と正同だでみろ. 係スる月甲して各分の田部 

の仕勢らすみ. 田ﾡビﾡの野にロ/ﾡ向〜/。日向 午取く ぷﾡ 

&とろ. ご以外の時に天ﾡ分山孫労のにﾡ季する- 山杯営のと 

包えの田ﾡの5のにに位番るしロ\. 商のﾡ合ﾡ入α全W. 山 

交うで急としてク任ﾡら呼ろ. 区ﾡは包ﾡﾡﾡでﾡﾡ"らの製 

金收入は 口い. 家旅ﾡ取口自通ﾡ人天ﾡし当へ大ﾡ. <nヒ引負 

ゲュー3^Iろ・ 当へに杯ﾡ労秘石ヒして産p. 父方林業労将 

君としてクIてIろ. しのしダの日当Urﾡ人Dので」ギへ分で 

あろ. 当へののと之平管に本事をしロがら自泰の同茶に従奪す 

ろ・ レかし. 福杯ロビでﾡがしい時にば当人以に走へ沢W○せ 

6山杯労ﾡﾡビしてﾡわろ.

戸へ口ほとんと全ﾡこういつ生おるして\ろ.

山杯ﾡ務君のﾡに「へ尺ﾡ- Bn. ﾡ麻竹石合が直ﾡ際 

ﾡるすろのらであろ. ﾡﾡ工場ちﾡﾡであろ. 務君の向て- 

番研り の刃が「取長→ビ呼ばて\ ろmビゥ 報訓や日当で処
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のへヒ置さて\ るわけでにでい.

質金に各ﾡことにほヒんビー文してIろ.

ヲの君にﾡ金を到ぎ看に硬無し、 登ご君ビﾡﾡして沢めてハる 

需用学り君ヒレて. 当系杯竹石名にﾡわろようヒはっﾡ秘ﾡ 

にう1て:

緑ﾡ竹ﾡ君ビのﾡヒ血緑ﾡ係Qい がレかレ係改ﾡ係回あ る.

a. c :ダなての浜杯石君 に世記 Dって1Eか ら平した.

.そが., ・ ・

b. 女がの係杯石ﾡ の1杯労ヶ君 ヒしてﾡてIE. 
列の緑杯有ﾡ く ﾡ圧の履主 ) らﾡがあフモの てﾡI
しE.

ﾡの方法.

学及る生ろA. 禾芸く伏えろよウロ人 X 声 えて森杯戸君が F 
ミの3ロﾡ面百戸、 よくﾡる事る」とってﾡﾡ石に来人る申 

し)D. てして労のるロすてくロら世ﾡにらリ玉レ」つコビnつ 

て昭事ろ ・

あ し誰から ◇飛へがこひか、つたら分の君が台今で浜杯有合 

にほみに行く.

さいミん、 Eん戸んﾡの人口ﾡっていく4何があろ- ﾡmヒ 

ロ河にいろへが多かっ 正が較ﾡに町 (大阪や京和)へでて行くん

多ハ.

Lかし、 2 ヲ男とらかく 長第町になるに公らっれむI.
残男 ラ あい 冠 口「町へ行ミモuとﾡうがﾡ令にB るヒ しモがフて 

「ﾡ会へ行ってシﾡかるものでSハレ 地えに 川E方がよハ→ン 

窓うようにロろ・ てがにの他の一般住ﾡのﾡであろよ岸.

夕の上相ﾡやﾡ金区. ほTネ/ﾡ平ﾡから、 自分のﾡにすた 

ﾡに個リロい二とヒにレてろ. 現. 信金は版協からレてハる 

ﾡ友である. ﾡ認の金融は気が楽でい. *の叔協の信金の保証 

人ロ主とレてﾡ想のへにロつてもら)、ﾡ1主(株杯有るゝヒ 

aRほGI. てうI力こと&ﾡ主にﾡめぼﾡﾡ、ﾡ分の身がレ
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ばら てし1l. ほによ\何ミロがあっても行ロハようロこ 

とにロろれごあろる、ら.

昇の上河ﾡや告位のﾡ談ば王 T電ﾡやﾡへﾡ係てのセへ告く.

*してとゝ してみこんヒらﾡらDI西にﾡﾡの今ﾡとしてを主ヒ 

ﾡﾡすろ・ ごういっ 時に底主ロ ﾡﾡにのって -WLめ 小でくハるし 

歳主の、ﾡびに行ってら「ﾡ1主が西試&UIヒI二L 
にびい. とかし・ 不戸の災ﾡさえ受mDmnば艦主のへﾡ試に 

行く』うごニヒにヨTロハレ. らちろん. 考物君としてほ「てX 
ロこ とてﾡ主に性ﾡるのmEく ロiユLいゥ気市でIiる.

労ィ君のﾡ佐につ い て.

ダゆ合にEい: しかし河全年の山杯号務君の面佐Lしてus 
授ﾡ会、 打全佐のﾡﾡ工の西年ヒレてﾡﾡ交及会がある。 =ら 

2 ・体ごﾡ1 主2ﾡにTる河内ﾡの若相百問の 型諾族ﾡこロって 

5リ. ﾡ々ﾡを旅行るしEりすろ- 科の中のあろ歌氏でら合か二 

2ピてのニュ ースが こらの ﾡ京る通じて ﾡの及のけのるヒa 
さ 日のの融ﾡでみら 切君ぐ ﾡ主 に「あてこで ﾡ金か工っモか 

じニタらるとうクレﾡ命るあげてく→LIIﾡい主もFでロ 

このくら1でビゥハビハゥJつUニルにGU. ﾡﾡしiし合 

でての 弘陽の計レ 1資金る天ヨる.ハのFはのて夕の香に? 

ﾡ走のフ トコロエ合がてんとロく わaる. * レ てﾡ主ちヲのﾡ 

「貸金の世向相ﾡ- &知ってろ.

灯にUかに住がはので. ﾡ金ﾡ係ヒ っいてあま り不訳る 

ハうわけにこiかﾡIl.
二のﾡにに必ﾡ色回u、ロI. て〜ロみの&作ってvulie 

ハピ い極をの 瀛階 X 告丁 ろのが胸の山でﾡち でsUIlし. こんロ 

I1ロるでてんロ多のる作ろ弱らBI. ャバ その価主のせ総に 

ロらロワばダのﾡ口にﾡってInロ\の戸から.

ﾡ主ビﾡの君の日分ﾡ係ヒってロ. wEe 在みがセ部にW
っ ﾡら5内君老ヤミ ロニヒ がいをる. レかレ この再で口歴主L 

直ほWれにはって区明日から西る- 出向の1戸だのらe 
-146-

たII ことら ハlえは｝.

昼占面 に関して口 屋” 主に-任で方ﾡﾡはら っばら/ -マッケ 

ドI EI「保われてハろ人向そ営面につハてあ、しろニうしろ 

ロんてゥべミことでははい→否えてる.

圧主ぐ「二うてろからこう しろ」とハ2労ﾡﾡは「ロハさ で 

Tか、はさうでの→とハカﾡけ。 ク的・ そ老面にﾡしてﾡ主 

からﾡﾡるﾡめっろこと 全太にI. 后記内音日ピをﾡ主が 

※浜にな町しEニとはロハレ ﾡの君ﾡ「ぞくロあのて見ても任 

方かBハ-とﾡってろし、しEがって労仰君会社のこ託でん 

かﾡせ て練 しく もQI.
しかし役何町でにら仰石るいろろハIE=ビぐあろ. 生色 

豆 微の帆通方専をて钦レm. Eビえばいさのﾡ主区ﾡ ハ仕学 を 

Tろとﾡろが区I仕琴をしてﾡﾡしあloせI. 己a ヒほﾡハ在 

番るしﾡヒミぐ1請めて叙しハ のへ悟 で. ラし*ゥレてく 

たら安の君の 差ﾡﾡ己ﾡ上Tるしぽ. いほまで生ﾡﾡﾡ面で 

の労点ﾡべ会に休ﾡ時向Uビに行わてハE.
さハミ くの重主の 話だと今俊に日に/ ﾡぐらIてのよつロﾡﾡ 

そ行ううにひろさっゞ、 てっるレa、 ﾡ塾レロければBら 

めと胫フ ェ1)る• 最ﾡ工ﾡのﾡ幸るﾡめろにめヒにモーターの思か 

改る営やT ミ ヒ そ ﾡしたI ヒぽ てI る.

ラ行面にﾡしてほ歴主ら料ルで. 労仲石み稲ﾡ的にほﾡる上申 

し・ ての意更ヒリ入らるこルが多ハ. レ<にﾡ主区町レ 

ﾡﾡの入や諸習に日熟心ビ. ﾡﾡ面に演Tみか"リ、労類ヒp 
ヒ「作ﾡるやリやサくするように」、「在奪の仕之につ1) て忌更をの 

ろように-レてみリ. 仰くへみヨﾡ主み/年ヒはつてﾡ率のﾡ上 

る考とて n ろ.

行面の講書会口. さミん. 最ﾡ工ﾡの目て係の工ﾡ屋 

主から資営神取る 多 て町でﾡかﾡﾡ習会 二今mしE. こっ11
ウ 目立 岡保の 読声会 口年と 3 サぐらH あ る. *恋後、 浮ぬでﾡﾡ 

分止るよくする 誠習会あ リ. ﾡﾡ工ﾡべての 講言会に参ﾡ し
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た・ しかしてのほハ戸係(とくに ﾡ茶南係 ・ たとえば下ﾡ 

台動例. ﾡﾡﾡ 緊ﾡはヒ〕でにそう1つ語当会にﾡかEニム 

がビいレ、しﾡがって参ﾡしモニとらで.

にかく ﾡ市西に同 しては労ヶ石引 ﾡ岡的セ意更がハえるレ、 

主み*ハ2えくでハろ・ F ～下んヒﾡ山の人ロがﾡって0く 

か丁まT小人故で生ﾡるあける二 りがル器 であろとﾡ.

っきにわわの生るにつ1てらつ一きのべEn. ・口新向る 

¥って\ろ人がﾡに2一引へいハモ. 今ロ戸のへ区全部新向ると? 

てろ. レフフ山石ラの君の生活ら向上して系ていろ. さハ 

～ロミら こﾡ氏平位てビらでミ生ﾡ去浜い階してでていろ.

ﾡ品- ﾡ金制友にﾡ下にいる「あ よ Yﾡっていろ- 

現をに非常に平デ り にてろ以ﾡで否仕琴の手伝るして言Tの 

が音通てあろ-月や休ﾡﾡ及や日班区ﾡﾡ町全ﾡD iがレかレ、

2 「あ口よ1→と言ってハろ 日班に作来る休め家で目 

性仕手がでミろ. 日旺 かない のら、労の君み&しはからら目今 

の 婚の 那台仃ビで仕挙て助手匚依む てのﾡﾡでえって経主の手 

宗飛山さ上系ﾡみっのでに□いかと思っ てハろ.. ﾡﾡU 日田に □ 

SのIE日に日当るらら力=ワで、日当汉不のとe.たば笹覇の 

,岂 Q ビロ全尔も n• Eﾡ圧のﾡﾡでロ山ﾡ労務ﾡのおほ問o 
ﾡった日 が休 下のら日ﾡがあるし如って困ろ- 戸ﾡ間友にして 

日Fる作ろビよビほっ.

労災保険。入っていろ.

買位協た. 密切前的 杯ﾡ則ﾡはﾡら作らてliBli. レか 

し分ばRに二ういク内ﾡ口ﾡ結で※覆していろ.

/日のラの房町日. ﾡ石工のﾡ色口ﾡは干ﾡ7ﾡから像2門 

¥主で: 冬ロ干ﾡ?時ギのら千後4再千ェてでみ新はEI.午α 
時宿午が午後各 引。分あ リ 昼候 みロ /時間であ る.

山麻牙の為の左口がョﾡ向・ 午依引時岡仰くの書i通である 

(て の 向た午 が, 徴 a/回甲る/取すろ.J. しかレ、 自セ 

から取ﾡ手での ﾡ越が相ヨあ り. 住2時町以上か、ろめ多
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ので、 時としてほウすぐらハうち に泰 そとﾡせね ロら めことも 

©る..

(山本ﾡ務看の現ﾡの な季ﾡロ合宅か ら2里半 ぐらある.ゝ

山林み仰に、行内 の な尋 へ自宅から 日 りで 通ﾡす る のが音 

重でみるが、時ヒして泊りがで止くのの 仕顎 行く 三とﾡあ 

ろ. てのよっロ時に区格泡ﾡに銀べ(/食ユ。。 F)ロﾡ主べ会 

してくろ.

山杯労務ﾡ(不ﾡ引7。。円. な木汽く今2円)□製お工(-製工 

so○円、 目 だけは戸給で/ﾡみイF)より»ﾡ金に吉.

レかレ・ 山ﾡ労務君口同のﾡっE日口杯まロロらBYレ、作* 

1具くEとぼノ コギリマケタロビ) &負分で ﾡビ。 さセ らQ 
いから、 ﾡ所司じにロろ.

ミ ハごにか々山杯労ﾡ君の杯政にﾡす ろさ 、 やかロか望る ハz 
ロ、 命所. わ労の写に-生ﾡ命のて、ﾡ主にﾡけてあら 

って. <のﾡけ&労の君にる区えして▽らクよ1ほかに仕方がロ 

ハ. 都馬登主の部 ﾡが派T る ニYがわn山何分ヶ君のﾡ金 

何上 ― 何上 一 福池向上たみっ ヒ| 段立つよ.うヒ思 ウ. 

しEがってわわれの昼主のよう □ ヤハ、企ﾡ丁 Dわち山ﾡの杯ﾡ 

ﾡゃ寝ﾡの源収打ﾡにお かる入てﾡしI.

才例」

(ﾡ杯ﾡ石ﾡ(Dベ、 山杯面ﾡユ。。 町)の記)

当家はαへのﾡ甲ﾡの君る々Lってハ る.

自5専甲の西Nそぼる行\. 目杯ﾡぎるしていろ. 杯木の阪ﾡ 

は立木ぺ今によってハろ. しﾡがって依な事点は業ﾡべ行ってっ 

り.当ぶの常同へ入のうろ. /人区裂片ﾡ飛である. 他のノ人は 

面ﾡ任て、 残ろユくほ下刈、 K株、 のﾡe. 円区ﾡ木. 納印n 
打引. なﾡだの株西べロどる行う. 当求の杯ﾡそ営は森係存者
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( 当主と尽3子ロゥびにこハらへの甲ﾡの石によって平. 

芝うれてっ. 仕手aレ川時曰ワ臨時へ示て入れていろ.謎引 

ﾡの君るゃLい 入る任Uﾡヒ証救L下刈が主でるる. 

な此施記にろ確呼ﾡの否る入れるが二(3ﾡぐらかからごく 

ハ小、面析 く 今～<町) ヒ行ってハろEにT ロ .

臨時ﾡの君るﾡ無T ろか透として口当表でにつ子のようロ2通 

)の方ほるとっている.

(1) 当ほ口乏ﾡ-た記の立不処分をほうの で立 宏 ボ看のラヶ言が 

当療の山灰にお入リしてIる- ごらのな去 同係労ヶ君 ロ仕手 

がﾡっ脈ろ日に「ﾡえムみくﾡ徴)の所ににﾡェT"らよろ 

ヒく-ヒってﾡる- ﾡ徴の評にはてのへﾡに伝みm戸ﾡから 

・みに行ミ. ﾡ所に伝木ﾡﾡにみ「Rへ2有して下さV-」LR 
みに行く: ラの合にﾡC方ほにﾡﾡ沼容老のﾡのぱるにて 

やの労竹石のうらの/への各る番てr--- さんきって下 

ミロ-と香い P休るﾡって列 く.

てのへを通じてﾡる認呼してﾡの合ヒ示てららっ. -の」う 

日活によフて啓時へ天の京県るTるニヒぐあn. 1
(2) 8杯ﾡ有ﾡをの立竹の労の君に話&して、 <の人ﾡの中から 

型ﾡ 口ﾡてららっ.

ごﾡの次定 : らの君が今-4へW玉る (%のあっモぼのﾡ 

任居にこのつビタ〜くへで/ﾡるﾡろ.Yく ヒ回ﾡ的ロ西組ボ 

の編欣口®I\.) とてのﾡでﾡ等べ合義レﾡ誠しE約系べ玉が 

こばバこ・ ﾡみ有ﾡY話レ合nるレてマろ. この代を •百 

ヒロ う 人 はての 方勵者の仲向 で 労 の君 の 向亡倍 Nがあ る人がて0 
っビ此ばている. てのべ家石が貨金のヒニハネるするようロ 

こヒに ﾡ打に日 みしてっハっ二Yる すれば ま への 労 何右か 

ﾡはlと能ﾡてくロへと一ﾡに仕学をしn<Qろ. cしろ、 

ごゥいカベ衣君にロろへに.ハわのるみクイ人で仕挙のﾡぁ 

リ・ ﾡ竹右の仲向のロので口自ﾡﾡにﾡかしハ仕ﾡ&nミっm 
てやっているようド
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ド金のか・当家の合に区. 伝不茶看がてのラ竹君に受ね 

っていろ顔るﾡ君にレてミのてる. ELえばﾡ不ホのﾡ金が 

?。。 FELT町、 二村孫校ﾡる塁するので、7。。Fで 

あり. 自通の労のの台に< o。 円忆ヒ否久 ろ, tらろん、

価がﾡくロれUてに砲してﾡの看の為望引思尽し、岩の 

有L相校レて泳めてハ ろ.

今で. 私□温幅主ﾡでﾡﾡﾡ係に打処して系E・ハ南が 

って木ﾡ引が仕ﾡる 係んでハ ろ 時 にての下居 引 の生酒 の二ex 
第2. 少しでみﾡに仕部とﾡ金る収之たら彼ら記ぶLﾡ. * 
のﾡめに. ハ問の区る日に下刈の仕事るﾡにさせろよっロニY 
&しE. さいミんニカハつ延ﾡ主浜的ロ考2かがツさて 

ろよう Fが* ロ*うでラ竹君の方ﾡ叔刊じう務の意染に目 

更のてﾡレI. 添杯竹ﾡ君が回悟るおって木思列に下刈の仕奉 

&させろがに、 でっハり場色にロCレろﾡﾡﾡ (Eとえ F太 

ﾡ 引)の方か ら下の仕季るﾡﾡ的に愛沢し て くE方がよ- 

てれが好の君のﾡ利である.てゥ っ 家ﾡで叔利ﾡ務の昼諾のあ 

る全な労ずﾡ係を 対立する込受がある・ そういう (e全さ しか 

も良ﾡのある労資問係を斉成る ここが でさる と すれ発 

め出合を作った方 がよい。 しかし チ天 に 労イそロ合を作るご 

したnキ・ っごっよう UsN配がﾡくでてくろたのに労ﾡ相合 

の合ﾡにU不ﾡ京でるり. ﾡ資にさてにふSれGI.
(I) ﾡの細合がでミろルﾡﾡ民がでミろ. ﾡﾡﾡ区争2本ﾡ 

とレてハろ. 号の°合のよっロ組ﾡででミろビ ﾡﾡ今多の 

・求るみミ えてをヨロﾡる生Tの亡を頁長区大さ 口勇界 小い 

るEラウ レ. 多く のﾡ合にさ*の雰沢 るPさえミU で蜡 

※0ニビ&T る二とにロる.

(2) 昔・ 在尾がらの石る牛耳っていら. 1ほにﾡﾡuLIが、 

レかレ音の住屋口包分不仕奪さレG\で労の占金をCゝ 、ネ 

してい た. 切ﾡ合を作ってての 委戸長仕学 c 月切 )をレ 

ロて貨金交渉*のu&やリ. ラ負るビゝハネして、 ﾡ房労 

何組合のﾡﾡ長がボスにレて哲の庄及にﾡろPて があ ろ.
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つ\ でに こ の起方のヲ何君の組備る回願すぼつゞのよっヒ  

ロ る.

(1) 庄雇間----ﾡ簡に行わてE. 庄ﾡが段金*の他を沢 

のており. 浜杯有ﾡ区ﾡﾡYﾡ務肉係の次渉&レe.
) 労務組合制…… ﾡ呼干に行わE刷良でﾡﾡに引務担合 

作れ. 当は が って 任屋. ぎった. よ う で人ﾡ務ﾡ色ﾡヒ 

ロっE・ 色事ﾡやにら秘ﾡ合ロﾡ散さ. 印L合長並古さ

山ﾡ南係の5務T題は労務ﾡ合に緑林ﾡ合が交し、森林南 

洞 君い緑ﾡﾡ合に市 しDんでての承認をﾡロけuQゥbか 

った.

この戸界のら務組合に運営水ﾡﾡ的でっ く 行わロかっ 

E・ Eビえ当浜のﾡ合. 係魚そ営がユっのﾡのセ派ﾡにま 

だかってお り, そ巨のく □ロての/あのFのﾡ活レかB.
てのﾡ果、 全営のくのﾡの君小当宗以外のほくの山へのS 
口行ミ、当決へは渡く の另仞若や、 天ﾡ的に区ﾡ科のﾡの君

竹 にく ろとハフ日よ つロミムが行わEリレE.
(ラ) 自由台跳制…一•戦彼行われて】】 る. ﾡの右ﾡは仕學のっ 

と・ 気のあっﾡらのがまとまってグルーフる麗 野作 る.*の

烈 と保杯竹有君が互ﾡ交渉T ろ.

件無 賞で魁その人 の 身の上相談や負價、生. 住宅商ﾡロピ

へ が相 鉄に示日ら相繁にのってろ. じかしへるBmろコ 

とぐみそって当へのﾡ活る色県TるこL りあろのでへﾡのUﾡ 
のしIl・ てう1う舌いそ駅ち2.3あり、 EY2山杯/町L 
< 反をみにそて創教彦ﾡやﾡ教杯よる作っ てょゥ ヒEり しと 

ニヒ"功フたがﾡれや失改してえの人0※いﾡになっ. し 

たがっ て現在はあまり ポﾡ的に はそ ういうこンをしてない。

山杯号の君(佐茶申) の度数会区ヒ/ 回r山の請」&行 

c ﾡ物ﾡの 話 )

a. 当次の常用みの忍く<タエゝ:
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畑. 水田・ 白分の山杯ちってハBい. 長公してはI. 
ﾡ営U3。W. JWぼ2。 ﾡ.

ﾡを. ほかのﾡ芝のほビんピせテく/坪 iz/。 日 以下 ) 

ノほのつち大ﾡ分ほこのﾡﾡそきでのハてハる. 同示のHg 
休み/ァFの仕争日数ロ/?〜ノ8 日・ て以の日は自分 

の家でせﾡく官表問の新刻り) るすろ.

家族は4人(当へどての寒、 Sすﾡ、孫2人)で/軒の 

«に住んでハろ- のミ手は当人Yての尽すさん. 宜3可画候 

察負なして、\ る. 包ふ問新. 食ﾡ. 日問区全町騎入レて 

ハる. 当人の子係のうち羽にうんでてのうち/ヘロﾡし、 

/人区回ﾡへ町ﾡし、 /人に町でﾡ工にロってハろ-

戦的：*森林至 莒 で s呼ぼのD 下刈やベﾡに従ﾡしE.
*の負. tmにのムエ があ り*このﾡ校ﾡ係くとﾡ、 入 

安ﾡレ)の仕琴をしE. 子ムがﾡﾡしﾡは. 末保険と力戸 

&»らって反に甲り、ﾡ令のこめﾡでラブラレロがら杯

務ﾡLレて仕事るレて\モ. そのﾡ当系林有君ので仕 

事をしていろ・ ・

当な材任送にﾡる前に目由 な山林労務着 と して仕事を し て 

いた時の仕事の 見つけﾡは つ ぎの とおり である。

みっ振孫子区でのI て い ろ宅物否が「ム 男が足リでから 

示てくLいって施被を系めにくる- *のっと 仕歌に行っ 

Eり、 ニYわっEりしE. 二Yわっモのはのﾡ金のﾡ足るﾡ 

払しEりTるそきし. ○ﾡヒいる労の忍のやヒﾡのすかBハ 

へがいろ時であろ. 目らﾡ向かロI仕ﾡに口でロかっE 
系覆にょD く てﾡ自分で勝今にほかのへの位率る して食っ て 

nmるレ、 ほﾡてウいっこYるしてらや杯人がYくにピ 

クピハクニビるDn. 旨から二の叱方は南ワてPD. 笠占的 

ロそ営為に臣bをmえられE=LB. 芝の否区「仕季が 

ィマはら止めろ。しればな ろ- Lい っ ニヒが 自由にでミモ。 

当、・ﾡﾡべに=のﾡに王る負縦の工ﾡ不あっﾡレし、 ハさ 

んレグムエ季があつﾡりLﾡので、 労の 君の考えケも mけている

-IS3-



「う・ 当系杯戸に麻甲でﾡく「っにはフた号及区系ﾡ任 

合か取手て語の手入=行っ 三西にﾡが務=「ェEﾡの 

森ﾡ市有ﾡが「示てく るか」とハゥニと二

Bり. てn以不当保杯全ﾡで仕季るしている.私は今のﾡ主 

&人向的にﾡﾡしてハろ. まﾡ商主区ﾡ解る引って仕9てさ 

せてくれ.ﾡる\のでミE. 私区任琴を列さゝワろかにで 

= のらの岩やを主によ フ て断わっ Eリ5S会ワﾡり チあが 

一ﾡひミウた以上ほ. 翌き君の浜こののく」つに部に諏ﾡ 

や フ ていろ.

この科の負位.

株作ﾡに/ﾡぐくら /石いくゥヒい力ﾡ部私1、ﾡ 

ﾡ作 衆日西/本 いくう. ほモロ/日"くちいう 仕立で Pハ 

に"ﾡ号み手 っていろ- の秋示L※岩は「石4クラでケれ 

「石 クラテで依ろ-Yハカ=とる選ﾡ&ﾡてﾡし合Y. 同為 

の納得のつハE竹で安のﾡしの行りろ. /日 のは果ほ に. 

しモずって日岩ての引の書のﾡによってSTろ.

近ﾡ作ﾡ『一ﾡに「ィク ラ ( ELZロケ。。 F) ぐらハ- 

と(ウﾡ金昭あり「あTこT so。 円ビからこ=でら二 

のくらにLこうとハっ」つにレて:る. ﾡ金0取uﾡ 
の倉の方から歴ﾡT ろ ニヒみほ杯そき君の万からﾡ末丁ろ西 

別ろ- ﾡにﾡ今的に種解てミるﾡ田で、並ﾡの戸るLﾡ 
ﾡを保って. 出町一ﾡの 房る令思にしレて F百ビ添ﾡのRハ 

ように」.話し 合って決められろ.

そﾡ目U「語不が「くっく「う ヒﾡG\』ゥに」Yﾡっ 

てI るし、 買金が扉西で仕ﾡがおろてかにBつて町西る"ら 

比 喙 的よく 労 仞君の 箭を 期、、 て く Rる. 産主ヒってロ区会 

の迫〒の吉校よ りも話示がよくつくニルが駅百である. しか 

レあﾡリ仕琴の任方がﾡいらの言はﾡのﾡでも分ってハろか 

らﾡ杯ﾡﾡ君のﾡがにじめ から承手 BN.

P・ 当示杯子さにのIて］lる所甲5の谷. 寝点野べ天・

近 3 反、自友ム杯/町よ反くﾡ不ビスギ今刻づっあ. 自 

家甲新るとる). ﾡ<。Wくﾡョ。坪)るみお、永田区ﾡ 

ってIロn.
/工〒のうち、 主ロ引ﾡ ば :

当山杯そきで仕ﾡくﾡ点) &Tる日が?ﾡ( ヒ引。年ゝ 

看ﾡ&すろ日が/切 ( 今月・7日8F.の3回でヒ?〜8伝ゝ 

Nは目に/2回 (官絶甲)

当4杯を巨でﾡべるケろ以外に臣の領任琴にuでT\. 
Fﾡ口改友古買点ﾡでﾡ行ミ?天、 商ロ?Rで/西=引ケ〜2タ 

係さ・ ヒ/。 百く.

求族口当人ビての変. きくの希. 当人の 予供の 2 人、当人と* 

の弟ロ旅ぼそ で凄日検 愛 X しに りるし亡りする.

さへの父あ於ツさるしてハモ. ☆宗子矢正区活考考減手でネ 

ﾡさはろ 方でぎ校 キﾡしﾡら町へ切に行かせ、 ﾡ定ミヒ 

ロこビロハ方くﾡ丘新校に任ダ) C 即一村内ヒ新 専学役父 

ある.) ・

山杯登区に今ﾡのら入 ってI る. 当山株 至きの 

ﾡﾡの山ﾡでﾡる»n てn E時ﾡﾡ杯有否のら「うらへらさ 

てくn-Lin. ての総、 適ﾡ当人から侯係有召にﾡんで 

て=て求&くことにレE. ﾡ株にU/ﾡ性幸レ、燒I) た维 

ロ/S(引。ﾡ)ヒつミ ユ緑戸のﾡﾡで保杯有ﾡヒ代ヒレ 

てﾡ的して1lる. 保木には当山杯ﾡ宮のスギの向ヒ 生え ている 

乙扉ﾡの隊依不ら保う. キﾡレE沢ロFへ自戸ってハって一製 

の打氏ヒ/ﾡ。。円C=下の相ﾡ)でﾡる. (-ﾡの百でg 
/依«4。円でﾡって\る. )

レハレ ﾡ忍や自に ほとめてﾡる「うて=とほしロI. てっTる 

とxく しかﾡBI から -

自分の定ハた栄を自京甲にﾡう ニYロGい-

/文( 引。ﾡ) ヒつミ2ﾡレハゥ代口焼さ から 森林
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君にﾡ条し戸・ しかレへ自号ピレ てこ 区「-と窓? 

ていし・ 「ﾡ石君に町ても らってるンﾡ断して 

ろ .

c. な木分竹君 家み不項会社の山ﾡ部く\わる系項ﾡ君)- 

甲話してﾡリ 三示次委巨へロ下Yﾡﾡのﾡに任にる日同ﾡ 

円労の香ヒ してケミ に行く.

畑H. *町・ ほもっていはハ. 住区ロ当京杯ﾡ営内にﾡ2。
ぐ ら11の小ﾡを倍りて任んで1ろ. ての 管«料口払 ってIB •

主ﾡに不天 ・ /のつつ半日くら不賜引ミTる.

な木天としての仁琴日可に天係の覆合らろ り平rして日に 

ユ。 日ぐらIである.

ほののﾡ仕にになで. 平未山杯師の世ﾡにロっていみ 

お減ﾡとへﾡにしにら 1てほみ、に良 A仕琴かあっ て お 行mで 

H • 当示林竹ﾡﾡにに平ﾡ山杯可るじてて二の山の木る仮? 

てハろし 家ら悟りているのてき長ﾡ許ﾡﾡふら「今か尽B
Iから示ハ-とI われば町わ るわmヒかロI.
会社の 現7密督の コ ﾡて解て当浜林所石ﾡの下刈りマ超表る合 

伝ほいに行く.

赤族にくへ\ろく本へときとそ係). 子供るポﾡ何にTろず 

ﾡえたことaハ.

E報甲具( ノコキリ引枚、 キ. ナタ2丁)ﾡﾡﾡで 規圧 5 
ろ.

ﾡ金の め方:

「ﾡろ木がﾡい不 意ハ 木 か しハカニルで戸あﾡりのﾡ) 

受が重う. 日当ほ*ハビお示部と百わが商係レ、 /日&v。F 
にEろこと▽<oの 円にロること色ある. 系ﾡ払IでEL才

「2°円-とい力よっロこと ロと社の山杯部が決のろ。現, 

のへ未ﾡ督&「え崎めとハゥ 会社が沢め る3埼ロ「え係の 

みらの君 ビつ ら生Sて行く程高」の ﾡであ る .

ﾡは昭和に区ﾡ木のﾡ金は「ﾡ* / 本\ く らとハっ
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・ (/Rとに長さに爆ﾡ年に百至/アの文対/卒が/ﾡX 
記ﾡ«項町ﾡメ/本/々 天であっモが、 当時にての単ﾡ8ら 

ﾡ～ /ダﾡのさピろために忍崎るﾡにしてα不ﾡの百全部で 

生り込人下こと pあっ 正.

レかし ケ口 にヒ芝口元繙 小 F/万80円 で可」 と\ゥとて 

この分のﾡ全命で「夕今円く れ」uい う」うで=Lて1 っ. 

<の時- 会ﾡの予ﾡがﾡせば労の君のハカ 巨ワおしてく ろ 

レかレ T章Gウばして < pl. 会社の千章るﾡむ時に 

元帝が 労の 春 に相談し 丘 り ﾡ試的と話る 前か たl してくろ. 

勢の君に 予早のﾡﾡがわか ろ.E 労のﾡが点理る ハゥL会 

江Uほかのヲの否るﾡみに<.

キ5例

前口和ﾡﾡのあるﾡ、ﾡ長ﾡのﾡはである- 

cある浜示竹有君( Fベ. 山ﾡ配ﾡノユクの町) oﾡ)
当坂に杯(百杯名営り伐ム条) さそ営してハる

胃極 口・ あらかじめこのﾡﾡの 黄 金の根璃が Pん z ロく でこあ 

がっているので ての相場にちuTIてさめる. ﾡ合は浜本ﾡ 

君と二の杯祭全巨に従野して る 守侍君か相 談 レて法めてII る. 

での時、ﾡ命の相ﾡよりﾡくこめろニセロはI. ちしくんB=と 

るTばらの石止げてしきう. しEベって資麻の阿合に区N区 

の相場よりﾡく賃金&沢めろニビ なでミ てろ く ミのることで 

ミG・ ひし ろ相ﾡ 占 り 多シ、粉 く でめ てウ、 包分のﾡさでﾡっ < 

ハlろﾡえ民のにめにロるよつにしEいY尽つてハろ. 東際のﾡ金 

浜だほ方ﾡ石の 雲沢 に説かさるﾡ べ多 ハ .

山業務 ほら魂 皆理が不 ﾡ全できハ 浜金るムT こL ロでさロI. 
ﾡ税勢頂小ﾡ全にてミ. てレて労の君が』く仕ﾡて丁 現在、 

ケ。。 円の日当る。e・円にレてﾡよ\Iど尽ってIろ. このか 

へ公る下刈ﾡﾡ付ﾡ公ﾡ商ﾡく な公 口石イ クラ、下刈Yﾡﾡ町
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/左イ クテ)がみハ 当暴ば . 我 木丛队目 常用 号の呑X 仮ってロ 
季るしてゝろのて日当刊る主にレていろ.
c あ ろ浜杯労の君 aく位話ほ)のﾡ)
当家の麻業ﾡのの ﾡ住(日当ゝ gﾡ麻L下刈が so。 円でるみ 

ﾡおﾡ係のﾡ同君のへ頁ビ日封つのよゥ ヒロっていろ

ﾡ"ﾡ符宮/へ (ﾡﾡﾡの天ﾡ引衆nろ )日当2。0円
依ム天 /ヘ 日当s。～ 今4○西 
宗ﾡのﾡみ込みﾡリ引へ 〃

高下レ・.2へ 〃
ﾡぶ号り・./く ,

ごのか・ ﾡﾡﾡ〔/oP ゝ声係 ロ引の君る sへぐ ら保ク・ 仮 

木•口別匸纥奈够利でやヒい入れろ. く二rロ石ユ。円で日き 

丁2上 82o 円m物にロろ )、 不ﾡ区全然候のT全部無点ﾡにﾡ 

微 X 便 フ て 賞ﾡま てなT.
包分にヨ家のム杯で竹石君のTぐ下で山杯の誕まbりるしEり、引 
務 の取り しぎりエ しミ り,労ラの右し一ﾡに仕ﾡるし亡り. 引灯合 
と 用 亏有ク 间 き 霜傍し はり、木状 の検尺、計難、仮林何竹の更X 

りタ上ﾡとてろ- 緑ぶ竹石君 L e 系杯有にのN て1ろほ 
の引の君ヒﾡ 曲緑附像は金灰 口、1. 宜分日森杯竹科ﾡから日当 

22Dワ- しかし金と正日に合々/。四づつ合計っ。万円 
2き当てC世あ料)るもらゥ. 私の仕ﾡ口Iわば世話ﾡであり 
ご日2て仕審てすろわワではない. しかレ目的ﾡにレてら 

2こ 包の仕手るﾡ索ミ れるの 口將 忠 で冠る. 更行利 段 で は住 
ﾡ"田の仕零やての他て郡合の選I再にほ仕サる係めるので台 
クの頃金形ﾡとして口ﾡ行の刊ﾡが古つLも仕争&やり易く、レ 

Eがつてﾡしてハ る』う に思う .

私ほ/丘のうろ、 ュ。2 日ぐらハ区台山旅竹ﾡ君のL=ろでI 

ﾡ町よつは仕等るして\ろので、 ﾡ所日さす。。 四の山杯ヲ 
務程Y戸じことにロろ. て以余に松の仕孝としては. 当系杯前 
目ﾡと全ﾡ別ヒﾡﾡﾡ(ﾡ木(ﾡ木) &買って、 3ヒﾡかと 

下 Fﾡにﾡるﾡﾡ)てしている. この力のﾡﾡの仕華がノヒ 
32日ほとあろ. てのほ、 各分ﾡ身の竹有している回ﾡや栗ﾡ 
町の ウの (当への奪ﾡ行う) / 平ヒノ。日ぐらいあD、 ほモ自 
2自気の竹ﾡして1る山杯の更ﾡりや下刈りの仕琴ﾡ平に2〜4 

日Tる. 包分の山の仕季区. 区時に杯ﾡ射ﾡ否るﾡって行っ.
家族口石人と*の専と子供〜くのとくである.

自分のダほ山林労務 有であったがﾡが。 xの 時ﾡ亡し Eので 
私 の 異丘 の仕季ビ父日全谷同係がB、私区昭和?ヨヒ軍際a 

取し、現桜で / / 事地にA D ・ ﾡ和 2。 にﾡノ ﾡでﾡ郷しE 

除ﾡ俊、新の プロ ージ ー X した前、 なくﾡっ尼所がマレでイゝフ 
レに5フて刑益る得: てにっ て現ﾡ 自分 がﾡつ ていろ山田 
旭 X 買 っ E- 当条杯石ヒの肉係u. 全く倒ﾡﾡロ秘なにとT 

くちのでるる.
昭和>くにあろ暴ﾡ米ﾡが当係杯竹目程の立木をﾡつE- * 

してて のﾡ校来石から依公の 世話をﾡれE- ての仕零なしてい 

ろ呼 当年旅竹目ﾡのらﾡさべ株地の出話を照nた. 当時から 
森杯有 杏 は 未ﾡ の百送産をはじめ.(てのﾡ石故る正 

歴にﾡでミ ろ 三ビ. ﾡﾡ*の他る 点君にごエかさロハニと、 
Yであろ. )ノ

現お 口当森林相宿若口自での心 杯から伐出で る希なの沿ど面 
巨生きし て列り、

以宗示. 当浜林竹石 ﾡので世話似として仕零てしてY ろ-

-I58〜
-I59-



自分の現圧の 生沼にフ て少々ﾡれろY*さ下ﾡのように示さ 
Mろ.

の ﾡ金入の内ほ山ﾡ務の 報団Yし てﾡピ正日に当岡 
な肩ﾡから支給さろむのが4郎、 暴択*のﾡ入がﾡ、緊刷 
ﾡCﾡ) の入が。今ﾡである. つでロがらこのﾡﾡは確の日 
名日ﾡ比で各ﾡ家が/ R K換 のおﾡる引っていろ. Fのヤでの日 
畑. ﾡ画ねとのﾡﾡﾡは軍内ぐらハに入ろ.
当奈林肩ﾡにﾡﾡる温呂生産し・ Wﾡらとﾡﾡる保ってほ世 

ﾡ王で独し ごミ"ゥﾡ玉会社の トラックを伏つて市調へ系本る 
生していろ. ﾡ分区な公. 条ﾡる手伝い. ﾡ甲報ﾡ&当兵麻日 
石 に T 仕顎 あする-

ﾡ竹の賃金U. 三のmの相ﾡく 立竹の例 がtんヒBく ミミ 
フてN?. ﾡの君にﾡ不 の ﾡ烈 に起じ てﾡ林許有合 のフトコロエ 
合考えて、ﾡ金&ﾡ来にT◇が世向のり相ﾡるえて尽ﾡで 
み来さLロ\. 士叱柄とレて必の右み孫麻合君ら市ぬがあU、 
て力 11う向ﾡに大拡く あささってハ ろ.

何ﾡ合EBい. -ﾡみり石べ活し台ってでの代ぞ(ﾡ任ﾡ〕 
ﾡ分 口相談にく ろ- 自分ロこれらのﾡクﾡ立話し合ってﾡ金m
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'合下用ﾡし・ ミらに森杯有君に甲ヌぐ、 てこで森株市有君ビ 
み記し合ってﾡ像的に賃金る決めろ. 一ﾡ分の倉のﾡ金α各人m 
にﾡ令やﾡか に「ってﾡﾡ以ﾡﾡでロユ。-5o 円のﾡがある. 
玉モ: こらの 労の君の中の日任者の負金にほかの 労物右よ u p 
日当にして今。円ぐらいﾡい. 自分区ﾡにものべEよつに日は 
とらわBハが金Yﾡに. せ話料るあらってろ.
ダ働着の日当に別#のよう な「出W表」によって献算とれる. 

質金は浜林許有者から各労の若 z支われる_

ラ竹合に仕等や負金に不平があると自分のピニへにくそ 
日分ロてつハ» 相誠る ほかの森杯石ﾡや糸のかうあﾡえて 
に世向並み に取 り戒うようにし、 森杯 ﾡ者と着 の a
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とリレつ・ 労何為にとにかくビん ご相ﾡでv 玉ず台分のLニク^ 

示てﾡﾡ丁ろ- てのでか、ににﾡの上相ﾡや低金の相誠シみり、: 

E「宗る 修理T みから木るみらってくコuハクよう t用ﾡ5列 

ろ. 私ロビにかく Pらmろﾡ味で詞停君L して作甲してハろ・ 

及口河町村台ﾡﾡの戸会議ﾡら民主愛買もし、 土ﾡのﾡ活沢ﾡら 

通じているし. イ用そネーにじﾡけてハろ。

ヨ示ﾡそ営にテ 打ろﾡ分の仕季2め う /つ例る あmて未せ 
フミのよ ウにDろ.

の不 ﾡとロビのあろな季る し鈴っ日呼ての報目る私からA杯" 
ﾡﾡにレ「今及どミ こ どんロ任零 &しL』うかコル系本ﾡ 
ﾡにﾡS ての労示市月君ぐら 「タアロニニ&ケ」Lか「つ 
こにニニ&ﾡえよ- と か程示る気円る . 包分口らのきのLニクへ 
行て「今ﾡにこ二る向依Tろからﾡﾡにか、n(仕ﾡの問色る 
どよ)といク. ての通ﾡにPハ てﾡ西に日当や依ﾡTみ百ﾡG 

ダで舌界のﾡﾡるﾡﾡ町戸君と丁 ろ. くての つと仕姫竹の余件 
C Eとえに出ﾡとか下率の多少とか*の ほかゝ &さえて旅め ろ).
任の最員ﾡﾡ口・ 天係道県 (2oo。 う、ﾡ町ﾡ、ﾡﾡ点で 

どじ伝が竹利君のﾡのでありﾡやテタロラの酒価へのおのである.

商甲らの者 ロ約 /ク人いろ.
受ﾡ石にこﾡ町Yして士ﾡの人るマL\入る. 二H主也の 

へ伯『 ﾡカ. そ映があみからであろ. 再奈校ﾡるﾡTる必位 
Eとそに依木ﾡ物石ロどは位村のへる い入えろ三レおあろ. 
町レロ ご合の孫甲口ﾡ林竹石ﾡヒ相ﾡしてさのる.
り かレﾡ『上あ正 りFﾡでロ いよゥロ 時にﾡ宮らがヶ断でﾡI 入 
れ 株林町ﾡ行に事核報臣丁ろこYあある. 二のﾡの労のﾡ0 

生活 ほつマのﾡのよつはちのである

土叱のへの合. 民ビとヒ全部の人ほ2。Wﾡ像のa故L 

ユナ〜 ラクのあぼビ今ﾡのﾡほるおって\ろ.

私自分の意3にﾡ未同じ団ﾡるさビよっピぼ思わB- 長野 

口ﾡ百して和会へﾡこビるつもリﾡレ、 沢ﾡにこの士也で百や 

&させっフちりでBろ. しかし ﾡ理にﾡ分の更圧の仕き (世話人 

ボ ) & 仕込み うYロ頭わBい. 本へが一への世話&丁ろようにG 
ろか. 「人にﾡわろ「うにでろかコu全く 示知故で本人のﾡ 

N 次オド.

つ ざ、に こ の 眼 才 の 展睫ミ につ てのべよっ.

いわのろ「余慨さ (恐ﾡ) のﾡ態にほつマの«電ﾡがあ ろ.

(1).山る質ってく(ﾡき) に唸かせて向型にゑろ人.

くこの地方の仝製炭适 の /冽)

) スミマキくﾡ子ゝが官分で登帝山&頁ってﾡく時.

(R供ﾡのノ割 )

(3) 山杯竹耳合が子るﾡって巨営料栄する呼

( ﾡﾡ量の / aゝ

() 巣 新向 尾が 速多 2ﾡって互区ﾡ供T ろ時 

(東糸量の 7割ゝ

以上のっら、()、 ○)ﾡ負が次玉つていて在ﾡのﾡにﾡ3Gﾡ 
うからGハ. )はﾡ多 とレて一ﾡみうかるがﾡ3としてはる 

頁うﾡ不&吸丁ろし、 ﾡ3ロ自通なてだﾡのﾡ本るあっていG 
h.(2)はﾡ子してほ (フ) のつざにﾡうかる.(ﾡﾡﾡ止) 

( と< にさいでんにﾡ( ﾡ長) の館上 ってﾡたので*のﾡ台
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つ.)

この放方にほ貯候ﾡがﾡく、一抵に「ボには時ﾡでさせいの-
どこてふリ. /文はユタ〜ョ。保で、 快が公未沢オ向ﾡへ8

めろこピに己つてPリ. 価名の計卓 P*のつとその時の砲ﾡによ 
って1 ろ.

一ﾡにはﾡ ラ今ラ この方下は「日に 2保やミ く目Eee 常お 
ﾡ )-というのが供たさの 工ﾡの ﾡﾡLこて\る. <して上 
(). (). の合 ﾡさ/-。。 西Lレてハろ.

上の().(3).() 2頁休町にﾡ西丁るしつごのよつにEる. I 

包分この() 肉係している.
(). 丁包分の山くﾡﾡ戻不の立示)て言っ. その 時岡 ・がロ 

金(山キ)&公してくろ. *の後 項Y益しﾡる同 
してﾡ子 乙1 に入ろ- Rﾡ暴団に西らに向ﾡにﾡD. /u 

が.った後. ﾡ産に山今る止し. 緑面の代金&安取ろ す 
に ﾡ ( ラ°°男系) る私っ.

(9) 山 ﾡ、戸君がだき にﾡ蔵 く ﾡ分の山杯)へ行って「二の沢 
から三のな で原仮的に原示 aLろユヒい力」う □ﾡこして 
圧かだろ. 阿ビの交浜は山な有君なやる. —ヒ,防の 
公習3に任かビろ. 山ﾡ相ﾡ口性るか、らの公沼伝町Y 

間髪かうのへﾡ伝ﾡるイエックレE上で各姫3にaﾡaく 

学みが竹石るのあ合 ュ。今〜ュ«。ウ4 ) &っ.
() ﾡ子ﾡの剥供を終ろYTぐ向ﾡへ行って「つつギの住秀 

の出がみろすら金(ム今=ﾡ不の木べ金 )る公してくゴ 

とハう 子ロてのベ金によつて山(セ不)るﾡ、家ある 
作つて供をﾡく(/来で/〜2母く. <のムが凶っモ西 
にﾡのﾡ上金るﾡし てもらっ.

( ての湯合. ﾡﾡば公示沢才向ほに公すことロってP、 
電がいEんでく ろのでボの相ﾡがよく 日る王で待って社活T 

ろニLほでSロハ・ しEがってべ命く パる向雇へﾡっEﾡり 
上aゝ □公書しモ呼のてのつとのﾡでﾡねわる.)

_i64_

Sのを上金から出字とての利き( 譲行に和けモぐらい のポ号 

(7今))る愛しミ・ 円屋にヌねハ. ﾡ子ロを上べ金から 
4今ビ山今の利予を差レ5I1己らのをﾡる.

この場合. 山今さ向屋 がuすので、 係波をみくL町て
Eのﾡ子のﾡ入りﾡえることにBろ. ﾡﾡ号の音ロﾡが降 

ると仕季がでsBハ が暴供ﾡﾡ程に問が百っ てら 内ﾡ(ﾡ作 
りﾡ作りロビ) がでろ. "さとの熱電ほ単町く ォート 
バ4 ) で山へ遣っていっへラあろ.

ﾡ ほ 女通不 僕 で ﾡア で行くのに/日ちか、リ、 ノヒ/ 
百ぐらレか町へハかは\ 本へ 多か っ Eモめにﾡﾡ品にし 

めっウゅたり. ﾡへの近ﾡ▼る面が多かっモ.事前に 
上にあた() のﾡが多かった.

ﾡ圧 ロ 交通が側 利にロD、バスで町手で3。みでハけるよう 
にロり、 3が口屋に女渉するぶつにBってさE・ ﾡ品、L 

にみのべﾡぶっに ()の予☆が一番多1.

( あ ◇山杯別仲君 の話

自分5当保杯労のﾡのと 二ろで姫杯係の ﾡ同引の酒 aして1

領BC日ヨ今。。 円でヌ払口年2回(盗L正日)添林竹ﾡ為マ 
互ﾡ支払ってﾡらう・ (二の地あでほ二のうに支払ﾡ古が音 

ﾡであり、 てべ世向である.> 缶と正戸以余の時に吊に金が 
必翌にDつ三時ににての 目&浜林竹相ﾡに申しでて、 <の時で 
の約消の旧ﾡをしてちらう. 当な林相君ビの向に血ﾡ岡係口で 
ハ. 当友にﾡ恥Lたの 口/。mであろ. 台家へ示る口ﾡﾡミ 
&Lてハた. 更左に三のﾡで/今万本ﾡ画不(スギ、 ヒ キ)な 
生産ミるがてく 西不ﾡ政) る最初にこのﾡにﾡ入したのさ負 
分であろ・ 昭和 ユ今項でロこのﾡでは苗木は全べ作らWロか 
フE・ 昭和2今唄・ 自分の株が旨ら面不作りのﾡんロ本へな 
F行った. 自分があろ時ての灯の西(/年生)る/万本曰ってﾡ 
て当山で哲dした・ そしてそが非常くお未己- <て当森
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杯ﾡ名にみビにげ. 非常にえほて ての亜る 全初当委杯潟石 

がﾡい上てﾡえてくれ三. にい示・ このﾡ杯有ﾡの通殊戸 
保の任呈てTるよつ にロリ 自分の百佐るレロびら常戸ヘ天ムレ 
てﾡ1て1ろ. 栄ﾡミの堤う P杯ラ竹君引 ﾡ会にﾡしてロFら

っはあのて「ビろらかみみる- とハう ようこともてく. 自 
今してさYろらにむってちよかっ. 自分ロﾡﾡ、 ェじめに仕 
要るして当系ﾡ石ﾡにﾡく 候つてららテつと思ってハる.

金につハて ﾡﾡ杯竹ﾡﾡに「こ Eワ く n_ L家ネレたこヒに
Bハ. 医金に亡向なみに貢つって1つので否ミレてハる.
去麻石君Pﾡ金の出 向相 ﾡる知って) ろ丁分ﾡ君る 入れろ 
時ひビにロ「その人達の 貸金に世间ぐ ロ ヒのく らハか」とほ不ヤ 
石君から相部さろ. そのようロ時. ﾡ分口性店のﾡ潟をﾡ込ろ
てのへﾡの 負金の 終沢 □森林竹潟為に よって 行われる.
心 の 仕季 でﾡの 丁ることは、

台分が山 をﾡいてﾡ行ワ、 下刈りでどの任季&みつて当伝杯 
竹石君にいつ・ てる商 て当ﾡﾡ石吾が F*の仕尋るゃハ→ 
といゥ. (この時. っ㈱球所有念か「wの 住専 uヤら于に この ば 
季るせJ-とハっよっロニとロロハ での後、いろいろに用袋 
&とヒの2て 色夕の郡合 のハヒSヒその位琴る行う. 仕号&し 
に日巨ワ日ﾡるもらう・ 日ﾡで任番るするヒ負分の邪合の感、 
日〔 白分の田ﾡの仁ﾡで列み日 ) は休めるので工合がよ.

自分の生活につミのﾡのよであろ

(

自̂

用)

一|66-
ユに一歳ﾡﾡ

三るのヌえは山杯分何で. 現金収入にﾡがﾡに3万円L山杯ﾡ 
の看ヒしての吹入ぐての他の枚入の大託分でるろ. 田烦ハウ 食糧 
る自協して っの でE活にヌﾡHBI.
家族口ﾡﾡ区当人と毒と子候/ ヘく 7x ほ口予ﾡが成ヘレ
ので意引 ﾡ的未 にロD. 山 林労のに目に/7日ぐゅハ レか 

てG. 言すﾡがっへみあリ. 広人る解るために山杯らのに戸 
に25日ぐらハでた. これの3ﾡ今区いTち話 枝▽中ﾡを 
干ﾡして邪会(天阪. 京邪Bビ)へのさに行ってハろ.
こらのき低のうち ユ人に巨森杯用存者の世話で 江ﾡ し. /人ロ 
館魚の 世 話 で究 航レて. 自分の父ロ栄ﾡさ くﾡさ引) &して\E 
甘分5山仕野るしてI ? が包分 の家でロ山仕奉区ﾡ限りでﾡりだ 

库乐の見透レとして、 毎子垂ロ山仕手るレロハEろうL思っ.
-なの何さ今ロﾡ分と都で寺ロ/ 目のうろユタ日口自家の叛の 

田 1の任号 &レてふリ、 雨のﾡっモ日ての他にPTAの仕季るレ 
E り般人会、行っﾡリてのﾡかの稚問をして1ろ. 包分口ﾡ在で 
に/ ユ・ラ.78.2./2 日にロ主Lレて 山杯号のに従 幸すろ-ニ 
の明回の目分の仕琴日故/Fの力う7日同ﾡリ、 4日自表 
のRボノ7日がム休ラのである. たと.今4、/。 /Fは主ルレ 
て 及系に従手 すろ. このﾡの 包分の仕手日ﾡに /日のうァ7日 
か町かリてヨ日が稚所てユ。日台暴のﾡﾡであろ. ﾡE. /ﾡ 
&通じて金 正日. ロビのにめに引。日ぐらい 休こと

な る。

のうう、山杯〜< 野の人によってての大ﾡ分か占めら 
nてハろ.

河人 のうち 3割が依不ﾡ係の山杯ら切君、 2刻が林ﾡ係の 
山硫ﾡの君、 3ﾡが於の3. ～今ﾡが土方である. こらのﾡ 
竹者正のう ちる制 ぐらハまで 口ﾡ望 aもってハるく ﾡ国の 有ﾡ 
ﾡローア平内8セ). 二らの 分の右の 大ﾡ分日自ﾡ用の町1く 
-ナあﾡリ田町〜と反、 畑なユセ) てらってゝる.
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には系〜系ぐ大ﾡるって1 ろ このﾡ方にﾡのﾡ店がほじま 

フモのロごく予てあリ・ 旨 口ﾡﾡﾡ引少セ く . ﾡ栄杯が各かっ 

た .

ヤ 厶 何

三の研で口ﾡﾡﾡﾡべ立木るﾡって系な生ﾡ&し、ﾡなレてﾡ 

て戦校し・ 天ﾡﾡ品る内ﾡへムTこLる一ﾡ缶ヒ行わnてハ o. 
二のﾡにロﾡﾡﾡ君く そらき) の田体Lして 不恋協可ﾡ合があ ). 

甲ﾡ工の団ﾡとレて不ﾡ労の組合があ り.仮公考ヶ否の団体Lレ 

て 山 次方仞先台がある. 山ﾡラ切角合 し不ﾡラﾡﾡらUてnでW 
ﾡ便に木ﾡﾡ色く =そ芝君面な と女汚してﾡ々に引のﾡ的と月 

金動えさ行ってハろ. 引のあ的しﾡ金ﾡミロみﾡ/ﾡ 改訂さ nて 

n ろ・ うのﾡ合と領金ﾡた2Tるので当セ区のRﾡ竹ロコス\が 

南、改ろ_ほの地方も二ついハつ同ﾡるぼよいとﾡっ.

な狀罔便 の 方切 再 によ っ てﾡ触さ てる 山ﾡラのq合がな 

ﾡ会のE封を負金ﾡたで次め、 ての日当で公相炉く合部習のほな 

至各・ 法へ組ﾡにロってろリ・ 産べ区長し区の覆戸がき醒レて 

?.う CE林号物ﾡをﾡうのてラの相色に入つていでい近殊点祭 

出ﾡ字切君の日封の相場ラ労の組合加入為く 仮公孫係) Y同じE 
ロってしまク. ての日当相1で私戸杯もらの君る足\入Yる二u 
に改ろ・

言. 二の如方ほ来述ぐ行わnE. ※区直*ﾡ/降に/中の 

*枳 W 行わoばゥGハ. <のﾡ係でﾡ泊ﾡべのら勢の君が河ﾡ 

に生り こんで負金の団体女労る丁ることがあっE.
山ﾡラの(合にほこのﾡの衣公ﾡ係功の有が全部加入してぷり 

木ﾡ ﾡﾡ合には こ の 村の 製 枉:n が全 部施入レ ており、木ﾡ価合 

にはこの戸のﾡみ業米ﾡが全部加入レて\ろ.

山ガの土だのへる保つてガﾡﾡ合の 天めた負金で 全託行わ 

ろ. ラの石U任意に仕事のつピ. 今〜<Aﾡる作ってﾡく. て 

のﾡuハつレ自象ﾡ生的にでさ、 この仕季が終るし解ﾡこれろ. 

てのﾡのひかでロが正さで信問もあ り. 仕琴のﾡち あろ人が外交 

ス渉桜にUって仕号のﾡ取り る進のて行く - ごの人が件ﾡる下き 

してﾡ位をヒゝハネろよつニビロ不町能でしろ、 ごゝい 

ヘロ許ら引らの不にﾡ的にてつハつ仕等を5Spて&んで 

"るよウド・ e しての人が向の f金るごまかしEりTるレての 

ﾡの内高で大ﾡﾡがﾡ3 ろ ・

しかレ「工ﾡの人ﾡワをﾡって仕ﾡるするYハつ=とに至き 

ョ知からいっY石干町る商題? なる. Eそば系べの新とハﾡﾡ 

入っ て未た時にﾡしIﾡﾡの ﾡ入がでミ tn. こっ ハっ時にR 
"にﾡ地方のﾡ何ﾡる一組巨ワ入てﾡ呂石仰から 更場の作京る 

通じて土地のへの転業激吉 2行い、同じよつ ロ案ﾡ ( 至宮ﾡ勇モ) 

る土叱の人にみえて公ﾡ工程のﾡ争るさせたりして、 /定萌商 

土 城り 人玄表有し、 土ﾡのへのﾡﾡがﾡ上するY同時 に他の地方 

の人る解雇した・ そきﾡがほののﾡﾡ有る入てウ、 ニのよっロ 

時に口労のﾡ合が反打丁るこY ロE\. 土のくのﾡ三け上系 

っていろヒ仕手のﾡ率が下っEり して処ﾡおの*忍L 試争でミ 日 

n.
ロ引のﾡ合にらの君のﾡ施 &してハろ- しか。 *の今数料は 

cロLく にﾡﾡしてハロ 1-
ニのFにとって ラセ 福合 は T で に確ちが ご の お丘る承超 してﾡ 

). 当ﾡかつ区ﾡロ乃圧である. この村はﾡ営君 みラ物君ぁ ﾡ歩 

ﾡであり. 戸ラ ラのﾡ合の再ﾡる 百定Lよう とする eのほnG 
ハ. かりにてうハう人がハたしレても寝ﾡのﾡ竹ﾡ合るつ バTこ 

Luでミロハ.

(不区め同相合 での話

・合K口38名であろ- ての内訳にﾡ内のﾡﾡ茶石る、不ぶ熱 

ﾡ(I小ﾡﾡのﾡﾡ米石 )がらでめろ. この ﾡで大部分のﾡﾡ
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※君の更営て無材ﾡ. ﾡﾡ引してみリ、 ﾡﾡ派君の家りﾡ杯 
ﾡは ごく わ ﾡかであろ -
ﾡ合経急口ﾡﾡea. 面吾役2名かららろ.
ラ例臼合と口団女汚ラにって連E色. 統末理ﾡ. ラの市部 

ﾡ金ﾡﾡ口とZとりミのている.

ﾡWのﾡUの 6金口ﾡな束夕て 口足がル下ﾡら n②がしかレ 

山なのﾡ係に り打者の 玉足 の のにろ作※部ごルヒてのっピ 
ラの君とそ芝ﾡので話し合いで沢のゆ気品定よりもぁくロ 

ろこヒか翌ろ -E茶つって山ﾡ引ので口ﾡ合協定の親にﾡをﾡ品 

る顧氏していろ・ 山ﾡラののっラ.山ﾡラのﾡ合にm入してハろ 

らの石げ依不・ 示 しく破払)のらク君戸ワであろ. てのっ 

ろら何ﾡ台 との行位己たくﾡﾡ久渉の組緊索ヨ るをの)で 賃金額 

&野ﾡに足えしていろのロ「なし- (ﾡな) の日当Eであろ- 

収不管こての許お飛件ヒ/ 日工ﾡ2TﾡL てこのFaレの 

当と受年に- て*の→と. 三さ忍と字の石のス渉Yﾡ旅によ って 
ﾡ選払でミめウれてろ- 公飛部ハでゞの られるから依不 

不自9の日ヨにT みと 「公しのﾡ金「)もくQろ4日がみみ| 

ﾡ(下刈 恐ﾡ)の"れ名は ラ り ﾡ合 にm入してハロiL o 
L 「おし-の日学るﾡ歴にして日当かミのウるので、 s話-法| 

ヒコと同じ日当で仕手るしていろ. ・ 中可柱 二にE尚拡の会| 

目交がてウ1つ万ﾡるとっていろことが次ミDﾡ部る択2てハる| 

私有杯ﾡ公戸ﾡの 伝ﾡに底じ てﾡく はる=ビ ヒロろ )
ミ て 員金ﾡ定らのﾡ合じの団体交によってなみい| 

てろが、 ての 自金ﾡたﾡ師小 ら「公し」の日当の ¥垣るみろ 上 
フミのとあリである.
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田RW←ﾡや証W よ u
○○ 公宅思4

ﾡ«座 * * * *
○。 K k伝区裂々

地4w 。<』4

(山ﾡガの但合の哲 >
ﾡ色のヤ沢く不のﾡﾡのあるし二ろゝにg会長/る、 貝>名 

(会/名る合Cゝ べ烈 ・. 登呂君創Y負金の足ロと &してハ る 
②字Wにえﾡ(ﾡロ相ゝ がみかていろ. 各受部 (ﾡ区御ゝ 
にほ会長/名 訓会長/名・会計/名. 号災係/ 合. 桜ﾡと名が 
いろ. こらのへ口ﾡ呼に百. ﾡﾡの引の君である. 各受部の 
ラ係ロ催吾、 ※き. 語故数ロYが足っE呼にﾡ任るあつて処理T 
?係であ ろ.
労の組合の仕季ロﾡさ君との負位ﾡﾡ組色ﾡのな帝のg雄. 

ラ※ﾡ係の欠ﾡであろ. ヒどえ政治躍秘やﾡ運動、 戒(た 
ビzげ不ﾡのﾡり 力 )の本部活動QとはレてhQI.
ﾡ台ﾡの仕手のﾡ次につざのよつヒして行われる.

活 ( このﾡビの宗ﾡビTでﾡE く. ほかの池 おのﾡの茶倉 

Per)が・ ニのﾡのﾡのみる区 ( 部客) で仕率 c衣述日どゝ 
&T2両にほ、 ての叱区のラのﾡ合へ運総する- 地区ﾡ細ロﾡ合 
戸に*れるﾡﾡしての否るﾡめ. 仕ﾡ訓るミめる. 方う少レ貝 
ほ的にハうヒ 新ﾡ村計島で作っEマィ 7各戸にあるのて, て 
のクマイク る通じて任報の ロいへ&祭める. 仕ﾡが少ロI ﾡにT 
出で資引看るミめ みリのラ仰否口ﾡの公ﾡ株C ﾡ田ﾡ他でェS 
してろり ﾡ田の会長ほﾡ長で末型/o。。町ﾡ像の山なる をせし 
てハるゝに煙体レて公石杯の向べ、 下 ﾡ打「ちロビの仕ﾡる作 
つてらって仕季るﾡ拠 T る. 区Y労ケﾡ合は岡刀 レて区内の ラ 
の呑が全部ねにﾡにく よ っヒ 配ﾡし ていっ.
Pレﾡ組合に奈ﾡか 申しこ hモ仕ﾡか沢あ み時ヒにさ、 

/への ラの 君&可時に2つW上の仕ﾡにつかピる二Yﾡある. 
.ほかの区のラの君にらの組合る通じて直終して社事るﾡ 
いことちある. ほた. あ2電区に任幸がロIﾡにﾡほかのJﾡや 
可の仕ﾡる引仰細合が來してく るこYﾡあろ.
ラのﾡ合のﾡ合頁波三の戸全体で2$e へハろ・ 労の組合ロ 

伝ﾡm入乃で仮不ﾡ公の山杯ラの君ﾡご全師入って ろ.
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こﾡの大団分う山ﾡり石八生ﾡ下の図の「力で列る

のﾡ合ﾡは組合員/へから/年に今02 円敬ﾡしてろり・ ニ

この 石全ﾡの ラのe合の不部へ予さめゆる. 直区ヌ部口て 

と別に「ﾡ合から吐炭しE仕番るしE合ヒ. ての酬の為 : 

乙ての仕垂るし左ﾡ区のラめﾡ合コへさめて\る. てn以に 

ﾡ人から部合ﾡ係にテさ める 金 Hn . •fl
ﾡ合の会協ヒしてロ この河会なの ラの君マ-に祭って能会 

ろく ことら\がしハし・ ﾡ合浜/ケヘにつミ/への別色でべ I 
ﾡ巨を益し、べﾡ氏会る/ に/ 回南く.

ほﾡ各区ヌﾡで口をL正日ヒそのﾡZのラの合全頁条式っ ! 

てﾡ町総会 2ﾡく

二の野Fてのﾡ区の桜ほや会長の交器 生ロピ行わハろ = 

の 定即緣会 口港通. の7時頂からノユﾡﾡ王で南かAる. ee 
ﾡから ﾡ区幅合がは条とた入田 このょっ Cﾡヒ天公さろ-

ラ何組合の 幹部口木の不師のﾡ協みM区のW部合 平点口ﾡ分の

至乏して\ろ ごしてﾡみﾡ別でﾡ題が尽っモり. A金市定8 
行っ日りTろ時にロ、左部の会長が桜目るﾡ集して所ﾡL てIろ 

本部の任甲にﾡ金ﾡふﾡ刀に行うことである.

らペ保ﾡ口保甲石側びかけてW ろ ・怪ﾡ人がでE瞬Eロ大B 1 
軽ﾡにラﾡ保険にか、Nさロゆ(〜～。。円示ﾡ)ロﾡ甲有ﾡ 

のﾡ担でロあ丁. ニうハつ ﾡ口怪ﾡへの 位話や候甲君との交渉る
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行?のがラﾡﾡ合の ら係の仕琴である.

/日のラ切右の日ﾡ石い君 </sヌ以上ゝ ﾡﾡ令召ﾡ未対 領R書 

力 熱飯君 方 全部一律 である. ニにつてロ伏甲呑側からヒ判の 

「あろ- とかし ラのあ定の日ヨ は活ﾡとしての頑会点合下から 

愛式の ヒ お り で ハと尽っ ・ 日当 口A金ﾡ定る基平=し て沢めら 

れろ. 玉Eﾡ合が口で仕事 (で払) るるさラワるニレﾡある. 

二の所ッ 賃金 历 足* 基準に し て 壮至 の 報酬#沃め ら れる. 予よ 

り早く 西員仕号る完了 丁れ合与ﾡ谷の 日さはﾡくDろ. 仕書 

の術飛に「っててのﾡ日ﾡての任奉にかし号の君ヒ内一記念 

さ ろ ・

出なの日当 ロ現ﾡ 7sS 円であろ - 下刈. 国 付の劳カ 首 口宁の 

幅合頁でにロいが. しヘレ近ﾡのﾡ合区部活的会てら何ﾡ合の 負 

合岡定にラと丁ハてﾡめらていろ. ﾡ足 下Aやﾡべの日当日 

7 円である.

不ラのの報酬系ﾡ払ハて(/戸イ7ラ モ/本ィクラ年) 

そのつビ浜めらる . 立地や工理 &弓之て保同容切と労の活か 

レ合ってての単価る沢める- 演め る時にロ平ﾡンて日当7今今円 

ぐらハ(負色 ﾡこの 生べの日ヨ) とロみよう 日で話がﾡち恐く 

不天アににﾡ不ラの口特奈易のでめるので. て以上こロるこヒ 

2多く.公示吉払のﾡ金るてのﾡ不労のﾡの日さにDみTと、 ※ 

ﾡさのﾡ合にロ〜。e。H. 初ルﾡの湯合ヒロs。。 口ぐらEB
下や延句 み 日 当で行わ る二と か るい パラク 銀合 で請ﾡって 

ﾡ&すろこともある. =のよっに場合正ほ. ドハ己1百当7今o 
円ぐらlの予定で午母る師ﾡってハるしレ ﾡ率る上 ぼてな 

野をT2二とにょ って 友探ヒ□ 労な者 の 会 けヒる 日当本 eo。～ 

クo。 西につく こと P多. ,

おがに土不工ﾡやダへの工季がこの灯で 行わE こニYがあっ 

E" ての時にロエﾡ&な自分の号仰ﾡる運てﾡて仕部るLて 

土古の人てわロか っE
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ての方が土京有に とフ てロ人天ﾡがさく つ リ て石利だったざウ 

でみる. レかし 山ﾡ号のみなﾡ シしハったの てﾡのへほロ* 

に F つてﾡﾡる令けいかっ
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